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県では、昭和２８年に開館し、長く三重の自然と歴史・文化の資産の保全、

継承、人材育成など地域の拠点として活動してきた現三重県立博物館の老朽化

に伴い、これに替わる新たな「文化と知的探求の拠点」となる新しい県立博物

館について、平成２６年の開館をめざし、整備を進めています。 

 新県立博物館は、「ともに考え、活動し、成長する博物館」をめざしています。

博物館の主役は、県民・利用者の皆さんです。この考え方を、博物館をつくる

段階から実践していくため、現三重県立博物館で取り組んできた活動を発展的

に新県立博物館に向けた活動に集約しつつ、新たな検討や試行を加えて、県民・

利用者の皆さんとともに取り組んでいきたいと考えています。 

こうしたことから、平成２１年度から開館までの約 5 年間に、新県立博物館

の開館に向けたさまざまな検討や取組を県民・利用者の皆さんに報告し、一緒

に考えていただくための資料として活用するために、毎年「新県立博物館の活

動と運営」をまとめていくこととしました。平成２１年度の Vol.１（第１巻）

から平成２５年度の Vol.５（第５巻）まで、記録として共有できるようにまと

めていきたいと考えています。 

また、開館に向けた博物館づくりに県民・利用者の皆さんと一緒に取り組ん

でいくため、平成２２年度の Vol.２では、今後開館までに検討し、決定してい

く項目をとりまとめ、「新県立博物館の活動と運営の方針（仮称）」の構成案と

してお示ししました。平成２３年度の Vol.３では、これに基づき検討した内容

を「新県立博物館の活動と運営の方針（仮称）平成２３年度検討案」として巻

末に掲載しました。加えて、知事が行った検証結果に基づき取組を進めている

「３方向と７項目」の取組状況についても巻末に掲載しました。平成２４年度

の Vol.４では、引き続き検討した内容を加筆した「新県立博物館の活動と運営

の方針（仮称）平成２４年度検討案」と「３方向と７項目」を巻末に掲載しま

した。 

この Vol.４をぜひ、一人でも多くの方がご覧になり、内容についてご意見・

ご感想をお寄せいただくとともに、新県立博物館をつくっていく過程に参加・

参画していただくことにつながれば幸いです。 

 

平成 2５年３月 

        三重県環境生活部 新博物館整備推進プロジェクトチーム 
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第１章 事業実施方針の基本的な考え方           

開館に向けては、「新県立博物館基本計画（平成 20 年 12 月）（以下「基

本計画」という。）に基づき作成した「新県立博物館 事業実施方針」（平

成 21 年３月）（以下「事業実施方針」という。）をもとに、展開してきま

した。 

 現三重県立博物館の事業を継承しつつ、当面は、新県立博物館の整備に

関する事業に集中し、開館後の基盤をつくっていきます。新県立博物館の

展示製作事業が中心となっていますが、調査研究、資料の収集保存、移動

展示や博物館教室などの活用発信など現三重県立博物館からの活動は継続

して行い、新県立博物館の事業につなげていきます。 

 

１ 事業の目標 「ともに考え、活動し、成長する博物館」づくり 

新県立博物館は、「ともに考え、活動し、成長する博物館」をめざしてい

ます。博物館の主役は、県民・利用者の皆さんです。この考え方を、博物

館をつくる段階から実践していくため、現三重県立博物館で取り組んでき

た活動を発展的に新県立博物館に向けた活動に集約しつつ、新たな検討や

試行を加えて、県民・利用者の皆さんとともに取り組んでいきたいと考え

ています。 

 

２ 取組方針 

  １）開館前から協創・連携による活動を展開する 

    開館前から、県民・利用者との「協創」の視点と、多様な主体との「連

携」の視点に基づく活動を展開します。 

 

  ２）既存の活動を拡充・発展させる方向で展開する 

    現三重県立博物館が既に実施している活動を拡充･発展させ、新県立博

物館の活動につなげます。 

 

  ３）重点的取組テーマを設定して活動を展開する 

    「ともに考え、活動し、成長する博物館」づくりのために、重点的取

組テーマとして次節３の４項目を設定し、開館に向けた活動の中で積極

的に展開します。 

 

  ４）ソフトの成果を施設づくりに生かす 

    事業実施方針に基づく検討・取組を施設づくり（設計・施工）に生か

します。 
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３ 県民・利用者の皆さんとともに進める協創による取組 

～４つの重点的取組テーマ～ 

 

１）取組テーマ１ 参画のしくみづくり 

    県民・利用者の皆さんが、一人ひとりの状況に応じて博物館の活動や

運営に関わることができるよう、多様な参画の機会を設けます。 

 

  ２）取組テーマ２ 連携が進む環境づくり 

    県内外の博物館、大学など高等教育機関、学校など多様な主体との連

携が進むために必要なしくみの整備を進めます。 

 

  ３）取組テーマ３ 評価と改善のしくみづくり 

    博物館の活動や運営の成果を県民・利用者をはじめ、博物館に関わる

人がみんなで振り返り、確認することにより、次に生かし、活動や運営

をより充実したものに高めていけるようなしくみを検討し、設けます。 

 

  ４）取組テーマ４ 魅力的で使いやすい博物館づくり 

より多くの人が興味を持って、来館し、リピーターとなるような魅

力的な博物館とするための取組を進めます。 
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４ 事業実施方針と新たに加わった「３方向」と「７項目」 
 

１）「３方向」と「７項目」とは 

平成 23 年６月の新県立博物館整備計画の検証において、より魅力的

で県民に親しまれる博物館づくりのために必要な「３方向」と、県民の

皆さんへの説明責任を果たす上で取組や解決が必要と考える「７項目」

を示し、新県立博物館はそれらを今後の取組に反映させていくこととし

ました。 

 

２）事業実施方針への取組との関係 

「3 方向」は、事業実施方針に基づく４つの重点的取組に反映させて

一体的に博物館づくりを進めていきます。また、「7 項目」は、県財政へ

の負担の軽減、継続的な博物館運営のための基盤整備など個々の課題に

対応するものであり、他の関係する取組と連携をとりつつ、項目ごとに

進捗を管理します。 
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参考 

（3 方向） 

① 三重のアイデンティティをわかりやすく発信する博物館づくり 

・子どもや素人にも、誰にでもわかる博物館 

・専門性と技術のクォリティの裏付けがある博物館 

・館のホスピタリティまで、ストーリー性をもつ博物館 

② “わたしの博物館”づくり 

・県民みんなが博物館づくりに参加する博物館 

・みんなで支えていく文化が育つ博物館～積極的に民間からの支援を受けながら、とも

に活動する博物館～ 

③ 市町や民間の博物館などを支え、協力・連携して三重を発信する博物館づくり 

・資料の保存環境などの技術支援や共同で調査研究や展示などを企画・実施する博物館 

・自然分野など、市町や地域で対応できない分野について協力・支援する博物館 

 

（７項目） 

①総事業費を含めた支出の節減努力を不断に行う。段階的な増収も盛り込んだ収入計画を

立案し、年間の運営費４億５千万円に対する県費負担について、２割程度削減すること

②入館者増、企業からの寄付などの収入増を実現するため、広報体制を強化すること 

③外部有識者による委員会を立ち上げ、第三者の視点から博物館事業の経営面などについ

て評価し、改善していくためのしくみを早期に導入すること 

④多様なアイデアをもとに民間の参画による経営基盤の確立をはかること 

⑤現三重県立博物館について県費負担をかけないような解決策を示すこと 

⑥自然エネルギーの活用について、当初計画よりも一層拡大すること 

⑦金銭価値では示せない社会への影響・効果を明示し、それらへの取組状況を確認するた

めの評価と改善のしくみをつくること 
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第２章 ２０１２（平成２４）年度の取組概要 

 

１ ４つの重点的取組テーマと事業との関わり 

４つの重点的取組テーマに沿った事業展開の概要については、次のとおり

です。また、それぞれの事業の具体的内容については、第２章２以下に記載

しています。 

 

１）取組テーマ１ 参画のしくみづくり 

開館に向けて、より多くの県民・利用者の皆さんが、一人ひとりの年齢

や興味関心の度合いなどそれぞれの状況に応じて、博物館の活動や運営に

参加・参画できるよう、試行的取組やその成果を生かしたしくみづくりを

行ってきました。 

例えば、これまで現三重県立博物館が行ってきた博物館教室などの事業

をはじめ、小中学生を対象としたティーンズプロジェクトや博物館きわめ

るプロジェクト、県内外の研究者だけでなく、学校や県民・利用者の皆さ

んの参加を得て行う調査事業なども継続して進めてきました。とりわけ、

現三重県立博物館で平成１８年から活動しているサポートスタッフの皆さ

んは、自ら主体的に博物館活動に参加し、新県立博物館に向けた意見など

も積極的に出していただいており、サポートスタッフ制度は、開館後の県

民・利用者による参画組織を考える上で、重要な役割を果たしてきました。 

平成２４年度は、これまでの取組内容を精査した上で、平成２５年度か

ら試行する開館後の県民利用者参画組織づくりを進めてきました。新県立

博物館では、すべての事業を参加・参画の視点で進めていることが挙げら

れますが、特に次の事業は、関わりが強いものでした。 

（平成２４年度の関連事業） 

・ みんなでつくる博物館会議 

・ みんなでつくる博物館会議「こども会議」 

・ おせち料理プロジェクト（新博ティーンズプロジェクトＰＡＲＴⅣ） 

・ 三重のくらしの記録写真収集事業 

・ 移動展示 

・ 調査研究事業（御師屋敷の復元と器物調査、平野のくらしと自然の調

査、磯のくらしと自然の調査など） 

・ 新県立博物館「みりょく発信隊」 
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２）取組テーマ２ 連携が進む環境づくり 

新県立博物館では、まちかど博物館、地域の団体、三重大学、学校、企

業、県内博物館、市町・県や国の行政・関係機関など多様な主体の参加・

参画を得て、より充実した博物館活動や運営を実現していけるよう連携事

業を進めてきました。これまで、それぞれ可能なことから取組を進め、連

携の経験を積み重ねてきました。とりわけ、大学連携では、平成２４年度

から皇學館大学とも相互協力協定の締結に向けた連携協議を始めました。 

平成２５年度以降は、試行的な取組を引き続き進めながら、連携の経験

をもとに、互いにもてる力を出し合い連携してできることや、必要なしく

みなどについて具体的に構築していくこととしています。 

 

【まちかど博物館との連携】 

県内に５００館あまりある「まちかど博物館」とは、これまで、まちか

ど博物館交流会に参加し、新県立博物館に関する意見交換を行ったり、移

動展示や、三重のくらしの写真収集プロジェクトに協力をいただいてきま

した。 

平成２４年度は、まちかど博物館館長会議を新県立博物館建設現場にて

開催し、見学を行うとともに、新県立博物館でのまちかど博物館との連携

展示などの具体的な取組について意見交換を行いました。 

 

【地域の団体との連携】 

調査研究や資料の収集保存、活用発信などの諸活動の基本となる博物館

活動を連携して実施し、人的なネットワークづくりを行ってきました。 

これまで、県内の自然とその保全活動を紹介する「しぜん文化祭」を毎

年３月頃に開催するにあたり、自然系団体で構成する実行委員会に新県立

博物館も参画してきました。さらに、しぜん文化祭のなかで、新県立博物

館が主催する「新県立博物館と自然に関するシンポジウム」を同時開催し

てきました。 

平成２４年度も「しぜん文化祭」に参画するとともに、県内にある国・

県指定文化財の保存や活用、及びそれらの新県立博物館での活用を図るべ

く、三重県指定文化財等所有者連絡協議会と協議し、協議会主催の三重県

文化財講習会へ講師として学芸員を派遣しました。また、新県立博物館の

基本展示に関わる調査研究や資料の収集について、各地の自治会、旧御師・

丸岡宗大夫邸保存再生会議、皇學館大学、紀和町丸山千枚田保存会、海女

研究会、ＮＰＯ法人三重県自然環境保全センターなどと連携しながら実施

しました。 
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【ユニバーサルデザインに関する団体との連携】 

魅力的で使いやすい博物館をつくるため、多様な利用者が楽しめ、快適

に過せるようユニバーサルデザインに関する団体である「三重県障害者社

会参加推進協議会」と「ユニバーサルデザインアドバイザー団体」との意

見交換を定期的に行っています。 

平成２４年度は、「三重県障害者社会参加推進協議会」と意見交換を２

回行いました。 

 

【三重大学との連携】 

同大学とは、三重県の文化振興と文化力の向上に寄与することを目的に、

新県立博物館にかかる連携に関する協定を平成２１年３月に締結し、相互

に協力していくこととしました。 

平成２１年度から連携のあり方などについて定期的に連携協議を行っ

ており、その一環として、基本展示室の展示設計と製作に関する３つの共

同研究や意見交換を実施し、また、大学と博物館の連携のあり方や地域づ

くりへの関わりなどについて考えるシンポジウムを平成２１～２３年度

で計５回共同開催しました。さらに、同大学が中心となり開催してきた「青

少年のための科学の祭典」に「昆虫切り紙体験」を出展し、次世代育成の

ために取り組むとともに、博物館実習やインターンシップの学生の受け入

れを行ってきました。また平成２３年度からは、教育学部の教員とも博物

館を活用した人材育成プログラムや学校教育で使用する教材の開発につ

いても協議や試行を行ってきました。 

平成２４年度においては、「第１０回青少年のための科学の祭典 

２０１２三重大学大会」に出展し、また「志摩の自然を活かす」をテーマ

にシンポジウムを開催するなど、これまでの取組を引き続き進めるととも

に、平成２６年の相互協力協定の締結に向けて協定内容や協定後に連携事

業を推進していくための検討を進めました。また、新たに、三重大学附属

演習林を活用した「こども自然科学教室」を共同開催しました。 

 

【皇學館大学との連携】 

新たに皇學館大学と連携への本格的な検討をするため、平成２４年１２

月２５日に皇學館大学と三重県立博物館との連携に関する覚書を締結しま

した。教員と学芸員による共同研究をはじめ、学生への人材育成支援など、

お互いの知的資源を活かし三重や地域へ貢献することを目的としています。 

平成２４年度は、平成２６年に相互協力協定を締結する方向で検討を進

めるため、連携協議を行いました。 
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【学校との連携】 

平成２４年度も引き続き、依頼に応じて水生生物調査や昆虫切り紙体験

と昆虫観察などの出張授業を行いました。さらに、より学校教員が利用し

やすい博物館のあり方を検討する試みとして、三重大学教育学部附属小学

校の先生方と意見交換の場を設けました。平成２５年度以降もこのような

取組を継続し、今後の学校との連携に活かしていくこととしています。 

 

【企業などとの連携】 

新県立博物館では、より多くの方に来館いただくだけでなく、活動や運

営に関しても多くの主体に参加・参画いただきたいと考えています。 

平成２３年６月に示した「7 項目」（７ページ参照）の一つとして、「多

様なアイデアをもとに民間の参画による経営基盤の確立をはかること」を

掲げているように、三重県の経済・産業・雇用・文化などの面で大きな役

割を担っている県内企業や団体、ＮＰＯといった民間部門は、欠かせない

パートナーであると考えています。 

連携にあたっては、一方的な協力依頼（企業、または博物館だけのメリ

ット）ではなく、県民・利用者、企業・団体、博物館それぞれにとってメ

リットとなるような取組について、いくつかの選択肢を示し、可能なもの

から参画していただけるようにします。 

その際には、寄付や協賛などへの協力依頼にとどまらず、展示や各種事

業への参画や、広報面での協力などといった活動や運営に関する連携にも

積極的に取り組みます。 

平成２４年度は、連携メニューなどについて内容を固め、随時企業訪問

をしたほか、企業が多く集まるイベントへの参加や、商工団体などが主催

する各種会合での説明を行うなど、広く参画を呼びかけました。 

 

［参考：主な連携メニュー（案）］ 

①展示関係 

・ 各企業の歴史や技術を紹介する「期間限定の企業博物館」や、「三重

の産業史」「三重にゆかりのある人物」などを取り上げた企画展示へ

の参画（企画段階からの参画、所有する昔の製品・製造機器・写真

など資料の寄贈・寄託など） 

・ 基本展示の「くらしと自然」コーナーで実施する、“県民の皆さんと

ともに進める資料収集プロジェクト”への参画（創業当時の町並み

が分かる写真や当時の世相が分かる資料の寄贈・寄託など） 

・ 自社で所有する資料などの展示や保存に関するアドバイス 
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②イベント関係 

・ 博物館内や企業の事業所などでの各種事業の実施（講師の相互派遣

や活動・調査フィールドの提供など） 

・ 企業内研修会や、顧客や地域住民向け会合での各種講演会の実施（館

長出張講演会など） 

③運営関係 

・ ミュージアムショップの商品開発や商品提案 

・ こども体験展示室などで使用する備品や材料、ノベルティなどの提 

供 

④広報、誘客関係 

・ 店舗などへのポスター・チラシなどの掲示 

・ 企業ホームページでのリンク先の設定 

・ 顧客や地域住民向け会合での各種講演会の実施 

（館長出張講演会など） 

・ 封筒や各種印刷物への「新県立博物館を応援している」旨の表示 

・ 自社及び関連会社の従業員の方々や、顧客や取引企業の方々への無

料入館券の配布 

・ 他の施設との共通チケットの設定など（文化・観光施設や周辺店舗

との共通割引券など） 

・ 観光商品や町歩きコースへの組み入れ（「おすすめ観光ルート」など） 

・ 津駅などからのアクセス面での連携（公共交通機関を利用した際の

共通割引券など） 

⑤資金的支援関係 

・ 新県立博物館の整備に対する寄附、活動と運営全般に対する寄附、

展示・収蔵資料の保存や修繕に対する寄附 

・ 企画展示や各種事業の実施に対する協賛 

・ コーポレーション・デー（仮称）（※）への参加 

（※）任意の日に一定額を協賛いただくことで、その日の来館者全

員が入館料無料となる制度 

・ 企業パートナーシップ（仮称）（※）への参加 

（※）一定額を協賛いただくことで、新県立博物館の利用に関する

各種特典を受けることができる制度 
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【県内博物館との連携】 

県内博物館 5２機関が参加する「三重県博物館協会」との連携強化に向

けて、現三重県立博物館は、三重県博物館協会の事務局を担い、運営に積

極的に関わっています。平成２２年度には、研究フォーラム「子どもが主

役となる博物館づくりを考える」を新県立博物館と三重県博物館協会が共

催しました。平成２３年度には、三重県博物館協会と「みえ歴史的・文化

的資産保存活用連携ネットワーク」が連携して行った災害に関する研修会

に講師を派遣するとともに、被災館園の救援活動に参加しました。 

平成２４年度は、新県立博物館での三重県博物館協会加盟館との連携展

示などについてワーキンググループを設け、意見交換を行いました。また、

滋賀県の博物館協議会運営に携わってきた戸田孝氏（滋賀県立琵琶湖博物

館）を招き、みえの博物館ネットワークに関する研究会を三重県博物館協

会と共催し、13 名が参加しました。 

平成２５年度以降も、これまで三重県博物館協会で取り組んできたこと

や、平成２０年度に実施した、新県立博物館基本計画関連調査の県内博物

館アンケート調査などを参考にしながら、さらなる連携の取組について検

討を進めていきます。最終的に、連携が利用者にとってメリットになり、

県内博物館にとっても基盤強化につながるよう、持続的に、県内博物館と

ともに取組を進めていくことをめざしています。 

 

【市町・県の行政・関係機関との連携】 

地域資産保全のため、平成２３年６月に県や市町の教育委員会・市町史

編さん部局が参加し発足した「みえ歴史的・文化的資産保存活用連携ネッ

トワーク（事務局：三重県環境生活部文化振興課県史編さんグループ）」

に、新博物館整備推進プロジェクトチームも加入しています。平成２３年

度には、台風１２号で発生した県熊野庁舎の被災公文書の復旧活動に対し

助言なども行いました。 

平成２４年度も引き続き、ネットワークの会議に参加し、会議で出され

た市町からの資料の保存環境や文化財レスキューに関する質問などに回

答するなどの協力を行いました。 
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【文化と知的探求の拠点との連携】 

 「三重の文化振興方針（平成２０年３月）」では、県内の「文化と知

的探求の拠点」（県立・市町立・私立の文化施設）、と「身近な拠点」（市

町の公民館、児童館などの施設など）が、それぞれの特徴を生かし、役

割を果たしながら連携して、三重県全体として文化振興を図っていくこ

とを重点方針としています。 

この方針に基づき、生涯学習センターや文化会館、図書館、他の博物

館、公民館などと連携した活動を展開することで、より充実した博物館

活動の展開と新県立博物館への期待感の醸成に努めてきました。 

これに加えて、三重県総合文化センター周辺の各施設とともに、新県

立博物館整備をきっかけとした「みえの文化交流ゾーン」形成のための

取組をすすめています。 

 

（県総合文化センターとの連携） 

三重県総合文化センターが子

どもたちを対象に毎年実施して

いる「Ｍ祭」に体験型のブース

を出展してきていますが、８月

５日に開催された平成２４年度

は、三重県立博物館サポートス

タッフが主体となり、これに博

物館が協働するという新たな体

制で参加し、「パタパタはばたく

“ちょうちょ”をつくろう」を

実施し、６９０人の参加があり

ました。 

 

（公民館や地域団体などとの連携） 

平成２４年度も、前年度までの活動に引き続き、公民館や地域団体な

どと連携して、さまざまな取組を行っています。８月 11 日に津市河芸

公民館・三重県農林水産部みどり共生推進課との共催で植物・昆虫の標

本づくり講座を、また８月３０日には一志ボランティアセンターのボラ

ンティア養成に協力して昆虫切り紙講座などの取組を行いました。 

 

（文化体験パートナーシップ活動推進事業） 

本事業は、未来の文化を担う子どもたちに、ホンモノの文化・芸術と

文化と知的探究の拠点との連携

（Ｍ祭） 
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「出会う」機会を提供することを目的とし、県生涯学習センターが窓口

となり、県の「文化と知的探求の拠点」が連携して実施されているもの

です。平成２４年度も、昆虫切り紙や化石レプリカづくり、昔の道具体

験のメニューで、職員を派遣しました。 
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３）取組テーマ３ 評価と改善のしくみづくり 

事業実施方針の段階では、評価のしくみが重要であり、その構築を特に

取組テーマとして重点的に行うこととしていました。しかし、これまでの

運営方針の検討のなかで、活動方針や評価と改善のしくみを含めた新県立

博物館の基盤となる「博物館マネジメント」のしくみとして整備すること

が必要で、その重要な一部を担うのが「評価と改善のしくみ」であること

が明確になりました。平成２３年度は先進事例の調査を行い、博物館の評

価には、運営全体の評価と、調査研究や収集保存、活用発信などの博物館

の基本活動に対する個別評価があることを整理しました。さらに、県民・

利用者の皆さんに意見を聴く具体的なしくみの構築に向けた取組を進めて

います。 

これまで「みんなでつくる博物館会議」を開館後における評価体制の確

立に向けて試行的に実施してきました。会議にはテーマや対象を明確にし

ている分科会も開催しており、「こども会議」や「ユニバーサルデザイン分

科会」、「県立博物館の利用者団体の分科会」、移動展示を利用した「各地域

での分科会」、展示などの事業評価の取組としても位置づけている「展示検

討や運営検討のための分科会」を試行的に実施しています。これらの取組

は、平成２１年度から毎年実施しており、その成果と課題を明確にしなが

ら、開館後の評価と改善のしくみをつくりつつあります。 

また、新県立博物館に向けた検討や取組の進捗状況について「新県立博

物館の活動と運営」（本冊子）としてとりまとめ、意見交換などに活用して

います。 

平成２４年度は、これまでの取組について内容を精査して引き続き行う

とともに、先進事例として、静岡県立美術館や兵庫県立人と自然の博物館、

東京都写真美術館、及び千葉県立中央博物館などを参考に、評価制度につ

いて、博物館評価の専門家と定期的に意見交換を行い、業績測定型の評価

制度の構築を進めました。 

なお、平成２５年度には、平成２３年度に設置した「三重県総合博物館

（仮称）経営向上懇話会」（以下、経営向上懇話会）などにおいても、評価

と改善のしくみについて意見をいただくこととしています。 
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４）取組テーマ４ 魅力的で使いやすい博物館づくり 

    ソフト・ハードの両面で、魅力的で使いやすい博物館づくりと運営を進

め、新県立博物館の魅力を効果的に県民・利用者の皆さんに広報・発信す

るしくみづくりを進めてきました。 

例えば、設計段階から県民・利用者の皆さん、障がい者団体やユニバー

サルデザイン団体などと意見交換を定期的に行い、施設面での反映に取り

組んでいます。現在はさらに、サービスや運営などソフト面、人的な側面

から誰にでも快適な博物館づくりについても意見を伺っています。 

このテーマの取組は、博物館づくりに関する情報を積極的に提供すると

ともに、県民・利用者の皆さんの多様な声をしっかりと聞いて的確に対応

していくことが重要です。開館後も日常的に利用者の声やニーズを反映し

ていくためのしくみを検討していくこととしています。 

平成 2４年度においては、引き続き障がい者団体などと、建築工事や展

示工事、活動と運営についての検討状況などに応じた内容について意見交

換を行いました。あわせて、「みんなでつくる博物館会議」やその分科会

である「こども会議」、各方面の有識者で構成する「経営向上懇話会」な

どを実施し、幅広いニーズに応えるべく多くの取組を行いました。 

また、誰もが楽しめる博物館というユニバーサル・ミュージアムの理念

を実現するべく、三重県立博物館サポートスタッフの皆さんと共に研究・

実践を行うグループを立ち上げ、開館に向け準備を進めました。 
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５）実施事業一覧 

 ４つの取組テーマに沿って行われた平成２４年度の実施事業を以下に一覧で

示しています。なお、各事業の詳細や成果、課題などは、１９ページ以降を参

照してください。 

 



【移動展示】

移動展示名 日時 場 所 主な展示資料 来館者

海の恵みとにぎわい～英虞湾
と熊野灘から～

7月25日(水）～
9月2日（日）

志摩市歴史民俗資料館
ミンククジラ・マッコウクジラ・カマイルカの骨格標本、哺
乳類・鳥類・イセエビ・魚介類の剥製、貝類・甲殻類の樹
脂封入標本・乾燥標本、刺し網ほか３００点

2,405

計 2,405

【移動展示関連行事】

行事名 日時 場所 概要 参加者

展示解説ツアー
7月25日（水）
10:00～11:00

志摩市歴史民俗資料館
移動展示の展示について学芸員が解説しながら案内す
る

12

展示解説ツアー
7月28日（土）
10:00～11:00

志摩市歴史民俗資料館
移動展示の展示について学芸員が解説しながら案内す
る

8

夏休み自由研究相談会
7月28日（土）
13:00～17:00

志摩市歴史民俗資料館
夏休みの自由研究の計画について、希望者が学芸員
に相談する

2

三重県立博物館長と語ろう
7月28日（土）
18:00～20:00

志摩市磯部生涯学習セン
ター

里山と里海をテーマに、館長と参加者が自由な形で意
見交換を行う

20

計 42

【フィールドワーク】

行事名 日時 場所 概要 参加者

文化財探訪ｉnくわな 11月17日（土） 桑名市
三重県埋蔵文化財センターと共催で、桑名城近辺の文
化財を探訪

中止

計 0

【博物館教室】

行事名 日時 場所 概要 参加者

平成２４年度同定会 ～夏休み
の宿題お助けプロジェクト！標
本の名前を調べてみよう～

8月19日(日) 三重県立博物館
植物・貝類・昆虫・化石・鉱物などについて、それぞれの
専門分野の講師とともに名前を調べる

38

5月19日（土） 12
7月21日（土） 13
9月15日（土） 8
11月17日（土） 9
1月19日（土） 10

計 90

【講演会】

行事名 日時 場所 概要 参加者

ネコギギシンポジウム 8月19日（日） 嬉野ふるさと会館
天然記念物ネコギギとその生息地指定された中村川に
関するシンポジウム

700

計 700

【文化庁補助事業】

行事名 日時 場 所 概 要 参加者

おせち料理プロジェクト
12月1日（火）

～平成24年度内
三重県内のおせち料理について子どもたちと一緒に調
査を行い、調査の成果を共有。 2,794

おせち料理交流会 3月3日（日）
三重県総合文化センター
大研修室

今年度のおせち料理プロジェクトの調査結果を伝えると
ともに、おせちをテーマにしたワークショップと試食を実
施。

56

三重のくらしの記録写真収集プ
ロジェクト

11月1日（木）～
3月8日（金）

三重県内のくらしに関する古写真を収集し、データベー
ス化することで、展示等に役立てます。 190

11月2日（金）～
25日（日）

熊野市紀和鉱山資料館 200

12月1日（土）～
9日（日）

アピタ伊賀上野店 800

12月12日（水）～
1月10日（木）

松阪市文化財センター 421

1月18日（金）～
31日（木）

四日市ユーユー・カイカン 3,526

2月13日（水）～
27日（水）

志摩市歴史民俗資料館 633

計 8,620

【共催など連携事業】

行事名・相手先 日時 場 所 概 要 参加者

こども自然科学教室 ７月31日(火)
津市美杉町
三重大学平倉演習林

紀伊半島北部の代表的な森林植生を持つ森で自然環
境を観察し、自然に対する興味や関心を高める

25

採集した植物や昆虫の標本づく
りに挑戦!

8月11日(土)
津市河芸町
津市河芸公民館

三重県農林水産部みどり共生推進課・津市河芸公民館
との共催で、昆虫や植物の観察・採集を行い、標本作
成に挑戦する。

53

三重県・三重大学連携
新県立博物館シンポジウム

8月25日（土）
13:30～16:30

志摩市磯部生涯学習セン
ター多目的ホール

志摩の自然を活かす～地域と大学と博物館の連携から
～

201

MAPみえこどもの城
化石教室

11月25日（日）
9:30～16:00

津市美里町足坂 化石教室 117

三重大学連携
教育学部 小専理科 授業

11月26日（月）
10:30～12:00

三重大学教育学部 小学校授業での博物館利用について 50

三重しぜん文化祭inおわせ
3月23日（土）～

24日（日）
三重県立熊野古道センター

新県立博物館シンポジウム（59名）
ブース展示（1,938名）

1,997

計 2,443

三重県栄町庁舎
古文書を解読し、整理や目録を作成できる知識・技術を
もった人材を養成

古文書調査法研修講座

三重のくらしの記録写真収集事
業パネル展

県民の皆さんに広く写真収集を呼びかけるものとして、
昨年度収集した写真をパネルにして展示。
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【イベント参加など】
企画展名 日時 場 所 概 要 参加者

Ｍｉｅこどもエコフェア
7月21日（土）～

22日(日）
各10：00～15:00

鈴鹿山麓リサーチパーク
三重ってスゴイぞ！クイズ
（クイズに挑戦すると缶バッジがもらえる）

376
(752保護者込)

M祭2012
8月5日(日)

10:00～16:00
県総合文化センター

パタパタはばたく“ちょうちょ”をつくろう
(実物大のチョウの動く工作と昆虫標本展示)

690
(大人230小人460)

みえ森林フェスタ２０１２伊勢二
見

10月13日（土）
10:00～16:00

伊勢戦国時代村
木の利用について、いろいろな木の種類について
（さまざまな種類の木でできた製品を紹介）

300
（主催者発表6000）

第１０回青少年のための科学
の祭典２０１２三重大学大会

11月10日（土）～
11日（日）

三重大学講堂ホール 「切り紙de昆虫博士になろう！」（昆虫切り紙体験） 875

第７回「子育て応援！わくわく
フェスタ」

2月16日（土）～
17日（日）

県営サンアリーナ 「切り紙de昆虫博士になろう！」（昆虫切り紙体験） 696

計 2,937

【出前授業・講師派遣など】

依 頼 先 日時 場 所 概 要 参加者

文化体験パートナーシップ活動
推進事業（昆虫切り紙）

10月4日（木）
9：35～11：30

津市立西が丘小学校
昆虫のスライドでの説明や、昆虫切り紙を通して、昆虫
という生き物を知ってもらう。1年生133人＋保護者

266

文化体験パートナーシップ活動
推進事業（化石レプリカづくり）

11月1日（木）
13：45～15：20

松阪市立小野江小学校 化石レプリカづくり 6年生26人 27

文化体験パートナーシップ活動
推進事業（化石レプリカづくり）

11月15日（木）
10：40～12：20

鈴鹿市立井田川小学校 化石レプリカづくり 6年生18名 20

文化体験パートナーシップ活動
推進事業（昔の道具体験）

1月15日（火）
10：40～12：20

鈴鹿市立井田川小学校 昔の道具体験 3年生24名 24

文化体験パートナーシップ活動
推進事業（昔の道具体験）

2月5日（火）
13：45～14：30

松阪市立中原小学校 昔の道具体験 3年生21名 21

出前授業
6月12日(火)
8:40-12:00

津市立片田小学校 津市片田のため池周辺での水生生物観察 小学6年生 33

出前授業
6月12日(火)
14:40～14:25

明和町立下御糸小学校 祓川の自然についての講義 小学3・4年生 46

出前授業
7月2日(月)

10:30～12:00
明和町立下御糸小学校 祓川の自然観察会 小学3・4年生 46

出前授業
6月18日(月)
14:30～15:15

明和町立上御糸小学校 祓川の自然についての講義 小学4年生 37

出前授業
6月25日(月)
13:30～15:00

明和町立上御糸小学校 祓川の自然観察会 小学4年生 37

出前授業
5月31日(木)
9:00～11:00

松阪市立朝見小学校 農業水路の魚放流会 48

出前授業
9月13日(木)
9:00～11:00

松阪市立朝見小学校 農業水路の魚救出作戦 小学1・2年生対象 21

出前授業
8月8日(水)

10:00～12:00
まちかど博物館竹茗舎

祓川の自然観察会 明和町在住の小学生13名とボラン
ティアスタッフ９名

22

出前授業
10月9日(火)
10:40～12:00

伊賀市立壬生野小学校 壬生野小学校周辺の川の自然について 小学4年生 35

四日市の城と文化を語る会
10月21日（日）
13:30～16:30

第4回綱の会 市民公開講
座

演題「壬申の乱と四日市」についての講演 88

出前授業
11月29日（木）
13:30～16:30

津市立黒田小学校 化石教室・レプリカづくり 6年生22人 20

伊勢高校SSH講演
12月7日（金）
14:00～16:00

三重県立伊勢高等学校 SSH講演 「洞穴学とはなにか」 15

伊賀市公民館講座「悠悠講座」
1月22日（火）
13:30～15:00

ハイトピア伊賀 みんなで調べた三重県のお雑煮の話 77

出前授業
1月29日（火）
13:30～15:00

三重大学付属小学校 新県立博物館ができるまで 6年生34人 37

出前授業
1月29日（火）
9:30～14:30

伊勢市立明野小学校 昔の道具体験 3年生 107

出前授業
2月7日（木）
9:30～11:30

津市立南立誠小学校 昔の道具体験 3年生 71

出前授業
2月19日（火）
9:35～11:25

伊勢市立厚生小学校 昔の道具体験 3年生 50

計 1,148
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【館長出張講演】

行事名（依頼元） 日時 場 所 概 要 参加者

つくしの会
4月25日（水）
14:00～15:00

勤労者福祉会館６階講堂 三重の新県立博物館～みんなの夢をのせて～ 100

津文化協会
5月20日(日)
14:30～15:30

津市中央公民館2階会議室 35

津ロータリークラブ
5月30日(水)
13:00～13:30

津都ホテル5階安濃の間 三重の新県立博物館～みんなの夢をのせて～ 44

津商工会議所
6月29日(金)
15:40～16:40

津商工会議所 三重の新県立博物館～みんなの夢をのせて～ 60

川づくり会議みえ
7月7日（土)
15:30～17:00

アスト津研修室Ａ
資料整理・フィールドの保全
･学術的な研究・市民への広がり

28

日本建築学会三重県支部
7月14日(土）
14:00～15:30

三重大学工学部 新県立博物館の運営方針 40

鈴鹿プ ロバスク ラブ カル
チャー委員会※鈴鹿ロータリー
クラブＯＢ会

7月19日(木)
13:30～14:30

ホテルグリーンパーク鈴鹿 三重の新県立博物館～みんなの夢をのせて～ 30

藤原岳自然科学館 ※リニュー
アルオープン記念講演

7月29日(日)
14:00～15:30

藤原岳自然科学館 博物館活動と地域社会 100

三重大学教育学部小学校専門
理科

7月30日（月）
10:30～12:00

三重大学教育学部 博物館の利用方法 14

三重県立熊野古道センター
9月2日(日）
13:00～14:15

三重県立熊野古道センター
展示棟映像ホール

紀伊の森林と人のくらし 70

鈴鹿市立郡山小学校ＰＴＡ野外
活動サークル

9月9日（日）
10:30～11:30

鈴鹿市郡山公民館 新県立博物館とワークショップ 23

津市芸濃公民館寿大学
11月2日（金）
14:00～15:30

津市芸濃公民館 博物館はどういう仕事をしている 25

津市西地区自治会連合会生涯
学習研修

11月10日（土）
13：30～16：00

総合文化センター視聴覚室 新博物館の建築の紹介と博物館の紹介など 25

太陽の街ふれあいサロン
12月11日（火）
10：00～12：15

鈴鹿市郡山公民館 新しい県立博物館に向けて 17

亀岡市文化資料館
12月23日（日）
14:00～16:00

亀岡市文化資料館 リニューアルに向けた資料館のあり方について 30

伊勢志摩国立公園パークボラ
ンティア研修

3月16日（土）
13:30-15:00

伊勢志摩国立公園管理事務
所

伊勢志摩の里山とその恵み 50

まちかど博物館フォーラム2013
3月17日（日）
13:30～16:30

伊勢商工会議所 まちと文化とまちかど博物館 70

計 761

【サポートスタッフ行事・ミニ講座含む】

行事名 日時 場 所 概 要 参加者

【ミニ講座】文化財レスキューに
参加して

4月28日（土）
13:30～15:00

県立博物館
震災後４ヶ月を経た被災地の様子と文化財レスキュー
についての紹介、今の自分たちにできること。

21

【ミニ講座】食卓の植物学
5月11日（金）
13:30～15:00・
18:30～20:00

県立博物館 身近な植物を使った植物分類学について 21

こだわり講座 今伝えたい津の
町の歴史

5月25日（金）
13:30～15:00

県立博物館 唐人踊りを例にした朝鮮通信史の話 18

【ミニ講座】なんじゃこりゃ伊勢
講 伊勢講研究ことはじめ

6月2日（土）
10:00～12:00

県立博物館 伊勢講について 19

【ミニ講座】平清盛の謎
7月1日（日）

13：30～15：00
県立博物館 平清盛と伊勢平氏について 20

【ミニ講座】博物館をスケッチし
てみよう（簡単な建物のスケッ
チの描き方）

8月11日（土）
13:30～15:00

県立博物館 簡単なスケッチの描き方 10

【ミニ講座】食虫植物のふしぎ
9月22日（土・祝）

13:30～15:00
県立博物館 食虫植物について 18

第1回サポートスタッフ全体意
見交換会

9月23日（日）
13:30～15:30

津庁舎大会議室
新県立博物館開館後の県民参画組織のあり方につい
て、意見交換を実施。

22

【ミニ講座】お雑煮のはなし
10月21日（日）
10:00～11:30

県立博物館 「お雑煮プロジェクト」の成果について 7

基礎研修
10月27日（土）
13:30～16:30

県立博物館
三重県立博物館に関する解説と、各分野資料の取り扱
い方法研修。（講師：杉谷、岸田、松本）

9

【ミニ講座】生きた貝に卵を産む
魚の不思議

11月11日（日）
15:00～16:30

県立博物館 生きた貝に卵を産むタナゴの生態について 15

「ここまで、できた！」サポスタ
現場見学会

12月1日（土）
①10:00～11:30
②15:30～17:00

建設現場 新県立博物館の建設現場見学 37

【ミニ講座】埋まっていたお金
12月9日（日）
10:00～11:30

県立博物館 史跡斎宮跡から発掘された銭貨について 7

第2回サポートスタッフ全体意
見交換会

1月20日（日）
13:30～15:30

津庁舎大会議室
新県立博物館開館後の県民参画組織のあり方につい
て、意見交換を実施。

20

【ミニ講座】はじめてのＩＰＭ
1月26日（土）
13:30～15:00

県立博物館 文化財保存科学について 6

【ミニ講座】浮世絵のヒ・ミ・ツ
2月3日（日）
13:30～15:00

県立博物館 浮世絵について 8

サポスタフェスタ 3月2日（土）
三重県総合文化センター第2
ギャラリー

1年間の活動成果を発表。 249

【ミニ講座】ホネかせきのはなし
3月9日（土）
13:30～15:00

県立博物館 骨化石の年代測定について 8

計 515
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【特別天然記念物オオサンショウウオ給餌公開事業】毎月第2土曜日14:00から、一般来館者にオオサンショウウオの給餌を体験していただく講座

期 日 参加者

4月14日 14

5月12日 30

6月9日 17

7月14日 12

8月11日 11

9月8日 8

10月13日 26

11月10日 27

12月8日 9

1月12日 23

2月9日 27

3月9日 27

231

【その他】

行事名 日時 場所 概要 参加者

みえ出前トーク 新しい博物館
が誕生します！

7月11日（水）
13:00～15:00

みえこどもの城 新県立博物館の概要・宣伝 25

新県立博物館みりょく発信隊
説明会

7月16日（月・祝）
14：00～16:30

県総合文化センター大会議
室

新県立博物館の説明、みりょく発信隊へのお願い、建
設現場の見学

45

一志ボランティア研修 8月30日（木） 一志ボランティアセンター
地域の行事で活動するボランティアの養成を目的とした
行事で、昆虫切り絵を体験する

21

こども会議 11月4日（日）
県総合文化センター大研修
室、建設現場

新県立博物館の建設現場を学芸員と子どもたちとで探
検し、博物館の役割について建築という切り口からス
ポットを当てる。

90

正月飾りづくり体験 12月15日(土) 博物館レクチャールーム
サポートスタッフおもしろ博物館づくりグループによる行
事運営。わらをない、直径20cmほどのリース形の正月
飾りをつくる。

24

みんなでつくる博物館会議 2月10日（日） 総合文化センター大研修室
利用しやすい博物館にするために～あなたと博物館の
関わり方について～」をテーマに実施した。

61

計 266

大人17人子ども13人

大人12人子ども5人

大人7人子ども5人

大人9人子ども2人

計

大人15人子ども12人

大人17人子ども10人

大人5人子ども4人

大人5人子ども3人

大人12人子ども14人

大人13人子ども14人

概 要

大人8人子ども6人

大人13人子ども10人
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【建設現場見学会】
行事名 日時 場 所 概 要 参加者

文化振興専門員現場見学 4月19日（木） 建設現場 20

所属内現場見学会 5月15日（火） 建設現場 18

三重県博物館協会会員館園研
修 現場見学会

5月29日（火） 建設現場 12

三重県指定文化財等所有者連
絡協議会 現場見学会

5月30日（水） 建設現場 18

みりょく発信隊説明会 現場見
学会

7月16日（月・祝） 建設現場 みりょく発信隊登録者 45

三重短期大学現場見学会 7月18日（水） 建設現場 大学関係者35名＋建設業協会2名 37

県内市町文化財行政担当者会
議 現場見学会

7月19日（木） 建設現場
文化振興課主催

14

環境生活農林水産常任委員会
県内視察 現場見学会

7月20日（金） 建設現場 9

三重の文化交流ゾーン夏休み
モニター見学旅行

8月11日（土） 建設現場 29

県 文化振興課インターンシッ
プ研修

8月31日（金） 建設現場 2

県新博インターンシップﾟ研修 9月3日（月） 建設現場 12

歴史・文化資産保存ネットワー
ク 現場見学

9月13日（木） 建設現場 24

建築学会三重支所 見学会 9月26日（水） 建設現場 30

むつみヶ丘老人会 見学会 9月28日（金） 建設現場 32

近隣自治会現場見学会 9月29日（土） 建設現場 近隣自治会 89

県市町工事検査担当協議会
現場見学

10月4日（木） 建設現場 30

津市中学校社会科部会南ブ
ロック

10月10日（水） 建設現場 8

「ここまでできた！新県立博物
館」現場見学会

10月14日（日） 建設現場 一般県民 78

全国公立埋蔵文化財センター
連絡協議会 東海・北陸ブロッ
ク会議

10月19日（金） 建設現場 7

高校生現場見学会（伊勢工業
高校）

10月25日（木） 建設現場 41

高校生現場見学会（伊賀白鳳
高校）

11月1日（木） 建設現場 45

高校生現場見学会（津工業高
校）

11月2日（金） 建設現場 44

平成２４年度こども会議 11月4日（日） 建設現場 60

高校生現場見学会（四日市工
業高校）

11月8日（木） 建設現場 44

県内市町営繕主管課長会 11月15日（木） 建設現場 50

高校生現場見学会
（近畿大学工業高等専門学校）

11月22日（木） 建設現場 31

（社）三重県管工事工事協会 11月29日（木） 建設現場 22

サポスタ現場見学会 12月1日（土） 建設現場 37

まちかど博物館館長会議 12月1日（土） 建設現場 32

三重ＴＶ取材 三重ＴＶ「輝け！
三重人」

12月20日（木） 建設現場 2

地元マスコミ向け新県立博物館
現場見学会

12月20日（木） 建設現場 14社 21

県内建築行政担当協議会 現
場見学

1月25日（金） 建設現場 45

建築士会津支部見学会 1月26日（土） 建設現場 95

（社）三重電業協会 新県立博
物館現場見学会

2月6日（水） 建設現場 14

みんなでつくる博物館会議見学 2月10日（日） 建設現場 36

伊賀市芭蕉翁顕彰会 2月28日（木） 建設現場 18

（社） 空気調和・衛生工学会 新
博物館見学

3月6日（水） 建設現場 22

計 1,173
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２ 施設整備 

１）建築工事 

【博物館建築】 

新県立博物館の建築については、外観では三重らしさの表現と日射の遮断を

兼ねた縦のテラコッタルーバー、地震対策としての免震工法、環境配慮に対す

る太陽光発電や展示室や収蔵庫における地中熱を利用した空調熱源システムな

どのさまざまな技術を採用しています。また、建築物を取り巻く、外部環境に

ついても野外での活動が展開できる場に整備することとしています。 

 

【経過】 

・平成２２年 ５月  建築設計完了 

・平成２２年１２月  造成工事完了 

・平成２３年 １月  建築工事に着手 

・平成２４年 ４月  造園工事に着手 

・平成２４年１０月  土木工事に着手 

・平成２５年 ４月  建築工事完了予定 

建築工事は、予定通り平成２５年４月の竣工に向け順調に進捗しています。

併せて施工中の外構工事のうち、土木工事については、平成２５年 3 月末にエ

ントランス前広場の拡張整備が完了し、平成２５年７月末にミュージアムフィ

ールド部分の整備が完了する予定です。また、造園工事については、平成２４

年度に植木・石材などの資材の調達を行い、平成２５年度に植栽整備などを行

います。なお、平成２５年度には並行して駐車場などの舗装工事や外灯などの

屋外電気設備工事についても施工の予定です。 
 

【工事連携】 

建築工事、外構工事や展示工事など関連工事を円滑に進めるために、新県立

博物館の建設に関係する複数の工事関係者が参加する、工事の総合的な調整会

議を、新県立博物館建設地現場事務所において、定期的に実施するとともに課

題別の分科会についても開催し、工事関係者がお互いに意見交換する中で、博

物館の建設に対する理解を深め、より良い博物館を作るという意識を醸成しま

した。また、施工段階でユニバーサルデザインの意見交換などについても実施

し、より使いやすい施設となるように詳細な検討を行いました。 
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【現場見学会など】 

新県立博物館の建設においては、日常、あまり見ることのできない工事現場

を県民の皆さんに実際に見ていただくことにより、新県立博物館の建設状況を

お伝えし、建物に採用されている免震工法や地中熱利用空調システムなどの特

徴的な技術について理解を深めていただき、博物館の活動や展示だけではなく、

総合的に理解をいただくきっかけとなるように、現場見学会を多数実施しまし

た。 

そのうち、一般公募による現場見学会を、平成２４年１０月１４日に実施し

たところ、７８名に参加いただきました。 

また、将来の職業選択の参考としていただくために、県内の建築関係学科の

高校生を対象とした現場見学会を（社）三重県建設業協会と連携して実施し、

計５日間、２０５名が参加しました。また、三重大学工学部建築学科の学生に

ついても、授業の一環としての現場見学を実施し、計２日間、のべ８０名が参

加しました。 

平成２５年 4 月の建物竣工以降も、随時見学会を開催し、県民の皆さんに整

備状況を報告するとともに、新県立博物館を身近なものとして理解していただ

き、開館後、積極的に利用していただけるよう努めていきます。 

現場見学会の様子 総合定例会議の様子 
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２）展示工事 

【 目 的 】 

 新県立博物館の使命、活動理念に基づき、県民・利用者とともに三重が持つ

「多様性の力」を探求し、新たな知を創造・発信する場を創出することを目的

に、展示工事を進めています。 

 

【 概 要 】 

平成２２年１０月にまとめた展示設計をもとに検討を加えて仕様をまとめ、

平成２３年１０月に受託業者と展示製作及び施工業務の委託契約を締結しまし

た。展示製作・施工の対象は、展示エリアのみではなく、交流創造エリア・エ

ントランスエリア・外構・野外敷地を含めた範囲です。 

平成２４年度は、平成２３年度に行った展示評価による検証を踏まえて、展

示コーナーごとの展示構成を確定し、造作・ジオラマ・模型などのパースや縮

小模型による検討を実施し、展示製作に向けた施工図・詳細図の作製を開始し

ました。また、展示資料や関連地域についての詳細調査や現地調査を継続して

展示データの集約を進めるとともに、製作・撮影条件が整ったものから、展示

標本の採集・作製や資料の購入・レプリカ作製、くらしの情景や行事・動植物・

歴史資料などの映像・画像の撮影を行いました。なお、夏季に志摩市で開催し

た移動展示では、こども体験展示室の展示手法の試行や展示の外部評価を行い、

展示効果を検証しました。 

平成２５年度以降、各種施工図・詳細図の作成と模型・ジオラマなどの工場

製作、展示資料・グラフィックなどの製作、映像・画像の撮影を順次進めて行

います。また、製作段階には、展示効果の確認やユニバーサルデザインの意見

交換を行うなど、誰もが楽しめる展示づくりを進めます。 

 

【協創と連携】 

 展示工事の遂行にあたっては、工事受託者をはじめ、展示内容・構成に専門

的な指導・助言いただいている研究者や現地調査などに協力いただいている所

有者・地域の方々と連携して進めました。 

御師屋敷模型 検討風景 
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３）情報システムの構築 

【 目 的 】 

新県立博物館の収蔵資料や情報をデータベース化し、博物館設置の端末機器

及びインターネットを通じた博物館情報活用のための総合的なシステムを確立

することにより、県民・利用者の利用や多様な主体との連携に生かします。 

 

【 概 要 】 

平成２４年度は、情報システムの構築業務及び運用保守業務の委託業者を決

定し、平成２５年度末までの２年間でシステムの構築を進めています。このシ

ステムで実現を目指している機能は、館収蔵資料（歴史的公文書を含む。）・図

書情報管理機能、来館者向け情報提供機能、来館者サービス機能、インターネ

ットによる情報提供機能、県民参画型情報受発信機能、外部連携機能、業務支

援・管理機能、既存システムの統合などです。 
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３ 広聴広報 

１）広聴広報活動 

【 目 的 】 

県民の皆さんに、新県立博物館について知っていただくとともに、「みんなで

つくる博物館」づくりを推進するため、平成２３年度に策定した広報戦略に基

づき、次のような広報広聴活動を実施しています。 

 

【 概 要 】 

① 使ってもらえる博物館となるために（利用者の増加に向けた取組） 

ⅰ）「存在を知らない、関心がない方」に対する、博物館との出会いを促す

取組 

（看板などの設置、公共交通機関などへの広告） 

・津駅構内への看板設置（平成２３年度から継続） 

・三重県立博物館への懸垂幕設置（平成２３年度から継続） 

・県庁大駐車場への横断幕設置（平成２３年度から継続） 

・紀勢自動車道 紀勢大内山ＩＣ（大紀町）付近への看板設置（平成２３年

度から継続） 

・近鉄ポケット時刻表への広告掲載（平成２３年度から継続） 

・三重交通路線バスへの広告掲載（９月～） 

（各種イベントでの周知） 

・博物館教室、フィールドワーク、出前トーク（随時） 

・県民の日記念事業（４月） 

・里海フェスティバル（７月） 

・Mie こどもエコフェア（７月） 

・Ｍ祭（７月） 

・みえ森林フェスタ（１０月） 

・東京・大阪三重県人会大会でのパンフレットなど配布（１０月） 

・県民公募債の募集チラシにおけるＰＲ（１０月） 

・三重のくらしの記録写真パネル展（１１月～２月）（県内５ヶ所で実施。

詳しくは別途記載） 

・三重県ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）ＰＲ活動への参加（高速道路

サービスエリアや津なぎさまちでのチラシ配布）（１２月） 

・三重県観光・記者発表会及び交流会（１月） 

・リーディング産業展みえ（２月） 

・子育て応援！ワクワクフェスタ（２月） 

・三重県関西連携交流会（３月） 
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・三重しぜん文化祭（３月） 

（新聞、雑誌などへの寄稿等） 

・毎日新聞「続紙上博物館」への記事掲載 

・ 博物館・美術館ジャーナル「ミュゼ」への記事連載（随時） 

・ Mie Art Press への記事掲載（７月、１１月、３月） 

・ 新県立博物館ニュースの発行（７月、１１月、３月） 

・ 子育てファミリー応援フリーマガジン「きらきら」への記事掲載（１０

月～） 

・ 伊勢文化舎「三重のまちかど博物館へ行こう！」への記事掲載（１２月） 

・ 雑誌「ｆｒｅｅｋ」への記事掲載（３月） 

（テレビ、ラジオへの出演） 

・ 三重テレビ「とってもワクドキ！」への出演（７月） 

・ 三重テレビ「県政チャンネル 輝け！三重人」への出演（１月） 

・ 東海ラジオ「こんにちは三重県です」への出演（１月） 

・ ＦＭ三重「みえ アート＆カルチャー」への出演（９月～） 

・ ＦＭ三重「こんにちは三重県です」への出演（１月、３月） 

・ ＦＭよっかいち「イブニングウェーブ」への出演（１１月） 

・ ＺＴＶ「まちの話題ＺＴＶプラス」への出演（２月） 

（その他） 

・ 建設現場見学会（随時） 

・ ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクトの展開（４月～） 

・ 公式ツイッターの開始（１０月～） 

・ 県内マスコミを対象とした建設現場見学会の開催（１２月） 

ⅱ）「興味はあるものの、どう携わっていいものか分からない方」に対する、

博物館活動への参加･参画を促す取組 

（各種イベントの実施） 

・ 三重県立博物館長出張講演会（別途記載） 

・ 三重県立博物館移動展示「海の恵みとにぎわい」展（７月～９月） 

・ 三重県・三重大学連携新博物館シンポジウム（８月） 

・ 三重の文化交流ゾーン夏休みモニター見学旅行（８月） 

・ おせち料理交流会（３月） 

（意見聴取） 

・ 三重県立博物館移動展示関連行事「三重県立博物館長と語ろう」（８月） 

・ みんなでつくる博物館会議「こども会議」（１１月） 

・ みんなでつくる博物館会議（２月） 
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ⅲ）「博物館利用を究め、自らの活動に生かそうとしている方」に対する、博

物館活動を究め、自らの活動や地域づくりに生かすことを促す取組 

（参加型事業の展開） 

・ 新県立博物館みりょく発信隊の募集、登録（４月～） 

・ サポスタフェスタ（３月） 

（意見聴取） 

・ サポートスタッフ全体意見交換会（９月、１月） 

 

② 活動と運営のパートナーづくりに向けて 

新県立博物館は、「ともに考え、活動し、成長する」ことを理念とし、「県

民・利用者との協創」「多様な主体との連携」による博物館づくりをめざし

ています。 

そして、県民の皆さんが博物館のしくみづくりや運営に参画いただくこと

で、県民一人ひとりに“わたしの博物館”と思っていただけるようにしたい

と考えています。 

このうち、三重県の経済・産業・雇用・文化などの面で大きな役割を担っ

ている県内企業や団体、ＮＰＯは、“わたしの博物館”さらには“みんなの

博物館”づくりを実現するためには欠かせないパートナーであると考えてい

ます。 

そこで、こうした主体に対して、さまざまな面で連携いただくことを促す

取組についても、新県立博物館における広報の一つとして位置づけています。 

連携にあたっては、一方的な協力依頼（企業、または博物館だけのメリッ

ト）ではなく、県民・利用者、企業・団体、博物館それぞれにとってのメリ

ットとなるような取組を念頭に置きながら、いくつかの選択肢を例示し、可

能なものから参画していただくこととします。 

平成２４年度は、連携メニューなどについて内容を固め、随時企業訪問を

しているほか、企業が多く集まるイベントへの参加や、商工団体などが主催

する各種会合での説明などを行うなど、広く参画を呼びかけました（具体的

な連携メニューについては、第２章１．２）企業などとの連携に記載）。平成

２５年度も引き続き取組をすすめていきます。 
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２）館長出張講演会 

【 目 的 】 

新県立博物館について県民の皆さんに知っていただくとともに、広く意見を

いただくため、館長自らが広報マンとなって各地で「出張講演会」を実施して

います。 

平成２３年１１月に募集を開始してこれまでに２３回開催しており、今後も

随時行っていきます。 

 

【 概 要 】 

（平成２３年度） 

第１回  １月１３日 津あけぼの座 Zen-café（津市）２４名 

第２回  ２月１２日 三重郷土会（津市）５名 

※みえ出前トークを通して依頼されました。 

第３回  ３月 ９日 ＮＰＯ法人Ｍ－ブリッジ（松阪市）12 名 

第４回  ３月１０日 たらちね会（津市）１０名 

第５回  ３月２８日 あおぞら学童クラブ（鈴鹿市）80 名 

第６回  ３月２８日 四日市商工会議所（四日市市）５0 名 

（平成２４年度） 

第７回  ４月２５日 つくしの会（津市）１００名 

第８回  ５月２０日 津文化協会（津市）３５名 

第９回  ５月３０日 津ロータリークラブ（津市）４４名 

第 10 回 ６月２９日 津商工会議所（津市）６０名 

第１１回 ７月 ７日 川づくり会議みえ（津市）２８名 

第１２回 ７月１４日 日本建築学会三重県支部（津市）４０名 

第１３回 ７月１９日 鈴鹿プロバスクラブ カルチャー委員会 

（鈴鹿市）３０名 

第 1４回 ７月２９日 藤原岳自然科学館（いなべ市）１００名 

第１５回 ７月３０日 三重大学教育学部小学校専門理科（津市）１４名 

第 1６回 ９月 ２日 三重県立熊野古道センター（尾鷲市）７０名 

第 1７回  

 

９月 ９日 鈴鹿市立郡山小学校ＰＴＡ野外活動サークル 

（鈴鹿市）２３名 

第１８回 １１月２日 津市芸濃公民館（津市）２５名 

第１９回 １１月１０日 津市西地区自治会連合会（津市）２５名 

第２０回 １２月１１日 太陽の街ふれあいサロン（鈴鹿市）１７名 
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第２１回 １２月２３日 亀岡市文化資料館（京都府亀岡市）３０名 

第２２回  ３月１６日 伊勢志摩国立公園パークボランティア研修 

（伊勢市）５０名 

第２３回  ３月１７日 まちかど博物館フォーラム２０１３（伊勢市）

７０名 
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３）ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクト 

【 目 的 】 

新県立博物館は「みんなでつくる博物館」「ともに考え、活動し、成長す

る博物館」を標榜しているように、県民の皆さんに親しまれ、“わたしの博

物館”と思っていただけるようにしたいと考えています。 

その一環として、開館に向けたさまざまな機会に県民の皆さん自らが参加

することで、新県立博物館に思い入れを持っていただけるよう、参加型のプ

ロジェクトとして「ＭＭＭプロジェクト」を展開しています。 

例えば、新県立博物館の建物や広場に記念となるようなものを残したり、

親しみを持っていただくための愛称やキャラクターをつくったり、埋もれて

しまっている地域の魅力を発掘したり、といったさまざまな場面で参加いた

だける方を募集し、一緒に取組を進めていく中で、新県立博物館に対する愛

着、ひいては三重に対する愛着の醸成にもつなげていきます。 

新県立博物館の魅力、さらには三重がもつ多様性の力を、家庭、学校、会

社や団体、お店、地域の集まりなど、さまざまな場面でＰＲして盛り上げて

いただける方を募集・登録する「みりょく発信隊」を第１弾として実施した

のを皮切りに、順次実施しました。 

 

【 概 要 】 

［参考：ＭＭＭプロジェクトの実施状況］ 

［第１弾］ 

○新県立博物館みりょく発信隊 

新県立博物館の広報・宣伝をしていただける個人や法人を登録。４月 

２７日に募集を開始し、３月末現在、個人が１２９名、法人が１１団体が

登録。 

 

 

みりょく発信隊説明会の様子 
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［第２弾］ 

○建設現場見学会「ここまで、できた！新県立博物館」 

新県立博物館建設地において現場見学会を開催。あわせて、工事中に建

設現場から産出した化石についての解説も実施。１０月１４日に開催し、

７８名が参加。 

［第３弾］ 

○みんなでつくる博物館会議「こども会議」 

子どもたちと、新しい博物館の建設現場を探検したり、「こども体験展

示室」で展示予定の三重に関するクイズを考えたり、三重の“すごいこと”

や“おもしろいこと”を話し合い、新県立博物館で行っていく展示やイベ

ントを一緒に考える場として実施。１１月４日に開催し、９０名（こども

６０名、大人３０名）が参加。 

［第４弾］ 

○三重のくらしの記録写真収集事業（１１月～） 

県民の皆さんに協力を呼びかけ、家庭や地域に残されている三重のくら

しに関する一昔前の写真を収集。 

集まった写真は、データベース化して閲覧できるようにするとともに、

基本展示の「くらしと自然」コーナーにおいて、県民の皆さんとともに進

めた資料収集、展示づくりの成果として紹介。 

［第５弾］ 

○おせち料理プロジェクト（１２月～） 

三重県内のおせち料理をテーマに、子どもたちと調査。２，７９４枚

の調査カードが集まり、調査の結果は、博物館の資料として大切に保存

し、新県立博物館のこども体験展示室で紹介する予定。また、平成２５

年３月３日には交流会を開催し、５６名が参加。 

［第６弾］ 

○みんなでつくる博物館会議 

何度でも行きたくなるような楽しい博物館とするために、県民・利用者

の皆さんから意見をいただく場として実施。「利用しやすい博物館にする

ために ～あなたと博物館の関わり方について～」をテーマとして平成 

２５年２月１０日に開催し、６１名が参加。 

［第７弾］ 

○愛称の募集 

新県立博物館が目指す姿のイメージを伝えるとともに、“わたしの博物

館”さらには“みんなの博物館”として親しみや愛着を持っていただけ

るような愛称を募集。５月６日の「開館１年前イベント」にて発表予定。 
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［第８弾］ 

○思い出ミュージアム 

自分の好きな絵や文字を描いたタイルを、新県立博物館の壁面に貼り付

けて思い出として残す。第１回を５月６日の「開館１年前イベント」に

て実施予定。 

［第９弾以降（主なもの）］ 

○展示資料や館内の装飾（モビール）づくり体験 

新県立博物館の展示資料や装飾づくり体験を実施。 

○里山復元プロジェクトへの参加 

新県立博物館のミュージアムフィールドで採取した種子を、家庭や学校

で育て、数年後に里山に戻すプロジェクト 

 

【協創と連携】 

新県立博物館の開館に向けた広報に県民の皆さん自らが携わる「みりょく

発信隊」など、県民の皆さんとともに広報活動を進めました。 

新県立博物館単独での広報活動には限界があること、また、開館前後には

三重を国内外にアピールできる出来事が多くある（※）ことから、これらに

関連する機関などと連携しながら、平成２５年度以降も効果的かつ効率的な

広報を行っていきます。 

（※）参考：開館時期（平成２６年）前後の主な出来事 

・ 伊勢神宮式年遷宮（平成２５年） 

・ 現三重県立博物館開館６０周年（平成２５年） 

・ 三重県博物館協会創立４０周年（平成２５年） 

・ 熊野古道世界遺産登録１０周年（平成２６年） 

・ 三重県総合文化センター開館２０周年（平成２６年） 

・ 美し国おこし・三重「県民力拡大プロジェクト」（平成２６年） 



 32

４ 開館に向けた事業の実施状況 

１）開館に向けた調査研究活動 

 

新県立博物館の基本展示室や三重の実物図鑑ルーム、こども体験展示室、そ

して、開館後の特別展・企画展などでは、三重の自然と歴史・文化に関するさ

まざまなテーマで展示するため、各展示室の展示コーナーのテーマや内容、演

出や展示手法、さらに、展示資料の劣化を防止するための調査研究を行いまし

た。 

 

平成２４年度に実施した調査研究 

・ ミエゾウ全身骨格復元調査 

・ 御師屋敷の復元研究 

・ 御師屋敷の器物悉皆調査 

・ 大杉谷・大台ヶ原の調査 

・ 鈴鹿山脈の御在所岳・渓谷の調査 

・ 伊勢湾内・熊野灘の海の底の生き物の分布の調査 

・ 伊勢湾岸松名瀬干潟の生き物の分布の調査 

・ 伊勢湾集水域のみに生息する生き物の生態の調査 

・ 丸山千枚田の稲作のくらしの調査 

・ 伊賀盆地の里山のくらしの調査 

・ 熊野地方の山村のくらしの調査 

・ 櫛田川下流域の条里区割の残るほ場のくらしの調査 

・ 志摩のまつりと海女のくらしの調査 

などを実施しました。 

 

各調査研究の実施にあたっては、県民の皆さんとの協創と連携により進めまし

た。
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①地学分野 

 

【 目 的 】 

新県立博物館では、三重を象徴する展示の一つとして、学習交流スペースや

基本展示室で、ミエゾウについて展示します。ミエゾウは、約４３０～３００

万年前に生息していた太古のゾウで、その化石が大正７（１９１８）年に津市

で最初に発見され、世界に通用する学名に三重の名（Stegodon miensis）が使

用されるようになりました。展示に向けて、ミエゾウの全身骨格の復元のため

の調査や、新県立博物館建設地の地層からミエゾウの生きていた時代の古環境

を解明するためや、鈴鹿市の御幣川流域の地層からミエゾウからアケボノゾウ

（約２２０～１２０万年前に生息）へ進化した時代の環境を明らかにするため

に調査を行いました。 

 

【 概 要 】 

○ミエゾウ全身骨格復元調査 

平成２２年度に、展示設計の検討とあわせて設置したミエゾウ全身骨格復元

委員会で検討された調査計画に基づき、復元のため国内各地のミエゾウ化石の

形態データの収集を行っています。得られたデータから復元された骨格の姿勢

を確定していきます。 

平成２４年度は、三重県立博物館に所蔵されているミエゾウに近縁なコウガ

ゾウのほか、東京都あきる野市や長崎県壱岐島で見つかった標本の 3 次元デ

ータを収集し、図面上での骨格の組み立て作業を進めました。 

委員会には亀井節夫京都大学名誉教授を顧問に迎え、大阪市立自然史博物館、

兵庫県立大学、みなくちこどもの森自然館の専門家に委員として参画していた

だき、その指導のもと、協働で調査を行いました。 

コウガゾウ３次元スキャンの

様子 

コウガゾウ下顎骨の３次元データ 
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○新県立博物館建設地の地層・化石調査 

平成２２年１２月に新県立博物館建設地で発見された化石群は、ミエゾウの

生きていた時代のもので、その時代の資料収集・保存、研究を行ったうえ、展

示として活用するために、平成２３年度から本格的に調査を行っています。平

成２３年度までに、ミエゾウと考えられるゾウの足跡化石のほか、シカの頭骨

や角、ワニの歯や鱗骨、カメの甲羅、魚の骨格や咽頭歯、昆虫や植物の化石を

発見しました。 

平成２４年度は、建設地の地層

の年代や当時の建設地周辺の古

環境をさらにくわしく明らかに

するために、周辺の地質調査を実

施しました。また、脊椎動物や貝、

植物などの化石についた余分な

岩屑を取り除くクリーニング作

業を行い、それぞれの分野の専門

家にお願いして、同定作業を行い

ました。 

 

○御幣（おんべ）川のゾウ足跡化石調査 

鈴鹿市の御幣川流域の地層は、

ちょうどミエゾウからアケボノ

ゾウへと進化していったと考え

られる約２６０万年前の時代の

ものです。この時代は、温暖化と

寒冷化をくり返す急激な気候変

動が起こりはじめたころで、現在

につながる気候変動を解明する

ために非常に重要です。新県立博

物館で展示されるミエゾウとア

ケボノゾウの全身骨格とともに、

ミエゾウからアケボノゾウへ進化した過程や、当時の三重の古環境の変化を明

らかにするために、御幣川の調査を実施しています。 

平成１９年度～２３年度に行った調査に引き続き、平成２４年度は、５月～

２月にかけて、延べ７回地質や足跡の分布調査を行いました。特に、古地磁気

の反転を利用した地質時代の境界（約２６０万年前の鮮新世と更新世の境界）

を探すための調査を行いました。もし、この境界を決定づけることができれば、

建設地周辺地質調査の様子 

ゾウ足跡化石調査の様子 
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この時代の地層が連続的に分布する御幣川の地層は、日本の模式地に指定でき

る可能性があります。 

さらにこの調査は、新県立博物

館のめざす協働と連携の先駆的

な取組として行っており、平成 

２２年度から県内外の学術団体

（滋賀県足跡化石研究会、名古屋

地学会ほか）や大学などの研究者、

三重県立博物館サポートスタッ

フ、鈴鹿市、地元自治会、地元小

学校など、多様な主体の協力を得

て実施しました。 地質調査の様子 



 36

②自然分野 

 

【 目 的 】 

新県立博物館における基本展示では、三重県内の自然の豊かさを具体的に紹

介します。そのため、過去から現在の三重の自然の姿について、最新の調査結

果をもとに、皆さんに三重県内各地域が誇る自然の多様性を紹介するべく、各

地で自然に関わる調査研究活動を実施しました。 

また、新県立博物館の敷地内に残る緑を生かし、ミュージアムフィールドと

して活用するために、動植物の生息状況調査を行いました。 

 

【 概 要 】 

○大杉谷・大台ケ原の自然の調査 

  シイ・カシ林、ブナ林、トウヒ林

の動植物の現地調査と、映像展示の

撮影やジオラマ製作をそれぞれの森

の候補地域にて進めています。 

平成２４年度は、ブナ林の四季及

び雨の大杉谷の映像撮影を行いま

した。また、ジオラマに用いるレプ

リカ製作のため、保護地域外での樹

木の樹幹や、林床の動植物の採集を

行い、ジオラマの詳細設計を進めま

した。 

 

○鈴鹿山脈の自然の調査 

ジオラマ再現については、ＮＰＯ法人三重県自然環境保全センターととも

に、カモシカが見られる岩場や花崗岩地域の積雪の状態、ならびに樹木に付

着する雪の状況の調査を菰野町の御在所岳で、石灰岩地形や鍾乳洞内部の環

境調査をいなべ市の篠立の風穴で行いました。そのほか展示資料の精査のた

め、たとえばツツジ科植物や石灰岩地帯の動植物の分布確認、各種写真の撮

影なども行いました。 

大杉谷での映像撮影 
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○伊勢湾の自然の調査 

松阪市の松名瀬海岸をモデル

地として、伊勢湾の潮の干満の

様子の映像化、河口の干潟や汽

水域、砂浜、海浜植物、潟湖や

前浜干潟、アマモ場などの自然

環境、そして湾内の多様な生き

物の生息状況調査を行っていま

す。 

平成２４年度は平成２３年度

に引き続き、三重県立博物館サ

ポートスタッフとともに上記調査を４～６月の大潮時に実施し、さまざまな

生き物の採集及び撮影を行うことで、得られた詳細なデータから展示製作を

進めました。 

スナメリの模型を製作するため、漁業の混獲により死亡したスナメリを計

測しました。また、スナメリの胃内容物も調査して、カタクチイワシやサッ

パを食べていることを確認しました。 

 

○熊野灘の自然の調査 

  黒潮の恵みである多様な海水魚類や深い海にすむ生き物、及び暖かい気候

に育まれた森にくらす動植物の調査と資料収集を行っています。 

平成２４年度からは、これまでの動植物の基礎調査に基づき、資料収集を

進めました。沿岸海域の生物採集調査として、贄浦（にえうら）漁協（南伊

勢町）の市場や、和具漁協（志摩市）の大忠丸や安乗（あのり）漁協（志摩

市）、早田（はいだ）漁協（尾鷲市）、錦漁協（大紀町）の漁に同行し、熊野

灘で水揚げされた魚介類の調査と資料収集を行いました。また深い海や沖合

の海域についても、三重大学の練習船勢水丸や長島漁協（紀北町）の深海ト

ロール船甚昇丸に乗り、生き物を調査・採集しました。三重県水産研究所の

調査船あさまに乗り、黒潮の観測やマッコウクジラなどの鯨類を観察しまし

た。早田湾では、三重大学と共同で潜水にてサンゴと亜熱帯性の魚類の調査

を行いました。 

展示するレプリカや標本の製作のために、植物資料について採集を行いま

した。 

 

松名瀬海岸での調査の様子 
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○新県立博物館の里山の調査 

  新県立博物館の敷地には、かつては多く見られた里山林があります。しか

し、周辺が開発される中で人との関わりが失われ荒れていました。新県立博

物館ではこの里山を復元し

て、利用者の皆さんと活動

できる場所とする計画です。

これに向けて、里山の現況

調査と経年変化の記録を行

っています。 

平成２４年度は、三重大学

教育学部と連携し、里山の

基礎調査を進めました。 

夏の新県立博物館の里山 



 39

③人文分野 

 

【 目 的 】 

新県立博物館の基本展示では、東西交流の結節点として重要な位置を占め、

豊かな自然の中で展開してきた三重の歴史を交流史の視点から紹介します。三

重を舞台とする東西交流の歴史的な変遷や三重をめぐる人・モノ・文化の交流

の歴史について、先行研究を集成するとともに、資料調査や現地調査を進めて

います。また、これらの調査をとおして地域における文化遺産の保存活用活動

への支援もめざしています。 

 

【 概 要 】 

○御師屋敷の復元研究（建築・情景） 

三重をめぐる交流史のピークの一つが、全国から極めて多数の人びとが訪

れた近世の伊勢参宮で、御師はその重要な役割を果たしました。 

御師屋敷の復元模型の製作のため、伊勢市内に残っている建物の調査や、屋

敷図・刷り物・古写真などをもとに、建築復元仕様を検討し、建築復元図を作

成しています。 

平成２４年度は、平成２３年度に作成した図もあわせて復元対象としている

外宮旧御師三日市大夫次郎邸全体の３５棟２２１図の復元図（立面図・屋根伏

図など）を作成しました。 

参宮の情景復元については、建物内部の利用状況・参宮者の動向のモデルを

作成するため、文献史料などのデータを収集し考証を行いました。また、神宮

徴古館・神宮文庫などに所蔵されている御師・参宮関係資料の調査を行いまし

た。これらの研究成果をもとに、御師屋敷の復元模型や伊勢参宮関係の展示資

料・映像などを製作しました。 

復元研究は、三重大学との

連携協定に基づき、平成２２

年度から同大学大学院工学

研究科、人文学部の研究者と

共同研究として実施しまし

た。平成２４年度からは、三

重大学の研究者に加え、三重

県環境生活部文化振興課県

史編さんグループや斎宮歴

史博物館の職員も参加し、監

修会議を開催しました。 人文分野 
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○御師屋敷の器物調査 

現存する外宮旧御師丸岡宗大夫邸に

ついて、地元の歴史研究者や建築士の

方々を中心とする旧御師・丸岡宗大夫

邸保存再生会議が保存活用のために進

めている建物整備に協力するかたちで、

同邸に伝来してきた器物や美術工芸資

料の写真撮影・計測などの調査を平成

２３年３月から月１回程度実施してい

ます。 

平成２４年度は、全体の器物や美術

工芸資料の調査はほぼ完了し、主な資

料の詳細な再調査を行いました。その

成果は同邸の保存活用や新県立博物館

の展示に生かして行きます。調査の成果について、保存再生会議主催のフォー

ラム（平成２３年１１月２７日（日））で中間報告しました。また、旧御師・

丸岡宗太夫邸保存再生会議が平成２４年６月１０日（日）に開催した見学会で

は、これまでの調査結果を踏まえて資料解説の協力を行いました。 

器物調査は、保存再生会議と連携しながら、三重県環境生活部文化振興課県

史編さんグループほかの職員や、皇學館大学の研究者・学生と協働で実施しま

した。 

             

○伊勢商人に関する資料調査 

三重をめぐるモノの交流を担った中心的な存在は、伊勢木綿や伊勢型紙など

を扱い、江戸庶民の日常ファッションをリードするとともに、特色ある経営シ

ステムを有し、江戸時代の経済・流通に影響力を持っていた伊勢商人です。 

平成２４年度は、平成２３年度に引き続き、伊勢商人が扱った伊勢木綿や伊

勢型紙、商家の経営に関する資料調査を行いました。これらの調査をさらに進

め、展示資料や映像などの製作に生かしていきます。 

調査は、三重県環境生活部文化振興課県史編さんグループの職員と協働し、

地域の研究者や資料所蔵者の協力を得て実施しました。 

 

○その他 

伊勢湾・熊野灘沿岸の海上航路に関する資料の現地調査や、伊勢参宮・御師

のもてなし、伊勢土産、知のネットワークに関連する資料について、調査や収

集を実施しました。 

御師屋敷の器物調査の様子 
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④総合分野（くらしと自然の関わり） 

 

【 目 的 】 

新県立博物館の基本展示では、三重県内の人と自然の関わりについて、くら

しという切り口から紹介します。皆さんに三重県内の特色あるくらしをお伝え

するため、山、盆地、平野、磯といった異なる環境において営まれるくらしと

その歴史的な背景について、各地で調査研究活動を進めています。 

 

【 概 要 】 

○山のくらしと自然の調査 

稲作や畑作、茶の栽培、山菜や木の実の採集、狩猟など、いくつもの生業

を組み合わせて営まれる山のくらしについて、熊野市神川町の山村をモデル

に調査を進めています。 

平成２４年度は、田植えや稲刈り、製茶の作業を調査しながら一部体験もさ

せていただきました。また、田植えを終えた後のサナブリや盆行事、正月行

事についても記録を残す機会を得ました。地域の方々には、一年間の生業の

スケジュールや、山で採れる山菜を使った保存食の作り方などを教えていた

だきました。 

一方、平成２３年度から

調査を行っている丸山千枚

田では、「水を配る」という

テーマのもと千数百枚の棚

田にあまねく水を引く先賢

の高い技術を紹介するため

映像の撮影を行いました。

ここでは、財団法人紀和町

ふるさと公社や紀和町丸山

千枚田保存会などの地域の

方々にご協力をいただきま

した。 

 

製茶の作業を体験させていただいている様子
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○盆地のくらしと自然の調査 

伊賀盆地の一つの集落をモデルとして、里山の恵みに支えられてきたくらし

と、里山やため池に生息する生き物、伊賀の歴史的な背景についての調査を行

っています。 

地域のお年寄りから里山の豊かな資源を用いたマツタケ採りや割木づくり、

山あいの田んぼの耕作をはじめとするお話を伺いました。また、虫送りや秋の

例大祭、不動尊の護摩焚きなど、

この地に継承されてきた祭り・行

事についての調査も実施しまし

た。 

あわせて、伊賀の民俗芸能を特

徴づける、かんこ踊りについても、

担当職員が伊賀市の「伊賀のかん

こ踊り調査研究事業」に調査員と

して関わり、調査と報告書の執筆

をしました。 

 

○平野のくらしと自然の調査 

  松阪市と明和町に広がる櫛田川下流域の平野をモデル地として、小河川の

祓川と、条里区割りの残るほ場を対象に、利水して稲作を行ってきたくらし

ぶりと水田水路にすむ多様な生き物の生息状況調査を行っています。 

平成２４年度は、水田への配水方法や、水田へ遡上してくる生き物の調査、

農作業や昔の食事、祭りなどく

らしについての聞き取り調査を

行いました。地域のデアイ（共

同作業）で行われる水路や農道

の維持管理作業、水路の泥上げ

作業にも参加しました。また、

新県立博物館の基本展示で紹介

する田んぼの四季などの映像の

撮影をしました。この調査では、

地元自治会や小学校、三重大学

教育学部と共同で研究を行いま

した。 

 

地域の子どもたちへのインタビュー

映像の撮影 

インタビューの様子 
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○磯のくらしと自然の調査 

 磯のくらしでは、旧志摩町の漁村をモデル地として、当地域に特徴的な海女

漁やエビ網漁をはじめとする生業、祭りや行事、食事などのくらし、魚介類や

海藻などの生息状況についての調査を行っています。 

 平成２４年度は、海女小屋で海女さんからお話を伺うとともに、漁師さんか

らは、エビ網漁をはじめとする漁の形態や用いられる道具について詳しく教え

ていただきました。和具の潮

かけ祭りなど、海女さんや漁

師さんが関わる祭りについ

ても調査しました。 

海女については、平成２０

年度から隔月１回「海女研究

会」を県立博物館で開催して

県内外の研究者と情報交換

をしました。 

エビ網漁の様子 
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⑤総合分野（博物館学ほか） 

 

【 目 的 】 

新県立博物館の開館以後の運営と事業を、博物館学を基礎にして展開でき

るように、博物館運営についての基礎的な研究を行っています。 

 

【 概 要 】 

○博物館の社会的役割についての研究 

これまで、新県立博物館の整備にあたっての「３方向」「７項目」に関わっ

て、博物館が三重県の地域社会の中でどのような位置を占め、社会的な役割

を果たすことができるか、という視点を明らかにするための情報・資料収集

と研究を行いました。 

平成２４年度は、新県立博物館の評価制度の設計を目的とし、日本科学協

会笹川科学研究助成を受けて研究会を３回実施し、専門の講師を招聘すると

ともに、県内外の博物館関係者が多数出席しました。 

 

○博物館内の資料保存環境の改善についての研究 

新県立博物館での開館に先立ち、現三重県立博物館での資料管理について

の問題点と課題を挙げ、日常的な観察の中から研究を行いました。この研究

を発展させ、新県立博物館での収蔵庫環境や展示室内の環境などについての

指針づくりにつなげていきます。 

 

○博物館資料を用いた教育活動についての研究 

平成２４年度から、開館に先立って博物館資料を用いた教育活動について

本格的に研究を進めています。具体的には、三重大学教育学部教員と連携し、

博物館資料を用いた学習貸出パッケージの共同研究を行い、１２月１３日に

三重大学教育学部附属小学校の４年生の理科の時間で、実際に作成したパッ

ケージを用いて授業を実施しまし

た。さらに、博物館教育資料のデー

タベース化への取組も始め、学芸員

だけでなくさまざまな方が博物館

資料による教育活動を実践できる

しくみづくりも検討しました。この

取組を基礎として、平成２５年度以

降もより良い博物館教育について

研究を行っていきます。 試行授業の様子 
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２）開館に向けた収集保存活動 

 

新県立博物館の基本展示室や三重の実物図鑑ルーム、こども体験展示室、そ

して、開館後の特別展・企画展などでは、三重の自然と歴史・文化に関するさ

まざまなテーマで展示するため、各展示室の展示資料の収集を行いました。ま

た、現三重県立博物館の資料を今後の活動に活用し、将来の世代に残すための

保存管理を行いました。 

 

平成２４年度に実施した収集・保存活動 

・ 大杉谷・大台ケ原の自然のコーナーでの展示資料となる生き物の採集と撮影 

・ 鈴鹿の自然のコーナーでの展示資料となる生き物の採集と撮影 

・ 伊勢湾の自然のコーナーでの展示資料となる生き物の採集と撮影 

・ 熊野灘の自然のコーナーでの展示資料となる生き物の採集と撮影 

・ 三重の実物図鑑ルームでの展示資料となる生き物の採集と撮影 

・ 人文資料の購入 

・ 民俗資料の収集 

・ 三重のくらしの写真の収集 

・ 現三重県立博物館での資料の保存管理 

などを実施しています。 

 

資料収集の実施にあたっては、県民の皆さんとの協創と連携により実施しま

した。 
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①自然・人文資料の収集 

 

【 目 的 】 

三重の自然と歴史・文化に関する資産を保全・継承するとともに、新県立博

物館の基本展示室や三重の実物図鑑ルーム、こども体験展示室、そして、開館

後の特別展・企画展などで、三重の自然と歴史・文化に関するさまざまな資料

を展示することを目的に資料を収集します。 

 

【 概 要 】 

三重の自然と歴史・文化に関するさまざまな資料は、県民共有の資産として

長く保存するとともに、今後、人づくり、地域づくりに貢献する活動に生かし

ていきます。また、各室で展示する資料、あるいは、展示内容に関する研究資

料として、これまで現三重県立博物館が収集してきた資料の中から、開館時ま

でに演出上の加工をして展示していきます。さらに、博物館が所有していない

資料に関しては、各展示室の展示コーナーのテーマや内容に沿った新たな資料

の収集を行っています。 

 

●自然資料 

○大杉谷・大台ケ原の自然のコーナーでの展示資料 

ジオラマ製作に関わる資料収集を進めました。大杉谷・大台ケ原は国立公園

などの保護地域に当たるため、必

要な資料採集は近隣の松阪市飯高

町など、遺伝的・環境的にもでき

るだけ近い地域で実施しました。

ただし、トウヒについては周辺に

生息していないため、入手先を調

査した結果、長野県から入手する

こととしました。それに加えて、

県民から寄せられた情報によって、

イノシシを採集しました。 

 

○鈴鹿の自然のコーナーでの展示資料 

北方系の昆虫類の採集及び生態写真の撮影などを行いました。昆虫に関して

は、採集や生態写真の撮影などを行い、より充実した資料を展示できるよう

に収集しました。また許可を得て、コウモリの採集を行いました。 

 

ジオラマ展示用ツブラジイの伐採 



 47

○伊勢湾の自然のコーナーでの展示資料 

４～６月の大潮の時期に三重県立博物館サポートスタッフとともに松阪市

松名瀬海岸の河口、砂浜、干潟、アマモ場で生き物を採集しました。また、

鳥羽水族館とともに漁業の混獲により死亡したスナメリの胃内容物からカタ

クチイワシやサッパを収集しました。 

 

○熊野灘の自然のコーナーでの展示資料 

中勢～東紀州地域において、植物資料や昆虫を採集しました。また、和具

漁協（志摩市）の大忠丸や安乗（あのり）漁協（志摩市）、贄浦（にえうら）

漁協（南伊勢町）の開洋丸、錦漁協（大紀町）、早田（はいだ）漁協（尾鷲市）

で、刺し網やはえ縄釣り、巻き網、底引き網、定置網にてカツオやトラフグ、

ゴマサバ、ブリなど、展示予定の魚

介類を収集しました。さらに熊野灘

において、三重大学の練習船勢水丸

や長島漁協（紀北町）所属の深海ト

ロール船甚昇丸でオオグソクムシ

やアカザエビなど海の底に棲む生

き物を採集しました。 

また、展示予定のカツオのケンケ

ン釣りで使う仕掛けを、漁師さんが

作成したものを寄贈していただき

ました。 

 

○三重の実物図鑑ルームでの展示資料 

実物図鑑ルームで展示するヘビ類

を採集しました。植物資料について

は、平成２４年度は外部委託事業に

より、県内産の資料収集を進めまし

た。平成２５年度はサポートスタッ

フによる新県立博物館の里山での標

本製作をさらに進めます。昆虫類に

おいては、博物館活動などの中で資

料の収集を行いました。 

 

外部委託事業による植物資料の収集 

底引き網漁船での水揚げの様子 
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●人文資料 

平成２４年度は、伊勢参宮や伊勢商人に関わる資料を購入しました。例えば、

伊勢参宮に関しての名所である二見を描いた、歌麿「二見ヶ浦の図」や、参宮

街道と参宮客が多く立ち寄った香良洲神社を描いた「旧松坂藩領内香良洲道

図」を購入しました。実物図鑑ルームで展示予定の戦国期の伊勢国司北畠氏に

関して、近世の軍記物である「北畠物語」を購入しました。伊勢商人に関して

は、木綿商が多く店を構えた江戸の大伝馬町を描いた広重の「大てんま町木綿

店」、大伝馬町の伊勢商人の店先の絵が含まれる「江戸名所図会」、江戸の商人

の一覧ともいえる「江戸買物独案内」を購入しました。三重を代表する国学者

本居宣長の著作の木版本、伊賀の盆地のくらしをあらわす中世伊賀国の大般若

経などを購入しました。購入資料の一つである木版本「玉勝間」は、宣長の学

問・芸術・人生への考えを記した随筆集で、伊勢商人への言及もあります。こ

れらは、伊勢商人のあり方や、三重県の江戸時代の知識人のあり方を検討する

上で、重要な研究資料となっています。 

一方、県民の皆さんから、こ

れまで自宅で保管されていた写

真、絵葉書、講関係資料、江戸

時代の資料（武士の火事装束一

式）、地域で使用されてきた生活

用具（海女の使用した磯桶、田

舟など）を寄贈いただきました。

これらは、昔のくらしのようす

を物語る貴重な資料として大切

に保存するとともに、生活用具

の一部は、学校などでの体験学

習に活用していくこととしてい

ます。 

江戸名所百景大てんま町木綿店 
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②三重のくらしの記録写真収集事業 

 

【 目 的 】 

誰もが博物館活動に参加しやすい取組として、平成２３年度から古写真を対

象とする県民参加型の収集保存活動を展開しています。このことにより、博物

館活動への参画や協創と連携の幅を広げるとともに、収蔵資料及び展示、情報

の充実をはかり、「みんなでつくる博物館」の姿を分かりやすく実感できるよう、

平成２５年度もこのプロジェクトを実施していきます。 

 

【 概 要 】 

広く県民の皆さんに協力を呼びかけて、家庭や地域に残されている三重のくら

しに関わる古い写真を収集する事業を実施しました。対象となる写真は、三重

県内で明治時代から昭和４０年代までに撮影された衣・食・住、仕事、遊び、

まつりなどの人のくらしに関する写真です。 

収集にあたっては、幅広い参加が得られるよ

うに、ポスターやチラシを配布するとともに、

県内５か所（四日市・松阪・志摩・伊賀・熊野）

において、写真募集への協力を呼びかける写真

パネル展を開催しました。また、県内のまちか

ど博物館に協力をお願いしたり、県内のケーブ

ルテレビとの連携による広報を展開したりする

など、この活動を通して多様な主体との連携の輪を広げることも心がけました。 

平成２５年３月末現在、集まった写真を整理中ですが、約４，０００枚の写

真を収集することができました。これらは、写真資料のデータベースとして誰

もがご覧いただけるようにするとともに、基本展示の「くらしと自然」の展示

コーナーなどで、「みんなでつくる博物館」の活動成果として紹介する計画です。 

 

【協創と連携】 

平成２３年度から実施している事業のため、写真提供について個別に問合せ

のあった場合は、その都度対応しました。平成２４年度は１１月から本格的な

収集活動を開始し、県内各地の皆さん、まちかど博物館の皆さんなどから写真

の提供をいただきました。さらに、提供者から古写真についての新たな情報を

紹介いただけるなど、活動を通じて参画や連携の輪が広がっていく姿を実感で

きました。また、県内ケーブルテレビと連携協力して、告知放送を流したり、

取材番組でとりあげてもらったりしました。なお、本事業は、平成２４年度文

化庁補助事業「みえミュージアム活性化事業」の支援をうけて実施しました。 

写真パネル展（松阪会場） 
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③資料の保存・管理 

 

【 目 的 】 

現三重県立博物館において館所蔵資料を適切に保存・管理し、新県立博物館

に引き継ぐことを目的として、保存環境調査及び対策を行っています。 

 

【 概 要 】 

平成２４年度は次の取組を行っています。 

○収蔵庫の温湿度環境管理 

平成２３年度から引き続き、継続的な温度・湿度測定と解析を行い、現三重

県立博物館の施設特徴の把握に取り組みました。このデータをもとに温湿度環

境の改善や夏季空調計画などを行いました。平成２５年度以降も継続して温湿

度環境管理を行い、適時対応していくこととしています。 

○博物館内の生物調査とＩＰＭ※（総合的有害生物管理）による生物対策 

収蔵庫において粘着トラップなどによる文化財害虫調査を行いました。一部

の収蔵庫ではまれに文化財害虫が捕集されることがありましたが、そのつど原

因の究明や薬剤処置などの対応を行いました。またＩＰＭの一環として定期的

な目視点検及び清掃を行ったほか、業務委託としてＩＰＭメンテナンス（塵埃

調査・除去）を行い、収蔵庫内の生物環境の把握に努めました。平成２５年度

以降も引き続きこれらの点検・管理を行い、文化財害虫の侵入を早期に検出で

きるよう対応していきます。 

○寄贈など受け入れ資料の殺虫処理 

博物館へ新たに収蔵する資料

などについて、目視やルーペによ

る文化財害虫、カビ、埃などの点

検のほかに、一部の資料について

は大型冷凍庫による低温殺虫処

理（ー２0℃以下で１週間程度）

を行いました。低温殺虫処理は薬

剤を使用しない「資料」「人」「環

境」への負荷が少ない殺虫方法で

す。平成２５年度以降も随時受入

資料についての害虫対策が必要

となることから、適宜「一時保管」「点検」「処置方法」を検討し対応していき

ます。 

低温殺虫処理の様子 
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○薬剤燻蒸（くんじょう）による殺虫処置 

一部の収蔵庫と資料について、殺虫燻蒸財（ヴァイケーン）及び殺虫剤（ブ

ンガノン）を用いた殺虫燻蒸を行いました。実施期間の博物館敷地への立入禁

止措置や有害な薬剤が屋外に漏れ出ないような方法を用いたことなどにより、

安全に実施することができました。 

 

※ＩＰＭとは薬剤燻蒸のみに頼らず、日常管理を含めたあらゆる有効な手段

を矛盾なく用いることで、生物被害リスクを低減させる生物管理方法です。 
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３）開館に向けた活用発信活動 

 

新県立博物館では、活用発信活動として、交流創造活動と展示活動を展開し

ます。交流創造活動では、三重に関するレファレンス、情報受発信、資料閲覧、

学習交流プログラムの４つの活動を展開します。これまで現三重県立博物館で

行われてきた活用発信事業を継承しつつ、新県立博物館の活動につなげていき

ます。 

一方、展示活動では、現三重県立博物館の展示室を閉鎖していることから、

平成２４年度は夏に移動展示を開催しました。そこでは、現三重県立博物館が

所蔵するマッコウクジラの骨格標本資料などの海の生きもの関連資料を中心と

して県民の皆さんに広く公開しました。また、新県立博物館のこども体験展示

室で計画している体験展示を試行的に行い、来館者からご意見をいただいて、

こども体験展示室や基本展示の整備や開館後の移動展示方針に生かす取組を行

いました。 

 

●交流創造活動 

三重に関するレファレンス 

・シンクタンク活動（各種相談受付・委員会出席） 

情報受発信 

・新聞や情報誌などへの連載 

資料閲覧 

・博物館資料の貸し出し 

・博物館資料の研究利用（夏休みの自由研究） 

学習交流プログラム 

・博物館教室 

○オオサンショウウオ「さんちゃん」のお食事会 

 ○平成２４年度同定会～夏休みの宿題お助けプロジェクト！標本の名前をし

らべてみよう～ 

○採集した昆虫や植物の標本づくりに挑戦！ 

 ○第１０回青少年のための科学の祭典２０１２三重大学大会 

○みえ出前トーク 

○古文書調査法研修講座 

○三重しぜん文化祭 in おわせ 

・フィールドワーク 

○文化財探訪 

・ワークショップ 



 53

 ○おせち料理プロジェクト～新博ティーンズプロジェクト PARTⅣ～ 

・シンポジウム 

○三重県・三重大学連携 新博物館シンポジウム 

○三重しぜん文化祭 in おわせ シンポジウム 

・博物館実習の受け入れ 

・三重県立博物館サポートスタッフ活動 

 

●展示活動 

・移動展示 

 ○海の恵みとにぎわい～英虞湾と熊野灘から～ 

 

これらの活動の実施にあたっては、県民や開催地の皆さん、三重県立博物館

サポートスタッフ、国・市町の行政団体、大学、学校、博物館、企業との協創

と連携により行いました。
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①移動展示 

 

【 目 的 】 

現三重県立博物館が平成１８年度から県内各地で開催してきた移動展示では、

所蔵資料を広く県民に公開するとともに、平成２２年度からは、特に新県立博

物館の基本展示室の先行的な展示活動や新県立博物館が推進する多様な機関と

の連携を試行しています。 

また、新県立博物館のＰＲコーナーを設置して、その普及を図るとともに、

展示検討ワークショップや展示解説、新県立博物館などに関するアンケートを

行っています。このような試行的かつ多様な取組により、新県立博物館がめざ

す「ともに考え、活動し、成長する博物館」の実現につなげます。 

平成２４年度は、１か所で開催しました。 
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○「海の恵みとにぎわい—英虞湾と熊野灘から—」 

【 概 要 】 

志摩地域の自然とくらしを紹介しました。志摩地域でみられる内湾と外洋の

生きものや森と海のつながり、昔からの漁のくらし、現在抱える問題点と解決

のための研究などを紹介しました。 

会期中は 7 月２５日及び 7 月２８日に展示解説ツアーを行いました。同じく

２８日には夏休みの自由研究相談会及び「三重県立博物館長と語ろう」を開催

しました。 

また新県立博物館の展示室の試行として、「こども体験コーナー」を設けまし

た。展示資料の写真を用いたパズルや魚の大きさ比べなど、海にちなんだグッ

ズを入れた「なにこれボックス」を 7 種類用意し、子どもの興味を調査しまし

た。そのほかに「おしえてちょうだいコーナー」として、海に関するクイズを

子どもに考えもらう参加型の掲示板を設置するなど、新しい県立博物館に向け

た試行を行いました。会期中、のべ２，４０５人の方にお越しいただきました。 

 

開催期間：平成２４年７月２５日（水）～９月２日（日） 

場  所：志摩市歴史民俗資料館 

主  催：三重県立博物館・新博物館整備推進プロジェクトチーム、財団法人

自治総合センター 

共  催：志摩市教育委員会 

後  援：三重県博物館協会、志摩市、環境省中部地方環境事務所、三重大学 

 

【協創と連携】 

展示資料に関しては和具漁協で実施されている漁に同行し、資料の調査と収

集を行いました。他に県水産研究所などから資料を借用して展示を行いました。 

また関連行事として、８月２５日に三重県と三重大学との連携シンポジウム「志

摩の自然を活かす～地域と大学と博物館の連携から～」を開催しました。 

こども体験コーナーの様子 展示解説の様子 
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②博物館教室・フィールドワークなど 

 

【 目 的 】 

三重の自然と歴史・文化について多くの県民の皆さんに興味・関心をもって

いただくきっかけづくりを目的とした教育普及活動を、県内各地のフィールド

において実施しています。これらの活動で得られた成果を新県立博物館の活用

発信活動の中の交流創造活動につなげていきます。 

 

【 概 要 】 

○オオサンショウウオ「さんちゃん」のお食事会 

  平成１８年度から毎月第 2 土曜日に実施してきた行事を、平成２３年度か

ら特別天然記念物オオサンショウウオ給餌公開事業として位置づけて、平成 

２４年度も実施し、計２２８名、毎回約２０名が参加しました。 

 

○博物館教室「平成２４年度同定会～夏休みの宿題お助けプロジェクト！標本

の名前をしらべてみよう！～」 

毎年８月に現三重県立博物館において、夏休みや余暇に自分で採集した植

物、貝類、昆虫、脊椎動物、化石、鉱物、岩石などを持ちより、各専門の講

師といっしょに名前を調べました。 

平成２４年度は８月１９日に実施し、３８名が参加しました。 

 

○子ども自然科学教室 

三重大学との連携事業で、７月

３１日に津市美杉町にある三重

大学平倉演習林において行われ

ました。対象は小学校 3 年生か

ら高校生まで、保護者の参加は不

可としました。参加者は、三重県

北部の代表的な植生と称される

演習林内において、三重大学や博

物館の専門の職員とともに昆虫

や植物の観察や採集を行いまし

た。２５名の参加者がありました。 

 

平倉演習林での観察会の様子 
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○みえ出前トーク 

県民の皆さんと三重県が県政に関して意見交換を行う「みえ出前トーク」

において、「新しい博物館が誕生します！」をテーマに７月１１日にみえこど

もの城で参加した２５名の方々と意見交換を行いました。 

 

○「採集した昆虫や植物の標本づくりに挑戦！」 

三重県農林水産部みどり共生推進課と津市河芸公民館との共催で、８月 

１１日に津市河芸公民館で行いました。参加者は、周辺の公園で昆虫や植物

の採集を行い、標本づくりに挑戦しました。博物館の専門の職員とサポート

スタッフの指導の元、５３名が標本の作製法を学びました。 

 

○第１０回青少年のための科学の祭典２０１２三重大学大会 

三重大学で１１月１０、１１日に開催され、「切り紙 de 昆虫博士になろ

う！」という演題でワークショップを出展しました。参加者は、三重県立博

物館サポートスタッフや博物館職員の指導の元、昆虫を模った切り紙をつく

る体験を通して昆虫の体の作りや名前を知りました。８７５名が体験しまし

た。 

 

○「文化財探訪」 

平成２４年度は「フィールドワーク城と街道のある街を訪ね歩く—桑名編

—」を、東海道の道筋や寺院、桑名城、七里の渡跡、六華園をめぐる行程で、

１１月１７日に埋蔵文化財センターと共催で行う予定でしたが、雨天のため

中止となりました。 
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○「古文書調査法研修講座」 

古文書を解読するととも

に、整理と目録作成の知

識・技術をもった人材を育

成することを目的とした本

講座は、平成１９年度から

開始し、今年で４期目とな

ります。４期は平成２３年

度から平成２４年にかけて

の、計１０回の講座で、平

成２４年度はのべ５２名が

参加しました。 

さらに、過去３期行われた本講座の修了生を対象とした調査実習を１０月

および１月に計４日間開催し、現三重県立博物館所蔵の古文書の整理を実践

し、目録作成の知識・技術を実際に活用しました。 

 

○三重県・三重大学連携 新県立博物館シンポジウム 

平成２１年から三重大学との連携を進め、シンポジウムを行うことで、新

県立博物館のことや大学と博物館の連携のあり方を広く県民に知っていただ

くことをめざしています。 

平成２４年度は、８月２５日に志摩市磯部生涯学習センターで、三重大学

大学院生物資源学研究科教員を講師とし、三重県水産研究所研究員、志摩市

農林水産部里海推進室職員、三重県立博物館学芸員を報告者として、「志摩の

自然を活かす」をテーマに開

催しました。実際に志摩市で

展開している、魚類の実態を

はじめとして、干潟再生のと

りくみ、里海を活かしたまち

づくりなど、生物学の話から

地域の資産活用、大学と博物

館と地域の連携と、多岐にわ

たる議論が行われ、２０１名

が参加しました。 

 

古文書調査法受講生修了式の様子 

パネルディスカッションの様子 
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○おせち料理プロジェクト～新博ティーンズプロジェクト PARTⅣ～  

平成２１年度から文化庁の支援を受けて実施している新博ティーンズプロ

ジェクトの４年目として、平成２４年度は三重県のおせち料理をテーマに、

子どもたちと一緒に調査を行いました。県内の小学生から高校生を中心に、

自宅のおせち料理について調べて「おせち料理調査カード」に記入してもら

うよう呼びかけたところ、２，７９４枚の調査カードが集まってきました。

そして、３月３日には、おせち料理についてみんなで楽しく学ぶ場として「お

せち料理交流会」を開催し、５６名が参加しました。 

なお、この調査により得られた成果は、博物館の資料として大切に保存す

るとともに、新県立博物館のこども体験展示室や企画展示で発信活用する予

定です。 

 

おせち料理交流会の参加者 集まったおせち調査カード 
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○三重しぜん文化祭 in おわせ 

「三重しぜん文化祭」は、三重で活動する自然関連のサークル、自然保護

グループなどの市民団体や水族館、博物館など、さまざまな団体が集まり、

それぞれの活動や各地の自然を楽しく紹介し、広く県民の方に三重の地域の

自然について関心をもってもらうとともに、お互いの情報交換や交流を深め

るイベントとして、上記の団体が実行委員会をつくって毎年開催しています。

新県立博物館は、この実行委員会に参画し、これまで事務局として関わって

います。 

平成 2４年度は、「三重しぜん文化祭 in おわせ」が、平成 25 年 3 月 23

日から 24 日にかけて、尾鷲市の熊野古道センターで開催され、３０団体が

集まってブースの展示や活動内容の発表を行いました。三重県立博物館のブ

ースでは、新県立博物館の建物全体写真や、展示内容などをブース展示で紹

介しました。三重県立博物館サポートスタッフの生きものグループも出展し、

活動内容のパネル展示やサポスタキッズが考えたクイズを来場者にやっても

らうことを行いました。 

23 日には、新博物館整備推進プロジェクトチームが主催し、新県立博物館

シンポジウムを同会場で「地域の自然と博物館の役割」と題して開催し、千

葉県立中央博物館分館 海

の博物館の活動についての

基調講演や、事例報告とし

て県内の自然関係の団体の

活動が発表されました。そ

の後、基調講演講師、事例

報告者と三重県立博物館長

の 3 名による鼎談や、来場

者との総合討論を実施しま

した。シンポジウムは 59

名の参加者がありました。 

 

三重しぜん文化祭 in おわせでの新県立博物館

ブース 
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【協創と連携】 

博物館教室やフィールドワークなどの実施にあたっては、地域の研究者や

団体、大学、国、市町などさまざまな主体との協創と連携のもとで進めてき

ました。例えば、博物館教室では、指導者やスタッフとして三重県立博物館

サポートスタッフのメンバー、県教育委員会などに参画していただきました。

「古文書調査法研修講座」は三重県環境生活部文化振興課県史編さんグルー

プと共催し、その短期集中講座は玉城町教育委員会を窓口として実施しまし

た。しぜん文化祭は、地域の自然系団体や誘致していただいた市町と連携し

て、実行委員会をつくって開催しました。 

 



 62

③三重県立博物館サポートスタッフ活動 

 

【 目 的 】 

県民・利用者の皆さんが、自ら学ぶ楽しさや好奇心を育みながら、興味関心

を通じた世代交流や、三重の自然と歴史・文化に関する資料や情報を通した地

域の再発見など、博物館を活用して主体的に活動できるしくみを整備し、新県

立博物館における県民・利用者との「協創」の主要な取組とします。 

 

【 概 要 】 

平成１８年度からスタッフの募集を始め、新県立博物館に向けた先行的な取組

として活動を行っています。平成２５年３月末現在、小学生から８０才代の方

まで、計３２４名の皆さんが参加しました。 

活動内容は、三重の自然や歴史・文化に関す

る資料の扱い方などを学ぶ「基礎研修」や学芸

員の専門研究に関する「ミニ講座」の受講、県

内各地で開催する移動展示や博物館教室・フィ

ールドワークなどの博物館事業への補助であ

る「博物館お助け隊」、各自の興味関心に沿っ

た９つの分野別「グループ活動」（サポスタ情

報局、おもしろ博物館づくり、化石・鉱物、生きもの、染織、民俗、歴史、み

んなの企画局、ユニバーサル・ミュージアムの９グループ）などです。 

平成２４年度は、平成２６年春の新県立博物館の開館に向けて、調査研究・

収集保存・活用発信などの博物館活動や、「みんなでつくる博物館会議」など博

物館の評価・運営について考える事業にも参画しました。特に、おもしろ博物

館づくりグループにおいては、12 月１５日に一般向けの「正月飾りづくり体験」

を企画・運営の元、三重県立博物館と連携して実施し、２４名の参加がありま

した。各グループでは、代表者会議（年４回開催）を実施し、それぞれの活動

に対する情報共有を図ると同時に、グループ間の連携も深めました。グループ

活動の成果は、平成２５年３月２日のサポスタフェスタで一般公開されました。 

さらに、平成２４年度から「サポートスタッフ全体意見交換会」を実施し、

開館以降の県民参画組織のあり方を、参加者の皆さんとともに検討を進めまし

た。 

 

【協創と連携】 

三重県立博物館サポートスタッフに参加する県民・利用者の皆さんとともに

活動を実施しました。

染織グループの活動の様子 
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④シンクタンク活動 

 

【 目 的 】 

県民や県政の課題などに役に立つ博物館づくりを目的に、三重県立博物館で

は、収集・保存している多様な資料やデータ、および、学芸員の専門知識をも

とに、三重ならびに国の資産を次世代へ継承し、より豊かな社会を実現するた

めに、さまざまな事業について意見を述べるとともに、アドバイスを行ってい

ます。 

 

【 概 要 】 

県民・利用者の皆さんからの各種問い合わせや相談に対して、アドバイスや

情報提供を行いました（レファレンス）。さらに、県内で大規模開発が行われる

際には、環境への影響を事前に予測して評価する「環境アセスメント (環境影響

評価)」が行われますが、三重県立博物館は県の環境影響評価委員会に、幹事と

して参加しました。また、公共の施策に関わる各種委員会に委員として参画し

ました。 

これまでの問い合わせや環境アセスメント、櫛田川自然再生検討会、三重県

農業農村整備事業環境アドバイザー協議会、祓川環境保全全体会議、木曽川東

加賀野井地区ワンド環境対策検討会、イタセンパラ生息域外保全検討会など各

種委員会において、多くの意見を述べるとともに、さまざまなアドバイスと根

拠となる論文などの資料データの提供を行いました。 

 

【協創と連携】 

大学などの専門家との意見交換、国（国土交通省、環境省）や県、市町など

の各部局、企業、ＮＰＯ、県民へのアドバイスや資料データなどを提供しまし

た。また、この機会を生かして、人的ネットワークを広げました。 

環境影響評価委員会の現地調査への参加 



 64

⑤新聞情報誌などへの連載 

 

【 目 的 】 

県民・利用者の皆さんに、博物館が所蔵する資料や新県立博物館の整備のた

めの取組を広く知っていただくために、情報誌の連載コーナーに寄稿していま

す。 

 

【 概 要 】 

○毎日新聞（三重版）『続・紙上博物館—三重の姿を語る—』（毎週金曜日） 

平成２２年１１月１２日から連載しているこのコーナーへ引き続き寄稿し

ています。このコーナーでは博物館所蔵資料の紹介にとどまらず、整備が進む

新県立博物館の展示テーマも含め、県内の自然や歴史、民俗などについて紹介

しています。 

平成２４年度は、当館館長および学芸員１７名と県文化振興課県史編さんグ

ループ７名の計２４名が交替で執筆し、４月６日第６３話から３月２９日第 

１０９話まで掲載しました。 

現在展示室が閉館中のため、現三重県立博物館の所蔵資料は、常設展示とい

う形での活用が行われていません。新聞連載を通じた博物館所蔵資料の紹介に

よって、博物館が所蔵する資料の有効な活用ができていると考えています。 

 

○博物館・美術館ジャーナル「ミュゼ」『Ｍaking of 三重の新県立博物館』 

（年４回発行） 

平成２２年７月発行の第９３号から学芸員がリレー方式で連載しているこ

のコーナーへ、引き続き新県立博物館での活動に向けた取組について紹介し

ました。平成２４年度の掲載は以下のとおりです。 

・ 第８回 新博のみっちゃん（平成２４年６月刊行 第１００号） 

・ 第９回 三重のくらしの古写真収集プロジェクト（平成２４年９月刊行  

第１０１号） 

・ 第１０回 ジオラマづくりの楽しさと苦労話（平成２４年１２月刊行  

第１０２号） 

・ 第１１回 ここまで出来た、三重の新県立博物館（平成２５年３月刊行 第

１０３号） 

新県立博物館がめざす活動を紹介することによって、全国の博物館・美術

館関係者に新県立博物館の取組が注目され、今後の博物館活動への協力・発

展につながることが期待されます。 
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⑥博物館資料の活用 

 

【 目 的 】 

三重県の自然・歴史への理解を深め、文化の向上・発展に資することを目的

とし、現三重県立博物館の所蔵資料の貸出や画像提供などの公開・活用を行っ

ています。新県立博物館でも資料を引き続きより効果的に保存・活用していく

ようにつなげていきます。 

 

【 概 要 】 

全国の文化財公開施設などからの収蔵資料の借用申請や、出版社などからの

資料画像についての利用申請、研究目的の資料閲覧申請に応じ、博物館所蔵資

料の公開・活用を行っています。 

平成２４年度の博物館所蔵資料の貸出件数は、８件１１８点（ゾウ骨格標本

レプリカ１点、絵画 1 点、陶磁器１１点、浮世絵１2 点、伊勢型紙 3 点、図鑑

5 点、化石レプリカの型８０点，昆虫 2 点、埴輪２点、標本１点）でした。ま

た、出版・放映・掲載などへの画像提供は５３件３４９点、研究目的とした資

料閲覧は１０件１４０点ありました。 

今後も博物館所蔵資料の適切な保存を行っていくとともに、三重の自然と歴

史・文化への理解、文化の向上・発展への貢献をめざし、積極的な公開・活用

を行っていきます。 
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⑦博物館での実地研修 

 

【 目 的 】 

将来学芸員をめざす学生に対し、博物館業務に関する講義・実習を行い、博

物館学芸員を育成すること、および、博物館とその事業や利用の仕方を理解す

ることを目的として、「博物館実習」を行いました。また、博物館の社会的役割

を果たし、博物館への理解を広げるため、大学からのインターンシップの学生

を受け入れました。これらの活動で得られた成果を、新県立博物館で展開され

る多様な主体との「連携」に生かします。 

 

【 概 要 】 

博物館実習は、毎年県内出身者、あるいは県内の大学在籍者を対象に年度当

初に募集し、計６日間にわたり、人文系・自然系の実習を実施しています。カ

リキュラムは、現三重県立博物館内施設と活動の概要、新県立博物館の整備概

要、博物館学概論、保存科学概論、生態展示、化石クリーニング、資料の取り

扱い、梱包、資料撮影、博物館実習のふりかえりなどを行います。 

平成 2４年度は、８月２８日から９月４日まで実施し、計８名が受講しまし

た。 

上記のカリキュラムのほか、平成２４年度は移動展示の撤収作業を見学する

とともに、作業工程を収録したビデオ教材から展示製作を学びました。 

 インターンシップは、９月

３日から７日まで実施し、上

記カリキュラムの一部と、一

般業務および学芸業務を体験

しました。 

 施設や業務の関係で、限定

した期間と人数で実施してい

ますが、より多くの方に参画

していただくために、開館後

の受け入れ態勢を整備する必

要があります。 

                   

【協創と連携】 

 三重大学、皇學館大学をはじめとした大学の学生が学芸員実習やインターン

シップに参加しました。 

 

歴史資料の取り扱い実習の様子 
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４）評価と改善のしくみづくり 

 

新県立博物館の活動と運営は、県民・利用者の皆さんにとって利用しやすい

ものでなければなりません。そこで、多くの県民・利用者の皆さんから広く意

見や評価をいただいて活動と運営を改善していくことを目的に、そのしくみづ

くりに取り組んでいます。 

評価と改善のしくみとして、多くの県民・利用者の皆さんから広く意見や評

価をいただくために、さまざまな地域でのアンケートや「みんなでつくる博物

館会議」を試行的に実施しています。また、博物館評価の専門家とともに定期

的に意見交換を行い、業績測定型の評価制度構築を進めています。さらに「経

営向上懇話会」でも評価と改善のしくみのあり方についてご意見をいただくこ

とにしています。 
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① みんなでつくる博物館会議 

 

【 目 的 】 

新県立博物館は、県民・利用者の皆さんにとって利用しやすいものでなけれ

ばなりません。そこで、多くの県民・利用者の皆さんからご意見をいただき、

活動と運営を考え、改善していくことを目的に、博物館について広くご意見を

伺うしくみづくりを進めています。 

 

【 概 要 】 

「みんなでつくる博物館会議」は、新県立博物館の活動や運営に対するご意

見をいただくことで、県民の皆さんが新県立博物館づくりに参画する場として、

平成２１年度から実施しています。会議は、年に１回開催する「本会議」と、

テーマや対象者を絞ってご意見をお聴きする「分科会」を設けています。 

「本会議」は、「分科会」をはじめ、地域や大学、経営向上懇話会などさまざ

まな場を活用してアンケートや意見交換を行った成果を集約してお示しし、さ

らに「新県立博物館の活動と運営」の取組の実施結果と検討内容の進捗状況を

まとめたこの冊子（「新県立博物館の活動と運営 Vol.４」）の中間報告（案）を

配付して、参加する県民の皆さんと情報を共有し、総合的に議論いただく場と

なっています。 
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分科会 

○ユニバーサルデザイン分科会 

「三重県障害者社会参加推

進協議会」との意見交換会を、

平成２４年９月５日と平成 

２５年３月１５日に実施しま

した。１５団体が参加し、以下

の意見をいただきました。 

・避難誘導時には、障がい者に

限らず、館内にいる全ての方

を誘導する必要があるので、

誘導訓練をしっかりと行って災害に備えて欲しい。 

・点字ブロックやエレベーターのボタンは、もとの床材や壁材とのコントラ

ストをはっきり出して欲しい。 

・点字ブロックの段差は電動車イス使用者にも関わることであるので、視覚

障がい者の方と一緒に結論を出したい。 

・地震時など、エレベーター内からの救出を円滑に行える構造にして欲しい。 

 

協議会との意見交換会の様子 
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○「こども会議」 

子どもたちとの意見交換会を県総合文化センターで１１月４日に実施し、

９０名（小中学生６０名、保護者など３０名）が参加し、以下の意見をいた

だきました。 

・三重県にこだわった博物館にして欲しい 

・バックヤードツアーや季節のお祭りを開催して欲しい 

・学芸員に気軽に質問できる場所が欲しい 

平成２４年度は、建設中の博物館に入ることが出来る貴重な時期でもある

ため、「博物館の役割」を建築という視点から子どもたちと考える試みとして

意見交換会の前に建築現場見学会を行いました。また、「こども体験展示室」

の展示計画への参加という側面もあったため、小学校高学年を主な対象とし

て運動会や学期末テストを避けた 11 月初旬の時期を設定しました。 

「みりょく発信隊」として登録した企業を介して多数の応募があるなど、

平成２４年度から始まった新しい連携の試みによって、より効果的な取組と

なりました。平成２５年度は、開館以降のあり方も視野に入れ、より良い意

見交換の場を目指します。 

 

建設現場見学の様子 座談会の様子 
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本会議 

本会議は、毎年２月中旬の日曜日に

開催しています。平成２４年度は、県

総合文化センターで平成２５年２月 

１０日に「利用しやすい博物館にする

ために～あなたと博物館の関わり方に

ついて～」をテーマに実施し、６１名

が参加しました。 

最初に兵庫県立人と自然の博物館の

八木剛さんの講演があり、博物館利用者が主体的に活動することで、自分が

やりたいことを、博物館ならではの楽しい方法で活動できたり、博物館が主

催ではなかなかできないイベントを利用者団体が主体的に実施することで可

能になったりなど、利用者が博物館を盛り上げている事例を発表していただ

きました。 

その後４つの少人数のグループに分かれて意見交換をし、そこで出た意見

をもとにして全体で議論をした結果を、参加者の声として次のようにまとめ

ました。 

・誰でも、自分のやりたいと思うような活動ができる博物館にしてほしい。 

・20～30 代の若者が利用しやすいように、ボランティアを活用できる体制

を作り、サブカルチャーを展示するなど、デートスポットにもなるように

取り組んでほしい。 

・誰でもが楽しめるように，障がい者も参画しながら一緒にソフト面の対応

マニュアルやその研修、および日々の声に応える仕組みを作ってほしい。 

 なお本会議では、新県立博物館の公式ツイッターに、リアルタイムで内容

を報告しました。ツイッター及び会議の運営の一部は、三重県立博物館サポ

ートスタッフにご協力いただきました。 

 

【協創と連携】 

県民・利用者の皆さん、三重県立博物館サポートスタッフ、三重県障害者

社会参加推進協議会にご参加いただきました。 

グループ討論の様子 

総合討論の様子 
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② 三重県総合博物館（仮称）経営向上懇話会 

 

【 目 的 】 

新県立博物館の整備にかかる「７項目」の１つとして、新県立博物館での活

動や運営に関する方針やしくみの構築に向けて総合的・俯瞰的な助言をいただ

くために、各方面の有識者で構成する「三重県総合博物館（仮称）経営向上懇

話会」を平成２３年度に設置しました。 

（委員）齋藤彰一氏  四日市商工会議所 会頭 

清水裕之氏  名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

末次秀行氏  中日新聞社三重総局 局長 

田部眞樹子氏 三重県子どもＮＰＯサポートセンター 理事長 

中村忠明氏  前パラミタミュージアム 事務局長 

西岡慶子氏  株式会社光機械製作所 代表取締役社長 

山下治子氏  株式会社アム・プロモーション ミュゼ 編集長 

山田康彦氏  三重大学教育学部 教授 ＜座長＞   （５０音順） 

 

【 概 要 】 

平成２４年度第１回目の懇話会は「新県立博物館の運営形態に関する考え方」

を主なテーマとして７月２４日に、第２回目は「開館に向けた広報計画」「企業

との連携促進について」を主なテーマとして３月２９日に開催しました。 

いただいた意見をもとに各項目を検討し、開館後のさまざまなしくみに反映

させ、効果的、効率的な運営に向けた方針や体制の構築を進めていくこととし

ています。 

 ※詳細は巻資②－１３ページに記載         
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（第１回懇話会） 

日時：平成２４年７月２４日（火）１５：００～１７：００  

場所：三重県総合文化センター 文化会館 大会議室 

議題： 

（１）報告事項 

平成２３年度第２回経営向上懇話会（平成２４年２月３日開催）で

いただいた意見に対する取組状況について 

（２）意見交換 

① 新県立博物館の運営形態に関する考え方について 

② みえ マイ ミュージアム（ＭＭＭ）プロジェクトの進捗状況につ

いて（報告） 

※主な意見 

巻末資料②“新県立博物館整備にかかる「３方向」「７項目」について”に添付 

第１回懇話会の様子 
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③「新県立博物館の活動と運営 Vol.４」のとりまとめ 

 

【 目 的 】 

事業実施方針に基づき、平成２１年度から毎年新県立博物館に向けた検討や

取組の進捗状況について報告し、県民の皆さんと共有し、意見交換するための

ツールとして、「新県立博物館の活動と運営 Vol.４」（本冊子）をとりまとめて

います。 

 

【 概 要 】 

新県立博物館に向けた検討や取組の実施結果と検討した内容について、毎年

度の進捗状況を「新県立博物館の活動と運営」という冊子としてまとめていま

す。１１月末までに中間報告をまとめ、１２月の県議会にお示しし、公表して

います。また、毎年２月に開催される「みんなでつくる博物館会議（本会議）」

の参加者には本冊子を事前に配付してご意見をいただいています。いただいた

ご意見をふまえて最終報告（案）をまとめ、３月に県議会にお示しし、３月末

に最終報告をまとめ翌年度のはじめに公表しています。 

平成２４年度の取組について、「新県立博物館の活動と運営 Vol.４」の最終報

告（案）をとりまとめ、２月１０日に開催された「みんなでつくる博物館会議

（本会議）」の参加者に事前に配付し、新県立博物館の検討案についてご意見を

伺いました。 
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第３章 ２０１３（平成２５）年度に向けて 

１ ２０１３（平成２５）年度の位置づけ 

２０１３（平成２５）年度は、開館に向けた最終年であり、仕上げの年と

なります。 

開館に必要な運営体制、基本展示や企画展示、講座、ワークショップなど

の事業などについて、着実に準備を進めるとともに、「７項目」（巻末資料

②を参照）についても、開館後における収支計画を示すなど工程表にそって

実行していくことが必要です。 

また、開館１年前イベントや開館記念行事、移転、情報システムの構築、

平成２６年度の企画展示など開館に向け、広報をはじめ準備を進めていきま

す。 

 

２ ２０１３（平成２５）年度の取組のポイント 

  ２０１３（平成２５）年度は、２０１２年度に引き続き「７項目」を意識

しながら、これまで進めてきた取組を進め、これらの取組をより具体的な環

境やしくみの整備につなげていくことが必要で、特に、次の点を重点的に進

めていきます。 

 

１）博物館活動の構築 

新県立博物館の活動（調査研究、収集保存、活用発信）について、平成

２４年度の検討案をもとに、引き続き県民・利用者の皆さんとともに、試

行的な取組を実施しながら検討を進め、「新県立博物館の活動と運営の方針

（仮称）」に位置づけた各活動方針の内容を検討して最終案を完成させてい

きます。 

とりわけ展示については、標本などの展示資料を収集するとともに、内

容に関する調査や模型・レプリカ製作のための各種調査を進め、完成させ

ていきます。 

 

２）運営の構築 

県民・利用者の皆さんからいただいた意見や経営向上懇話会で指摘され

た意見などをふまえてまとめた平成 2４年度の検討案をもとに、引き続き

意見をいただきながら、項目ごとに詳細な検討を進め、方針を完成させて

いきます。 
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３）開館に向けた広報戦略に基づく展開 

経営向上懇話会で指摘された意見をふまえて、開館に向けた広報戦略の

もとで時期設定などに基づく本格的な広報事業を進めます。 

これまでも県民・利用者の皆さんとともにさまざまな試行事業を実施し

てきましたが、引き続き新県立博物館づくりに具体的に関わっているとい

う実感をより多くの人にもってもらえるような参画型の事業（ＭＭＭプロ

ジェクト）を展開します。 

 

４）情報システムの整備 

平成２３年度に検討を行った博物館活動や運営の内容を前提にした仕様

に基づき情報システムを完成させていきます。 

 

５）「文化交流ゾーン」の検討 

新県立博物館の整備を契機とした美術館を含めた県総合文化センター周

辺地域の「文化交流ゾーン」として、連携を一層強化して相乗効果を高め、

集積効果を発揮する観点から、環境生活部として、平成２４年１１月、ワ

ーキンググループを設け、検討をはじめました。平成２４年度の成果をも

とに、平成２５年度には、具体化のための準備を行います。 

 

６）開館準備 

資料や事務所の移転をはじめとした平成２６年の開館に向けた準備と、

開館１年前イベントや、開館記念展示と記念行事など開館時の企画の準備

を進めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新県立博物館の活動と運営の方針（仮称） 

平成２４年度検討案 

 



巻資①－1 

１ 新県立博物館の活動と運営の方針(仮称)のとりまとめの考え方 

開館後の活動や運営の基本的な内容については、「新県立博物館事業実施方針(平成

２１年３月)」において、運営方針、調査研究方針などの各方針を順次検討し、開館

までに作成することとしています。 

毎年検討を重ね、その結果を年度ごとに博物館づくりの取組をとりまとめる「新県

立博物館の活動と運営」（Vol.1～Vol.5）の中でお示しして、県民の皆さんとの意見

交換を進めていきます。さらに、この「新県立博物館の活動と運営」（Vol.１～Vol.

５）をもとに、平成２５年度末に「新県立博物館の活動と運営の方針(仮称)」をまと

め、開館後の活動と運営に関する基本方針とします。 

 

「新県立博物館の活動と運営の方針（仮称）」の主な構成と検討時期は、下記のと

おり予定しています。 

 

 

「新県立博物館の活動と運営の方針(仮称)」の主な構成 

           ※最終的に、平成 25 年度末をめどに作成 
 

序 章 めざす博物館に向けて －活動と運営の基本的な考え方－ 

 

第Ⅰ章 活動と運営の基盤となるしくみ 

  ※平成 22 年度に検討案、22 年度～24 年度に検討、最終案を作成
 

第Ⅱ章 運営方針   

※平成 22 年度に検討案、22 年度～24 年度に検討、最終案を作成

  １ 基本的な考え方 

  ２ 設置条例など基本的事項 

  ３ 運営形態 

  ４ 運営基盤（職員体制、組織、連携体制、外部資金の活用） 

  ５ 効果的な広報、魅力的で持続性のある博物館のための取組 

 

第Ⅲ章 活動方針   

※平成 23 年度に検討案、23 年度～24 年度に検討、最終案を作成
１ 活動全般の考え方 

２ 調査研究活動 －調査研究方針－ 

３ 収集保存活動 －収集保存方針－ 

４ 活用発信活動 －交流創造展開方針・展示方針－ 

1 
2 

3 
4 

Vol.5  ■活動と運営の基盤となるしくみ

■運営方針 

■活動方針 

（調査研究方針、収集保存方針、

交流創造展開方針、展示方針） 

 

新県立博物

館の活動と

運営の方針

（仮称） 

 

新県立博物館の

活 動 と 運 営

(Vol.～Vol.5） 

H21～25 年度 

平成２５年度末完成 
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２ 平成２４年度検討案 

２０１２(平成２４)年度に検討してきたことについて、県民の皆さんとともに、今

後意見交換等を行っていくため、次のとおり報告します。 

なお、昨年度の案から変更した主な箇所に下線を引いています。 

目 次 

 

序 章 めざす博物館に向けて －活動と運営の基本的な考え方－ 

  １ 基本的な考え方 

２ 開館時期について 

 

第Ⅰ章 活動と運営の基盤となるしくみ 

１ 活動・運営管理（博物館マネジメント）のしくみ 

２ 日常的に博物館づくりへ参加・参画できるしくみ 

３ 連携のしくみ～連携・協力体制の構築～ 

４ 公文書館機能の確保のためのしくみ 

 

第Ⅱ章 運営方針 

  １ 基本的な考え方 

  ２ 設置条例、名称 

  ３ 運営形態（運営主体、開館形態） 

  ４ 運営体制（職員体制、組織、県民・利用者組織） 

  ５ 連携組織（ネットワーク、協議会等） 

  ６ 効果的な広報の展開 

  ７ 利用者の視点で進める魅力的な博物館運営 

  ８ 効果と効率、持続性に配慮した管理運営 

 

第Ⅲ章 活動方針   

１ 活動全般の考え方 

２ 調査研究活動 －調査研究方針－ 

３ 収集保存活動 －収集保存方針－ 

４ 活用発信活動 －交流創造展開方針・展示方針－ 
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１ 基本的な考え方 

（１）新県立博物館の使命と活動・運営 

新県立博物館は、  

 ①三重の自然と歴史・文化に関する資産を保全・継承し、次代へ生かす 

 ②学びと交流を通じて人づくりに貢献する 

 ③地域への愛着と誇りを育み、地域づくりに貢献する 

ことを使命としています。 

 

これらの使命は、県民･利用者の皆さんが、自己の生きがいや成長を得るとと

もに、地域に目を向け地域をよくしようという意欲が湧いてくるきっかけとなる

ことをめざしています。 

 

また、県立の博物館としての拠点機能を発揮して、館所蔵の資料にとどまらず、

県内の市町や博物館と連携して県内の貴重な資産を保全・継承する活動を行いま

す。また、人材育成・技術支援等について市町や地域を支援する役割を果たすこ

ともめざしています。 

 

新県立博物館は、調査研究、収集保存、活用発信の活動を通じて、使命を達成

し、役割を果たします。そして、新県立博物館が、持続して充実した活動を行っ

ていけるようにするのが運営の役割です。 

 

（２）「ともに考え、活動し、成長する博物館」 

   新県立博物館は、「ともに考え、活動し、成長する博物館」を活動理念とし、

常に、「協創」と「連携」の視点で、県民・利用者の皆さんと活動を展開し、館

の運営を行っていきます。 

 

２ 開館時期について 

「活動と運営の方針(仮称)」は、以上の基本的な考え方を前提に、「新県立博物館

基本計画(平成 20 年 12 月)」（以下「基本計画」という。）や「新県立博物館事業

実施方針(平成 21 年 3 月)」（以下「事業実施方針」という。）の内容にそって、開

館後の博物館活動と運営の基本的事項を明確にします。 

 

検討の前提となる開館時期については、目標としている「平成 26 年春」として

います。 

序 章 めざす博物館に向けて－活動と運営の基本的な考え方－ 
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１ 活動・運営管理（博物館マネジメント）のしくみ 

  新県立博物館の活動を県民・利用者の皆さんと、「ともに考え、活動し、成長さ

せていく」ため、最も重要な基盤となるのが「博物館マネジメント」です。 

  新県立博物館では、「博物館マネジメント」として、毎年の活動と運営を「計画

(Plan)－実施（Do）－評価(Check)－改善(Act)」のサイクルとして展開していく

評価と改善のしくみを構築します。 

   

 【博物館マネジメントのイメージ図】 

 

            

                    

                     

                    

 

 

           

                       

         

         

 

（１）計画段階 

① 中長期計画 

運営協議会やみんなでつくる博物館会議などに意見を求めながら、長期（10

年程度）を見越した中期（５年程度）の計画を作成、公表します。 

※計画項目－５年間の取組方針（重点的に取り組む方向など）、取組内容、活

動と運営の成果や業務量を表す指標・目標値など 

 

  ② 年次計画 

    年間の事業計画を作成し、概要は、「○○年博物館レポート(仮称)」に掲載す

るなど、公表します。 

 

（２）実施段階 

   実施にあたっては、アンケート、モニター制度などを工夫し、利用者による評

価を集約します。 

   利用者数、満足度、調査研究件数など、博物館の状況を表す数値データなども

集計します。 

 

第Ⅰ章 活動と運営の基盤となるしくみ 

中長期計画 

○○年博物館レポート(仮称)

※公開・意見集約 

①計 画 ( P l a n ) 段 階    

③ ふりかえり・評価(Check)段階 ② 実 施 ( D o ) 段 階   

みんなでつくる博物館会議 

こども会議など 

博物館レポート（仮称） 

（＝業務報告） 

運営協議会（助言機関）など 

モニタリング(アンケート、統計等) 

④改 善（A c t）段 階 
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（３）ふりかえり・評価・改善段階 

  実施段階で得たアンケート等の活用を盛り込んで評価と改善を行います。この段

階では、自己評価、第三者評価を組み合わせた総合評価と改善を行います。 

 

評価と改善のしくみの構築  ※平成２４年度末をめどに検討、開館までに構築 

   先行事例を詳細に調査し、自己評価と第三者評価（県民参加型評価を含む）を

効果的に取り入れ、指標・目標の設定から改善策の打ち出しまで一連の制度の構

築に向けて県民の皆さんとともに検討します。 

 ・先行事例調査           （平成２２～２３年度に検討） 

 ・制度の概要と構築スケジュール検討 （平成２３～２４年度に検討） 

 ・指標等の内容の議論、設定     （平成２５年度に検討） 

 

２ 日常的に博物館づくりへ参加・参画できるしくみ  ※平成 24 年度までに方針 

  新県立博物館では、県民・利用者の皆さんが、自身の興味や成長に応じて参加か

ら参画へ段々と博物館への関わり方を深め、広げていけるような工夫をすると同時

に、関わり方の段階に応じて多様な機会の提供や受け皿を用意することとしていま

す。 

特に、活動と運営への日常的な博物館づくりへの参加、参画の形態に着目して、

次の表を参考に検討を進めており、新しいしくみを平成 25 年度末から試行してい

きます。 
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３ 連携のしくみ～連携・協力体制の構築～ ※平成 25 年度までに試行、実施 

新県立博物館では、より充実した博物館活動を展開していくため、他の博物館や      

関係機関との連携や、地域の団体および企業等との連携を積極的に進めます。また、

連携関係を定着させるなかで、互いに支援しあう体制としくみを整えます。 

 

（１）県内博物館との連携 

県内の博物館が互いに連携・支援しあうゆるやかなネットワークを、県内博

物館園など 5２機関が加盟する三重県博物館協会と協力して整備します。現在、

県立博物館は三重県博物館協会の事務局も担っており、積極的に協会の活動を

展開するとともに、協会加盟以外の博物館園との連携も図っていきます。災害

時における文化財等のレスキュー体制の整備、平素から学芸職員が相互に研修

するしくみ、協働して行う展示や広報などを具体的に実現していきます。 

なお、平成２６年には新県立博物館を会場として、「三重県博物館協会４０周

年展（仮称）」を開催する予定です。平成２４年度から三重県博物館協会の委員

や有志が集まり開催準備のワーキングを行っています。また、三重県博物館協

会名簿を充実させ、人材活用・各館連携・災害対応の基盤づくりも進めていま

す。 

 

（２）大学・研究機関等との連携（相互協力協定の締結など） 

三重大学をはじめとする県内大学や他の博物館などのうち、館の方針に照ら

して、日常的に協力関係を築いていくべき相手先とは、相互協力協定を締結す

るなど、共同研究や人事交流、共同事業など館同士の連携、交流関係を構築し

ます。 

現在、三重大学とは、平成２１年度締結の連携方策を検討するための協定に

基づき、連携協議を重ねながら、共同の研究や学生への人材育成支援、地域づ

くりに関するシンポジウムの共同開催、大学講義への博物館学芸員の派遣、大

学の付属施設や博物館を活用した小中学校の学習カリキュラムの検討など大学

の研究教育の内容と連動した取組を試行的に行っています。引き続き、開館以

後に連携して取り組む事業を検討し、平成２５年度末に相互協力協定の締結を

目指しています。 

また、皇學館大学とも、相互協力協定の締結に向けて覚書を締結し連携協議

を進めています。 

 

（３）学校との連携 

学校教育における博物館および博物館資料の活用に向けて、市町の教育委員

会や地域の小中学校と出張授業やモデル事業の実施、教育用貸出ツールの検討

などの取組を進めます。 
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（４）まちかど博物館との連携 

県内の地域に５００館余りあるまちかど博物館について、個々の現状や地域

の状況を踏まえつつ、開館までに連携した取組や意見交換を行い、連携の内容

の方向を共有できるように進めています。なお、平成２６年には新県立博物館

を会場として、県内のまちかど博物館と協働して交流展示の開催に向けた取組

を進めていくこととしています。 

 

（５）地域の自然・歴史・文化に関する団体との連携 

地域の団体等については、それぞれの団体の活動を尊重しつつ、例えば、三

重の自然環境や地域の文化財の保全などの共通目的のための連携した取組や、

新県立博物館が行う研修会やワークショップ、調査研究などへの協力関係を築

きます。一方、新県立博物館としては、館の使命や活動方針にそって、各団体

が必要とする支援を提供する体制も必要です。今後、連携して活動する中で、

必要な連携環境の整備を進めます。 

 

（６）「文化と知的探求の拠点」や他の行政機関との連携 

県総合文化センターの各施設（県文化会館、生涯学習センター、県立図書館

等）および県立美術館とともに構成する文化交流ゾーンの効果的な展開につい

て検討を進めるとともに、さまざまな施設間連携を通じて、共同研究や共同展

示などの取組を進めることで、互いの機能強化、魅力向上につなげます。また、

新県立博物館の開館にあたって、案内や表示、観覧料など、共通の課題や調整

すべき項目について協議、取組を進めています。 

 

（７）県外および国外の博物館や大学・研究機関との連携 

他地域との比較により三重のもつ自然と歴史・文化の特性や独自性、普遍性

を明らかにするため、県外および国外の博物館や大学・研究機関との共同の調

査研究や連携展示などを進めます。 

例えば、ミエゾウについて、「ミエゾウ全身骨格復元委員会」を設置し、研究

者とともに調査プロジェクトを進めているほか、平成２４年６月には、中国科

学院古脊椎動物・古人類研究所の専門家に「ミエゾウに関する企画展示」につ

いて、展示内容や研究所からの資料の借用などの意見を伺いました。また、平

成２４年１２月から平成２５年１月にかけて、台湾国立科学博物館の研究員（ゾ

ウ化石の専門家）、東海大学（台湾台中市）の哺乳類化石研究者と共同で、県内

の東海層群に関わりの深い哺乳類化石について調査を行いました。 
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（８）企業等との連携 

三重県の経済・産業・雇用・文化などの面で大きな役割を担っている県内企

業や団体、ＮＰＯといった民間の団体は、“わたしの博物館”さらには“みんな

の博物館”づくりを実現するためには欠かせないパートナーであると考えてい

ます。 

そこで、活動面・運営面（展示や各種事業への参加や、広報面での協力）や

資金面（寄付や協賛）など、博物館活動のさまざまな場面での連携を図るべく、

具体的な連携のメニューを用意し、企業が多く集まる展示会やセミナーに参加

したり企業を個別に訪問して、新県立博物館への参画と支援を呼びかけていま

す。 

 

４ 公文書館機能の確保のためのしくみ 

※平成 24 年度末をめどに検討、平成 25 年度に諸規程整備 

新県立博物館の公文書館機能を確保するために必要なしくみを整備します。 

特に必要なことは、公文書館の機能を整理し、県の各部局、文書担当部、博

物館の役割分担を明確にし、文書の作成から歴史的公文書として保存、公開す

るまでの流れをしくみとして整備することです。このため、規則等の諸規程の

整備をあわせて行っていくとともに、施設、人材の整備が必要です。 

現時点では、下記の５点の課題について、整備を行っていく必要があると考

えています。 

 

①県の執行部局で作成した公文書が適切に移管される体制 

②移管された公文書を選別する場所とそのための諸規程 

③選別後の歴史的公文書を整理し、受け入れるための施設 

  （例：生物被害処置室、公文書等保存処理室、公文書整理室、歴史資料

収蔵庫（歴史的公文書資料含む）） 

④博物館資料の閲覧と異なる点を踏まえた、歴史的公文書閲覧に際しての必

要な規程と適切な施設（例：資料閲覧室、書庫、展示室） 

⑤公文書館機能を発揮するための専門人材（アーキビスト） 
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１ 基本的な考え方 

  新県立博物館の使命や役割、活動理念などをふまえて、「基本計画」においては、

博物館の運営を進める上で大切にすべきことを次のとおり定めています。 

①県民・利用者との協創により、運営を進める。 

②多様な主体との連携により、効果的な博物館運営を進める。 

③博物館の質や魅力、県民・利用者の満足度を持続的に高める。 

④開かれた博物館として、県民・利用者の立場に立った運営を行う。 

⑤効果的・効率的な運営のもとで博物館の使命・役割を持続的かつ着実に果たす。 

⑥環境保全の大切さを発信する管理運営を行う。 

また、県費負担の２割削減、広報体制の強化、民間の参画による経営基盤の確立、

自然エネルギーの活用拡大などを内容とする「７項目」も念頭に置いて運営方針の

検討を行います。 

 

２ 設置条例、名称 

（１）設置条例     ※平成 24 年度末までに方針決定、平成２５年三重県議会

定例会６月定例月会議に議案提出 

設置条例は、平成 25 年三重県議会定例会６月定例月会議に議案を提出するこ

とをめどに検討を進めました。 

検討にあたっては、現三重県立博物館設置条例の措置や、公文書館機能の位置

づけについて検討しつつ、条文等を明らかにしていきます。 

（条例で規定する項目(案)） 

  ①設置目的・趣旨 

  ②設置場所、名称 

  ③開館時間および休館日 

  ④業務、博物館事業 

  ⑤観覧料（料金、減免等の手続き） 

⑥利用について（許可、利用料金、損害賠償等） 

⑦博物館協議会 

⑧遵守事項、その他（規則への委任） 

 

（２）名称等について     ※平成 24 年度末をめどに検討 

新県立博物館の正式名称については、三重県立の総合博物館であることや、公

文書館機能を一体化した博物館であることなどをわかりやすく表現した名称を検

討した結果、 

「三重県総合博物館」 

とすることとし、最終的には、設置条例において定めていくこととしました。 

“総合”には、「新県立博物館基本計画（※）」において“新しい総合”として示

したような意味を込めました。 

第Ⅱ章 運営方針 



巻資①－11 

なお、新県立博物館のイメージを伝えるための愛称については、県民参加型事

業である「ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクト」を活用して、決定

していくこととしました。 

 

（※）新県立博物館基本計画 

第３章 新博物館の活動 －「協創」と「連携」で展開する博物館活動－ 

3-1 活動理念 

○新しい“総合”の観点で展開する 

・三重の自然と歴史・文化を総合的に捉えます。 

私たちの住む地域の自然やくらしを理解し、今に生かし、未来へつな

いでいくために、分野横断的・総合的に捉えた博物館活動を展開します。 

・活動を総合的に展開します。 

博物館の諸活動を相互に有機的に関連づけながら総合的に行うことに

より、一層の効果を上げられるように努めます。 

・人や組織の総合力を生かします。 

館内外の人や組織との有機的な連携・協働を実現し、その総合力を博

物館活動に生かします。 

 

３ 運営形態 

（１）運営主体  ※平成 24 年度末までに検討、設置条例に反映 

基本計画において、新県立博物館の運営は、博物館の基幹的な業務（学芸業務、

企画業務など）については県直営で行う「公設公営・一部民営（一部指定管理）」

としてきました。 

しかし現在、新県立博物館の整備を契機として、県総合文化センターや美術館

を含めた「文化交流ゾーン」について、各施設の連携を一層強化して相乗効果を

高め、集積の効果を発揮させるための一体的な運営のあり方を検討しました。 

検討にあたっては、総合文化センターの次期指定管理がスタートする平成２７

年度を目処に、新たな運営の手法を導入する方向で検討を行いました。 

こうしたことから、新県立博物館は、当面、建物の引き渡しを受ける平成２５

年度および２６年度は直営で運営することとしました。 

なお、直営で運営するにあたっては、県総合文化センターとの連携を図り、利

用者にとって不便が生じないよう配慮していきます。 

また、平成２５年４月に建物引き渡しを受けた後、すぐに円滑な施設管理がで

きるよう、準備を進めるとともに、文化交流ゾーン全体の一体的な運営に関する

関係施設などとの検討を踏まえ、その結果に応じた対応を行います。 
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（２）開館形態 

① 開館日・開館時間  ※平成 24 年度末までに明確化、設置条例に反映 

開館日・開館時間については、以下のように検討しています。 

休館日については、県民サービスの向上、施設管理の効率性、さらには総合

文化センター内の各施設との整合性の観点から、月曜休館とする方向で検討し

ました。 

開館時間についても、同様の視点から、総合文化センターの基本の開館時間

である９時～１９時と整合させるかについて検討を行った結果、以下の方針と

しました。 

・ 学習交流スペースなど県民の活動エリアについては、１９時まで開館とし

ます。 

・ 展示エリアについては、原則１７時まで開館とした上で、開館時間の延長

については、夜間などの開館による来館者見込み数と、延長に伴う経費（電

気、受付、警備など）増加分とのバランスも考慮しながら、土・日・祝日

や時期を限定（例えば、夏休み期間や他館事業と連携したテーマの展示開

催時など）した実施も検討しました。 

これらの内容について精査、議論をした上で、設置条例に反映させるととも

に、関係規則などを整備するように取り組みます。 

 

② 観覧料等      ※平成 24 年度末までに明確化、設置条例に反映 

現在、以下のとおり検討しており、各種観覧券の価格設定、減免対象者の範

囲、観覧券の種類（パスポート券など）等について、他の県文化施設との調整

を行いながら、設置条例および関連規則などに反映させます。 

エントランスエリアおよび交流創造エリア（こども体験展示室、三重の実物

図鑑を含む）など、利用者の方々が活動・交流するエリアについては無料とし

ました。 

基本展示室（常設展）は有料としました。全国の県立級博物館や他の県有文

化施設の状況、安定的・継続的な経営に必要な収入確保の観点などを総合的に

勘案した結果、一般料金は５００円に設定する予定です。 

なお、大学、各種専門学校などの学生は割引（３００円）とするほか、高校

生以下、心身に障がいを持つ方やその介護者の方などは無料とする予定です。 

企画展示室（企画展）は内容により有料もしくは無料としました。観覧券の

種類としては、通常券のほかに、年間パスポート券、他博物館などとの共通チ

ケット、前売券、団体割引制度などを設定する方向で検討しました。また、家

族割引制度についても検討しました。 

大学生については、大学とのパートナーシップ制度を整備し、活用を進めま

す。 

「家庭の日」については、正規価格の２割引とする案を検討しました。 
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（２）組織   ※平成 24 年度末をめどに検討、２５年度に整備 

新県立博物館の理念に基づく活動を効果的・効率的に展開するために、調査研

究、収集保存、活用発信の活動をバランスよく展開できるような学芸員など専門

職員の人材育成にもつながる組織とします。具体的な想定業務、職員人数などを

踏まえた開館時の組織体制については、以下を基本に平成２５年度末をめどに構

築します。 

 

○総務・管理部門 

          ・総務担当    →館全体の運営管理、庶務、経理、人事 

・企画広報営業担当→中長期計画の策定、館全体の渉外、広報等 

 

○事業部門   

          ・交流連携担当  →学習等の活動支援、連携事業等 

          ・資料活用担当  →閲覧・レファレンス、調査研究成果の普及等 

          ・展示担当    →展示の企画、実施 

 

○研究部門     →調査研究、資料の収集・保存 

             ※ 全専門職員が、総務・管理部門および事業部門と研究部

門を兼務  

 

       ○公文書部門    →歴史的公文書の保存・管理、展示、公開 

（歴史的公文書にかかる業務） 

   注意）組織名称は仮称です。 

 

（３）県民・利用者組織（日常的な参加・参画のための場の整備） 

   県民・利用者の皆さんとともに博物館づくりを進めるために、日常的に県民・

利用者の皆さんが博物館づくりに参加・参画し、活動や運営を支援するしくみを

整備します。とりわけ、参画に関わるさまざまな組織の目的や性格を平成２４年

度末までに明らかにして、開館までに整備します。あわせて、「みんなでつくる

博物館会議」、「こども会議」などについても、試行的に実施しつつ、開館までに、

位置づけや実施形態などを明らかにします。 

  （参画のしくみとして検討するもの） 

   ・運営協議会など、博物館運営のための組織として位置づけるもの 

   ・みんなでつくる博物館会議、こども会議など活動と運営の計画、評価と改善

のしくみとして位置づけるもの 

・サポートスタッフ 

・ボランティアスタッフの種別と組織化 

・友の会的な活動組織 

・団体や企業などからの支援体制 

 

館 長 

 ｜ 

副館長 
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③ 活動組織   ※平成２５年度に規定を整備 

    県民、団体、企業などの活動体制について、平成２４年度末をめどに検討し、

整備に取り組みます。また、県民学芸員（仮称）や地域の人材など、博物館活

動を支える人材の参画方法などについても、検討を行い、必要な規程などの整

備を行います 

 

  ④ 外部人材の参画・連携のしくみ ※平成２５年度に規定を整備 

共同研究や外部研究員の受け皿にもなる館側の調査研究のための制度につ

いて検討し、規程などの整備を行います。 

 

５ 連携組織（ネットワーク、協議会等） ※平成 25 年度末までに検討 

（１）三重県博物館協会を軸にしたネットワークの構築 

現三重県立博物館が事務局を担い、県内博物館５２機関が参加している三重

県博物館協会を軸に、県内外にすでにあるネットワークや協議会などとの連携

関係や方向を明確にして、必要な対応を進めました。 

（２）災害に対する博物館園や関係部局とのネットワーク 

東日本大震災の発生以降、三重県博物館協会が取り組んだ災害に関する研修

会、平成２４年度に制定した「災害時の相互協力、その他機関、団体との連絡

および協力に関する規約」をもとにネットワークを更に充実させます。 

平成２３年の台風１２号の被災博物館園に対して、三重県博物館協会を通じ

現三重県立博物館は救援活動を行いました。この活動に関する聞き取り調査や、

三重県博物館協会会員館園に行った「自然災害対応に向けた基本情報調査」の

結果を総合し、災害対応ならびに連携に関する今後の課題を確認し、災害に対

応できる平時からのネットワークづくりをめざし、県内外の組織、三重県博物

館協会加盟館以外の館園との連携や協力を、さらに具体化していきます。 

（３）みえ歴史的・文化的資産保存活用連携ネットワーク 

三重県環境生活部文化振興課県史編さんグループに事務局を置き、市町の自

治体史編さんや公文書管理の部局をむすぶ「みえ歴史的・文化的資産保存活用

連携ネットワーク」への参加を継続するとともに、同ネットワーク、三重県博

物館協会、県教育委員会社会教育・文化財保護課、県立美術館、斎宮歴史博物

館と連携して行った、災害時の取組や研修活動を継続発展させます。 

 

６ 効果的な広報の展開  ※広報戦略（平成２４年 3 月）に基づき、順次実施 

開館後の効果的な広報活動の実現に向けて、開館前の段階から、開館後の体制

づくりや、観光・マスコミ関係者との関係づくりなどを進めました。なお、広報

活動を効果的･効率的に展開していくためには、広報関連業務の経験やノウハウ

が必要であったり、企業などへ協力働きかけを行うにあたっての人脈やネットワ

ークが重要であることから、長期にわたって専門的に取り組んでいける体制を構

築していくことが理想です。 

しかし、人員と予算は限られていることから、県がもつ広報媒体やネットワー
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クの活用はいうまでもなく、県総合文化センター、県立美術館など「文化交流ゾ

ーン」の各施設や、県内博物館、観光関係機関などとの協力関係を構築してお互

いの情報発信能力を補完したり、開館に向けた広報を県民の皆さんとともに行っ

ている「新県立博物館みりょく発信隊」の開館後の継続実施などについて検討を

進め、効率的な広報の展開に努めます。 

 

７ 利用者の視点で進める魅力的な博物館運営 

（１）博物館の魅力を高めるサービス展開 ※平成２５年度前半までに検討 

 ミュージアムショップ（売店）については、平成２５年度前半までに方針を決

定し、具体的に整備を進めます。 

（２）誰にとっても快適な施設をめざして ※開館前から開館後へ引き続き検討 

   障がい者団体などやＵＤ（ユニバーサルデザイン）団体との意見交換をもとに、

多様な利用者が楽しめ、快適に過せるためのＵＤの視点での運営計画の検討と実

施を進めます。 

また、上記のような運営を行うにあたり、ボランティアや三重県立博物館サポ

ートスタッフのＵＤを考えるグループなどの博物館への参加組織と協力すること

を視野にいれ、運営方針の検討を行いました。 

 

８ 効果と効率、持続性に配慮した管理運営 

（１）資金     

① 資金計画           ※平成 25 年度に作成 

  収入については、多様な収入を確保するためのしくみ（寄附、協賛など）の

構築と、企業訪問などによる企業への働きかけを実施することで、県費以外の

収入源の確保に努めるとともに、支出については、管理・運営などに要する経

費の精緻化を図り、平成２５年度に収支計画を作成します。 

 

② 多様な外部資金等の調達、活用 ※平成 23 年度以降検討、実施 

三重の自然と歴史・文化に関する資料の散逸や劣化を防ぎ、県民共有の財産

として保全し、適切に次代に引き継ぐため、また、皆さんのご期待に添える展

示や事業を実現していくためには、多様な主体の方々との連携・協力に加え、

相応の費用が必要となります。そして、博物館活動の充実と拡大を図るために、

各種助成金、補助金など、調査研究や事業の資金獲得に積極的に取り組みます。

特に、新県立博物館が、各種調査研究資金を受けるために研究機関としての位

置づけを持つ必要があり、そのために課題があれば、その解決に向けた取組を

行います。 

また、博物館の活動について広く理解を得るための取組を積極的に行い、寄

附などの支援の受け皿の構築と、依頼活動を随時行いました。 
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（２）理念に基づく効果的で効率的な運営の実施と公開 

① 運営マニュアルの作成   ※平成 24 年度までに検討、25 年度前半に作成 

危機管理、非常対応なども含めた館内の場所や業務に応じた運営マニュアル

を作成し、開館までに実地訓練などを行い、常勤、非常勤等を問わず、全スタ

ッフに徹底させます。 

② 「博物館レポート（仮称）」の発行と公開  ※開館後 

新県立博物館の運営内容については、毎年度業務報告書として「○○年博物

館レポート (仮称)」によりとりまとめ、公表するとともに、「資産カルテ」の

作成、公表も行います。あわせて、運営協議会や毎年実施する「みんなでつく

る博物館会議」、「こども会議」などにおいて意見を聴取するなど、よりよい運

営に向けて取組を進めます。 

 

（３）環境保全の大切さを発信する管理運営   ※開館後 

新県立博物館の建築にあたっては、太陽光発電や地中熱を利用した空調熱源シ

ステム、ハイブリッド照明などの省エネルギーの実現や、縦ルーバーの設置、外

断熱工法や床吹出し空調方式、高効率照明器具などの採用や IPM（総合的害虫管

理）の考え方による収蔵庫の環境確保など環境に配慮した施設としています。こ

のような環境保全の大切さを発信する施設として、環境学習にかかわる事業を行

うとともに、建物全体のエネルギー消費傾向の把握や、機器の運転状況の効率評

価などにより継続的に環境負荷の低減に留意した管理運営を行い、よりよい三重

の環境づくりや地域環境の保全に取り組みます。 

 

（４）地元地域との良好な関係づくり ※開館前から順次検討し、実行 

   新県立博物館が、地元地域に親しまれ、支持されるよう、地域協議会（仮称）

の設置や地域との共催事業・イベントなどについて、検討を進め、実行していき

ます。また、このような活動が地元地域からより広い連携に広がるよう努力して

いきます。 

平成２４年度は、地元自治会と共同開催して三重県立博物館長の講演会を開催

したほか、地元自治会向けの建築現場見学会を開催しました。 
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１ 活動全般の考え方 

新県立博物館の使命や役割、活動理念などをふまえて、「基本計画」においては、

博物館の活動を次のとおり定めています。 

① 調査研究活動、収集保存活動、活用発信活動の３つの活動は、三重の自然と

歴史・文化の資産を保全・活用する博物館の基盤となる基本的な活動です。 

② 新県立博物館では、この３つの活動を相互に結びつけ、それらのすべてを県

民・利用者に開き、協創と連携の視点により、県民・利用者とともに進めるも

のとします。 

③ 活動を展開するにあたっては、分野横断的・総合的に行う新しい“総合”の

観点に立つとともに、館内にとどまらない活動を行います。 

④ ３つの活動すべてをとおして、博物館が県民・利用者の活動と交流の場とし

て機能することにより、人づくりや地域づくりに幅広く貢献することをめざし

ます。 

 

２ 調査研究活動 －調査研究方針— 

三重の新県立博物館では、三重県とその周辺地域がもつ多様な自然と歴史･文化、

並びに関連する地域・分野について調査研究することで、三重のもつ資産の価値を

追求し、その特徴や意義を明らかにして、地域のくらしがより豊かになることをめ

ざします。また、その調査研究は、学芸員や研究者のみで行うのではなく、博物館

利用者やより多くの県民とともに行うことで、成果を共有できるようにします。 

博物館での調査研究は、自然と歴史・文化など地域のくらしに関わる幅広い分野

について横断的・総合的に行います。また、その成果を発信するとともに、その成

果を生かして、魅力ある地域づくりにつなげることをめざします。さらに、博物館

や公文書館機能のあり方に関する調査研究を行っていきます。 

 

（１）調査研究の方針 

① 博物館のテーマである「三重が持つ『多様性の力』」を探求します。 

② 調査研究活動の成果を三重の資産の保全・活用につなげ、三重の魅力を明ら

かにするとともに、県民・利用者の自己実現を支援します。（人づくり） 

③ こうした取組をとおして、地域資産の掘り起こしや地域の見直しを促進し、

県民・利用者の主体的な活動や地域づくり、地域課題の解決を支援し、より豊

かなくらしやすい地域につなげていきます。（地域づくり） 

④ 新県立博物館では、これらの調査研究活動を計画段階から県民・利用者とと

もに総合的に行います。 

 

第Ⅲ章 活動方針 
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（２）扱う調査研究分野と、その調査研究分野に対する目的 

① 三重の地域の固有性や特徴を明らかにするために、三重とその周辺地域の

自然と歴史・文化並びに過去から現在にかけての移り変わりを調査研究しま

す。 

・三重県内の地域を豊かにするための提案の根拠となる調査研究 

・三重県および県内各地域の課題を解決する調査研究 

・三重の自然と歴史・文化に関して学術的に価値を高める調査研究 

② 三重にある資料と博物館資料の保存のあり方（保存科学）を調査研究します。 

・三重の自然と歴史・文化に関する資料を適切に保存していくための調査研究 

③ 博物館のあり方（博物館学）を調査研究します。 

・博物館が県民・利用者にとって利用しやすい活動や運営をするための調査研

究 

④ 博物館内に整備していく公文書館機能のあり方を調査研究します。 

・歴史的公文書等を適切に収集保存していくための調査研究 

・歴史的公文書等を公開し、県民・利用者の皆さんが閲覧・利用しやすくする

ための調査研究 

 

（３）調査研究のカテゴリー 

① 総合研究 

「三重の自然と歴史・文化」をテーマとする三重県立博物館の使命の実現

に関わる課題を総合的にとらえて、当館の学芸員が研究代表者となり、当館

の学芸員や外部の研究者等と共同で取り組みます。期間は３～１０年を想定

しています。 

② 共同研究 

総合研究の課題には至らないものの、個別に「三重の自然と歴史・文化」

に関わる専門性が高い課題を、当館学芸員の企画に基づき、当館の学芸員が

研究代表者となり、当館の学芸員や外部の研究者等と共同で取り組みます。

期間は１〜３年を想定しています。 

③ 専門研究 

当館学芸員が自らの高度な研究能力を維持していくために取り組みます。 

④ 提案型研究 

外部から提案された企画に基づき、その外部企画者が研究代表者となり、

当館や外部の研究者と共同で調査研究を行います。期間は１～３年を想定し

ています。 

※設置・募集要項（趣旨、研究内容、募集対象、募集、研究期間、研究日

時等、登録・報酬・保険・研究費、研修、登録の抹消）等規則を平成 

２５年度までに整備していきます。 
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⑤ 受託研究 

外部からの委託により、博物館の学芸員が研究代表者となり、当館や外部

の研究者と共同で調査研究を行います。期間は１～３年を想定しています。 

※設置・募集要項（趣旨、研究内容、募集対象、募集、研究期間、研究日

時等、登録・報酬・保険・研究費、研修、登録の抹消）等規則を平成 

２５年度までに整備していきます。 

 

（４）調査研究の体制 

① 調査研究を推進するための内部体制として、調査研究委員会をおきます。 

② 調査研究を効率的・効果的に推進するための助言を求めたり、評価をいただ

くための外部有識者による委員会を設置します。 

③ 博物館利用者が個別の研究課題について、博物館の施設や備品を利用して、

学芸員とともに調査研究を行うことのできる制度を設けます。提案型研究とし

て受理された企画者は、客員研究員として博物館内で調査研究を行うことがで

きます。なお、研究員に対して博物館の施設や備品の利用には便宜を図ります。 

④ 各研究カテゴリーの体制については、研究代表者が中心となり個別の調査研

究体制を組織します。その際は、専門性を持つ研究者や、調査研究活動の実施

に協力いただける県民・利用者や団体を広く受け入れ、体制を組織します。 

※調査研究委員会の設置要綱（趣旨、選任、職務、評価、報償等、庶務、委任

など）や利用者が博物館を利用して研究できる客員研究員の設置要綱（設置、

組織、任期、業務、報告、会議、活動費等、その他）や要領（趣旨、調査対

象、会議、調査等、報告、遵守事項）、その規則を平成２５年度までに整備

していきます。 

 

（５）調査研究の評価と改善方策 

調査研究の審査や実施期間、評価と改善のしくみを検討していきます。 

① 可能な限り計画段階からホームページ等で進捗状況を報告することにより

透明性を高め、広く県民に広報し県民から意見をいただきます。 

② 年度ごとに中長期的な視点も入れた研究計画を策定します。 

 

（６）調査研究の成果の活用・公開 

さまざまな機会や方法を活用し、速やかに報告します。論文を執筆し掲載する

ための努力をすることを義務とします。 

（例：学術誌、企画展、紀要、学会、報告会、ホームページ、報道発表など） 

 

（７）計画的な調査研究の推進 

調査研究の評価の結果を反映しながら、中・長期的な計画を立てて調査研究を

行います。調査研究を持続的に進めるために、研究費の確保に努めます。あわせ

て、文部科学省科学研究費補助金の申請研究機関としての立場を得ることや、調

査研究の受託など、外部資金の導入についても努力します。 
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３ 収集保存活動 －収集保存方針－ 

三重とその周辺地域の自然と歴史･文化などの資産を保存･継承し、誰もが活用で

きるようにするための活動として資料の収集保存活動を行います。活動にあたって

は、三重県内の他の博物館や関連した機関と連携して、三重県内の資料が総合的に

保存・継承されるように努力します。資料の収集にあたっては、資料収集方針を定

め、長期的・計画的な視野に立って行います。 

 

（１）収集保存の方針 

① 新県立博物館は三重とその周辺地域の自然と歴史・文化の資産の衰退・散

逸・滅失・絶滅を防ぎ、県民の共有財産として保全し、適切に次代に引き継ぐ

ための主要な役割を果たします。 

② 現地保存を原則としつつ、県立の博物館として支援・助言・提言など中心

的な役割を果たす観点に立ち、関係機関との連携・役割分担のもと、資産の状

態や環境を考慮し、最善の方法をとるようにします。 

③ 地域資産の守り手の育成や地域資産の保全活動を支援します。 

④ 活用発信活動につなげるとともに、新県立博物館の特色や使命・理念に基

づく長期的視野に立った計画的な収集保存活動を行います。 

⑤ 県が作成し、保存期限を越え廃棄対象となっている公文書について、基準

を設け選別を行い、歴史的公文書として受け入れ、保存・公開します。 

 

（２）収集保存の対象 

① 領域 

三重とその周辺地域のありようを理解するために必要な自然と歴史・文化に

関する資料を収集します。 

② 種類 

実物資料、写真・映像・音響資料、印刷物・文献資料・文字資料、複製・模

型、情報、歴史的公文書を想定しています。 

 

（３）収集の方法 

① 採集、発掘、購入、寄贈、移管、交換、製作、寄託、借用などの収集方法の

整理と方法別の課題を考慮した受け入れ手続きについて検討します。 

※資料収集方針（資料の調査、博物館資料購入検討会議、資料評価者および資

料評価委員、資料の評価）を平成２５年度までに整備していきます。 

② 館内に館外の有識者を含む資料評価委員会を設置し、高度な判断は必要に応

じて審査することとします。 

※資料評価委員会の設置要綱（趣旨、選任、職務、評価、報償等、庶務、委任

など）やその規則を平成２５年度までに整備していきます。 

③ 現三重県立博物館および三重県環境生活部文化振興課県史編さんグループ

が所蔵している資料については、すべて新県立博物館に引き継ぎます。 
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（４）収集資料の整理保存 

① 資料の分類・整理・登録の手順、方法を明確にし、それらのデータベース化

を着実に進め、博物館資料がより幅広く活用できるような環境整備を行います。 

※情報システムの整備の中で検討しています。 

② 保存科学専門職員を中心に適切な保存環境で的確に保存管理を行います。 

 

（５）資産保全のための支援・連携体制の整備 

① 地域の資料の保存・記録・修復を知識・技術面から支援できる体制・しく

みを整備します。 

② 地域資産の守り手の育成や地域資産の保全の取組を全県的に推進します。 

③ 地域の文化的資産を保全すべく活動をはじめた、三重県歴史的・文化的資

産保存活用連携ネットワーク（事務局：環境生活部文化振興課県史編さんグル

ープ）や三重県博物館協会（事務局：現三重県立博物館）の取組に積極的にか

かわることにより、緊急・災害時などにおける広域的な相互支援と連携の体制

づくりを推進します。 

④ 今後も起こるであろう災害等に積極的に対応することで経験を蓄積継承し、

地域の文化的資産保全の支援に役立てます。すでに、東北地方太平洋沖地震の

文化財レスキュー事業や、平成２３年の台風１２号による県内博物館や公文書

の被害への対応での経験については、三重県歴史的・文化的資産保存活用連携

ネットワークや三重県博物館協会の研修会を利用し県内の関係者へ向けて報

告を行っています。 

 

（６）収集保存活動のために必要となる取組 

① 収集保存活動を支える人材（保存・修復の専門職員）、施設・機器を確保し

ます。なお、平成２３年度に保存科学が専門の学芸職員を１名採用しました。 

② 公文書館機能との一体化に関するシステム・体制等を整備します。 

③ 資料受け入れにあたっての関係機関等との連携体制を構築します。 

④ 資料収集方針を策定し、収集に関する審査のための体制を整備します。 
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４ 活用発信活動 —交流創造展開方針・展示方針— 

   

博物館に蓄積された三重の自然と歴史・文化に関する資産や情報を誰もが活用・

発信し、相互に交流できるようにするための活動として、活用発信活動を行います。

活用発信活動は、「交流創造」と「展示」の二つの活動からなります。「交流創造」

は、従来は“教育普及”と呼ばれてきた活動ですが、博物館と県民・利用者の双方

向的な交流活動によって新しい価値を生み出すという意味で「交流創造」としてい

ます。また、同じく「展示」の活動も一方的な発信ではなく、参加・参画・連携な

どに力点をおいて取り組みます。これらの活動により、三重の特色である「多様性」

を探求し、県内外に発信します。 

 

（１）活用発信の方針 

① 蓄積された資産や情報を誰もが活用発信し、主体的に交流できるものとす

ることで「協創」の輪を広げます。 

② 県民・利用者一人ひとりの自己実現を支援し、三重への愛着と誇りを育み、

地域づくりや地域課題の解決などの新たな創造へとつなげます。 

③ 特に、未来を担う子どもたちが、さまざまな学びや世代を超えた交流によ

り感性や創造力を伸ばす場にします。 

④ 展示の展開にあたっては、中・長期的な視野に立った展示計画に基づいて

進め、各展示の評価をし、その後の計画に反映していきます。 

 

（２）活用発信の考え方 

① 交流創造 

三重の自然と歴史・文化に関する興味や関心、学習や調査研究、活動など、

さまざまなニーズを持つ県民・利用者に対して、以下に詳しく示す三重に関す

るレファレンス、情報の受発信、資料の閲覧、学習交流プログラムなどの機会

を提供するとともに、それらの活用を県民・利用者と館、県民・利用者相互の

交流の中で育み、新たな創造や発信につなげます。 

② 展示 

従来型の一方向的な公開にとどまらず、交流創造の取組と連動させながら、

県民・利用者との双方向・交流型の活動とすることで、さまざまな人びとが出

会い、交流し、多様な三重の魅力の再発見と発信ができるものとしていきます。 

 

（３）「交流創造」の展開方法 

活動の中核的な役割を担う場として、博物館内に「交流創造エリア」を設け、

県民・利用者が、活発に利用し、交流できるようにします。「交流創造エリア」

は、三重に関するレファレンス、情報の受発信、資料の閲覧、学習交流プログ

ラムの４つで展開します。 

① 三重に関するレファレンス 

三重に関して聞きたいことを、気軽に相談を受け対応できる環境づくりを進
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めます。 

※レファレンスの運用方針や規則を平成２５年度までに整備していきます。 

② 情報の受発信 

博物館がもつ情報を発信するだけでなく、県民がもつ地域における情報も受

け入れて、これらの情報を博物館と県民・利用者の双方が活用できるしくみを

つくります。 

※情報システムの中で整備していきます。 

③ 資料の閲覧 

資料閲覧のための手続きや方法を定めるなど、資料の保存環境に配慮した閲

覧活用のしくみをつくります。 

※資料の利用要綱（趣旨、資料等の範囲、利用の目的、利用の内容、利用条

件、利用の手続き、遵守事項、弁償の義務、委任）や要領（趣旨、閲覧、

借用、複製・複写（模写）、撮影、出版物掲載、その他）を平成２５年度ま

でに整備していきます。 

④ 学習交流プログラム 

新県立博物館が館内外で実施する学習交流プログラムを検討し、実施します。 

※学習交流プログラムの種類やその運用方針を平成２５年度までに整備し

ていきます。 

 

（４）「展示」の基本 

  ① 三重の自然と歴史・文化のことがわかる展示 

博物館の各所で、三重を知り、学び、探求できるようさまざまな演出やしか

けを配置します。 

  ② みんなで一緒につくっていく展示 

県民・利用者の皆さんとともに行う調査研究成果の展示をはじめ、皆さんか

ら寄せられる地域の情報を展示などで発信していくなど、双方向の交流型の活

動を展開します。 

③ 子どもたちを育む展示 

野外も含めた敷地全体を活用して、子どもたちが「遊ぶ・楽しむ」ことをと

おして、知ること・考えることの楽しさを知り、博物館や地域に対して興味・

関心をもてるようにします。 

 

（５）「展示」の展開方法 

「三重が持つ『多様性の力』」をテーマとして、「交流創造」の活動と連動させ、

双方向・交流型の展示活動を展開します。展示の種類は以下のとおりです。 

① 常設的に展開する展示 

多様で豊かな三重の魅力を紹介する常設的な展示として「基本展示」「三重

の実物図鑑」「こども体験展示室」「野外展示」があります。常設的な展示につ

いては、県民の皆さんから受け入れた資料や情報を活用したり、季節ごとに展

示物を替えたりすることで、展示物に変化を持たせるようにします。 
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② 開催期間を限定した展示 

基本展示と連動させるなど、いくつかの展示を組み合わせてさまざまな視点

から三重の魅力を発信する開催期間を限定した「企画展示」を実施します。 

 

（６）「展示」の種類と考え方 

① 基本展示 

多様で豊かな三重の魅力を新県立博物館の基本展示室で紹介します 

② 企画展示 

いくつかの展示を組み合わせてさまざまな視点から三重の魅力を新県立博物

館の交流展示室と企画展示室で発信します。企画展示は、下記のように構成し、

３～５年分の企画展示計画をつくり、展開します。 

○自主企画展・全国巡回展 

従来型の特別展・企画展に相当するもので、 

・調査研究などの成果をベースに三重の幅広い魅力を紹介する自主企画展 

・全国的な規模で行われる全国巡回展などを実施します。 

○トピック展 

基本展示と連動、補完する可変性のある展示として、三重の魅力をさまざま

な切り口で紹介します。随時展示替えを行うことにより、県民・利用者が常

に新しい三重の魅力を発見できる場とします。 

○交流展 

・県民や諸団体などとの協創による調査研究成果の展示 

・県民や諸団体の主体的な活動成果に博物館が展示技術の支援などを行い実

施する県民協創交流展 

・三重県博物館協会、県内博物館、大学、地場産業の団体、企業等と連携し

て実施する他機関などとの連携展 

・博物館の展示発信機能を生かして、県の諸施策をより効果的に発信するこ

とを目的とした県諸施策との連携展 

など、さまざまな主体とともに交流展示を実施します。 

③ 館内での展示 

「基本展示」や「企画展示」のほかに、下記のようにこれらと関連した展示を

設けます。 

○体験展示（こども体験展示室） 

未来を担う子どもたちの探求心を刺激し、博物館の楽しさやおもしろさを実

感し、興味や関心を深めることができる場とします。五感を使って三重の自

然と歴史・文化や博物館の活動を体感できる展示内容を検討します。 

○分類展示（三重の実物図鑑） 

三重の自然と歴史・文化に関する基準的な標本などの資料を分類した実物図

鑑的な展示とします。交流創造エリアの資料閲覧空間と連動して設置するこ

とによって、実物資料をより有効に活用できるようにします。 
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○野外展示 

館内の展示と野外の里山林を関連づけ、昆虫や植物・地層などの自然観察や

里山保全・再生活動などをとおして、県民・利用者が自然とその大切さを体

感できる野外展示とします。 

④ 館外での展示（移動展示） 

博物館の活動を館外に広げるアウトリーチ活動の一環として、県民・利用者

との協創や、県内博物館や学校、公民館などとの連携の取組により、県内各

で展示を行います。子どもたちにも親しみやすい内容とし、博物館への興味・

関心を深める機会とします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新県立博物館整備にかかる「３方向」「７項目」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





巻資②－２



①

総事業費を含めた支出の
節減努力を不断に行う。
段階的な増収も盛り込ん
だ収入計画を立案し、年
間の運営費４億５千万円
に対する県費負担につい
て、２割程度削減するこ
と

・収入については、多様な収入の確保に向けた方策に係る
制度設計を実施中

・支出については、開館後における支出項目及び金額の精
査を実施中
（詳細は別紙１のとおり）

②

入館者増、企業からの寄
付などの収入増を実現す
るため、広報体制を強化
すること

・新県立博物館の開館時期や取組概要を知っていただくた
めの幅広い広報や、館長出張講演会などを通じて、博物
館に興味を持っていただくための広報を実施中

・“わたしの博物館”づくりに向けた取組の一環として、
県民参画型プロジェクトである「ＭＭＭプロジェクト」
を展開中
（詳細は別紙２のとおり）

③

外部有識者による委員会
（「経営向上委員会（仮
称）」）を立ち上げ、第
三者の視点から博物館事
業の経営面などについて
評価し、改善していくた
めのしくみを早期に導入
すること

・7月24日に、本年度第１回会合を開催
［主な議題］

・新県立博物館の運営形態に関する考え方について（運
営主体、開館日・時間、観覧料、県民参加組織など）

・3月29日に、本年度第2回会合を開催
［主な議題］

・開館に向けた広報計画について
・企業との連携促進について
（詳細は別紙３のとおり）

④
多様なアイデアをもとに
民間の参画による経営基
盤の確立をはかること

・寄附・協賛といった資金的な協力だけでなく、展示や各
種イベントでの協働、広報や誘客での連携など、さまざ
まな観点からの連携実現に向けたメニューをとりまとめ

・随時、企業訪問や各種イベントでの周知等を行い、寄附
や協賛といった資金的な協力とあわせて依頼中
（詳細は別紙１のとおり）

⑤
現博物館について県費負
担をかけないような解決
策を示すこと

・偕楽公園内に立地する現博物館の扱いについて、地元自
治体である津市との協議を継続しながら解決策を検討

⑥
自然エネルギーの活用に
ついて、当初計画よりも
一層拡大すること

・展示室屋根上部への太陽光パネル（当初計画20kw＋追
加100kw）設置について、平成24年7月に着工（平成
25年3月完了予定）

・総合文化センター立体駐車場との連絡ブリッジの屋根上
  部への太陽光パネル（2.5kw）設置を、平成25年度に

実施予定
（詳細は別紙４のとおり）

⑦

金銭価値では示せない社
会への影響・効果を明示
し、それらへの取組状況
を確認するための評価と
改善のしくみをつくるこ
と

・博物館評価に係る学識経験者等との勉強会を実施
・地域社会への影響・効果を数値等で表すための項目の洗

い出しに向けて検討中
（詳細は別紙５のとおり）

項目内容項目 取組状況

現博物館の解決策

自然エネルギーの
活用拡大

金銭価値で示せな
い影響・効果

県費負担の削減

広報体制強化

外部有識者による
委員会
※正式名称：三重
県総合博物館（仮
称）経営向上懇話
会

民間の参画による
経営基盤確立

２ 新県立博物館整備にかかる「７項目」の取組状況について
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「７項目」の取組状況について 

（①県費負担の削減 ④民間参画による経営基盤強化） 

 

【新県立博物館整備にかかる「７項目」】 

① 総事業費を含めた支出の節減努力を不断に行う。段階的な増収も盛り込んだ収入

計画を立案し、年間の運営費４億５千万円に対する県費負担について、２割程度

削減すること 

④ 多様なアイデアをもとに民間の参画による経営基盤の確立をはかること 

 

１ 取組状況 

支出の節減に向けた支出項目及び金額の精査を進めるとともに、新県立博物館の

活動と運営にあたっての重要なパートナーである民間企業との連携促進に向け、寄

附・協賛といった資金的な協力、展示や各種イベントでの協働、広報や誘客での連

携等、さまざまな観点からの連携実現に向け、具体的メニューをとりまとめました。 

 

（主な連携メニュー（例示）） 

①展示関係 

・ 各企業の歴史や技術を紹介する「期間限定の企業博物館」や、「三重の産業史」

「三重にゆかりのある人物」等を取り上げたテーマ展示への参画（企画段階

からの参画、所有する昔の製品・製造機器・写真等資料の寄贈・寄託等） 

・ 基本展示の「くらしと自然」コーナーで実施する、“県民の皆さんとともに進

める資料収集プロジェクト”への参画（創業当時の町並みが分かる写真や当

時の世相が分かる資料の寄贈・寄託等） 

・ 自社で所有する資料等の展示や保存に関するアドバイス 

②イベント関係 

・ 博物館内や企業の事業所等での各種事業（ワークショップなど）の実施（講

師の相互派遣や活動・調査フィールドの提供等） 

・ 企業内研修会や、顧客や地域住民向け会合での各種講演会の実施（館長出張

講演会等） 

③運営関係 

・ ミュージアムショップの商品開発や商品提案 

・ こども体験展示室等で使用する備品や材料、ノベルティ等の提供 

④広報、誘客関係 

・ 店舗等へのポスター・チラシ等の掲示 

・ 企業ホームページでのリンク先の設定 

・ 顧客や地域住民向け会合での各種講演会の実施（館長出張講演会等） 

・ 封筒や各種印刷物への「新県立博物館を応援している」旨の表示 

・ 自社及び関連会社の従業員の方々や、顧客や取引企業の方々への無料入館券

の配布 

（別紙１）
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・ 所有する施設との共通チケットの設定（文化・観光施設や周辺店舗との共通

割引券等） 

・ 観光商品や町歩きコースへの組み入れ（「おすすめ観光ルート」等） 

・ 津駅等からのアクセス面での連携（公共交通機関を利用した際の共通割引券

等） 

⑤資金的支援関係 

多様な収入を確保するための方策の一つである企業等からの資金的支援につい

て、従来型の寄附・協賛に留まらず、企業が少しでも参加しやすい新たな方策を

検討しています。 

企業訪問等により企業の意向把握を行いながら、最終的な制度設計を進めてい

ます。 

・ 新県立博物館の整備に対する寄附、活動と運営全般に対する寄附、展示・収

蔵資料の保存や修繕に対する寄附 

・ 企画展示や各種事業の実施に対する協賛 

・ コーポレーション・デー（仮称）（※１）への参加 

（※１）企業の記念日など任意の日に一定額を協賛いただくことで、その日の来館者全員

の観覧料を無料とする制度 

・ 企業パートナーシップ（仮称）（※２）への参加 

（※２）一定額を支払うことで、新県立博物館の利用に関する各種特典を受けることがで

きる制度 

 

２ 平成２５年度以降の予定 

随時、企業訪問や各種イベントでの周知・依頼を行い、寄附・協賛といった資金

的な協力とともにさまざまな形での連携について、民間の参画促進を図ります。 

これらの取組成果を元に、平成２３年１２月に示した収支計画案の精緻化を図り、

平成２５年度に開館後における収支計画を作成し、県費負担２割削減に向けて取り

組みます。 
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「７項目」の取組状況について 

（②広報体制強化） 

 

【新県立博物館整備にかかる「７項目」】 

② 入館者増、企業からの寄付などの収入増を実現するため、広報体制を強化すること

 

１ 取組状況 

県民の皆さんに、新県立博物館の概要や取組について知っていただくとともに、個

人、団体、企業などさまざまな主体による「みんなでつくる博物館」づくりを推進す

るため、昨年度に策定した広報戦略に基づき、次のような広報広聴活動を実施しまし

た。 

 

（１）使ってもらえる博物館となるために（利用者の増加に向けた取組） 

①「存在を知らない、関心がない方」に対する、博物館との出会いを促す取組 

（看板等の設置、公共交通機関等への広告） 

・ 津駅構内への看板設置（平成２３年度から継続） 

・ 三重県立博物館への懸垂幕設置（平成２３年度から継続） 

・ 県庁大駐車場への横断幕設置（平成２３年度から継続） 

・ 紀勢自動車道 紀勢大内山ＩＣ（大紀町）付近への看板設置 

（平成２３年度から継続） 

・ 近鉄ポケット時刻表への広告掲載（平成２３年度から継続） 

・ 三重交通路線バスへの広告掲載（９月～） 

（各種イベントでの周知） 

・ 博物館教室、フィールドワーク、出前トーク（随時） 

・ 県民の日記念事業（４月） 

・ 里海フェスティバル（７月） 

・ Ｍｉｅこどもエコフェア（７月） 

・ Ｍ祭（７月） 

・ みえ森林フェスタ（１０月） 

・ 東京・大阪三重県人会大会でのパンフレットなど配布（１０月） 

・ 県民公募債の募集チラシにおけるＰＲ（１０月） 

・ 三重のくらしの記録写真パネル展（１１月～２月） 

・ 三重県ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）ＰＲ活動への参加（高速道路サービ

スエリアや津なぎさまちでのチラシ配布）（１２月） 

・ 三重県観光・記者発表会及び交流会（１月） 

・ リーディング産業展みえ（２月） 

・ 子育て応援！ワクワクフェスタ（２月） 

（別紙２）
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・ 三重県関西連携交流会（３月） 

・ 三重しぜん文化祭（３月） 

（新聞、雑誌等への寄稿） 

・ 毎日新聞「続紙上博物館」、博物館・美術館ジャーナル「ミュゼ」への記事連載（随

時） 

・ Ｍｉｅ Ａｒｔ Ｐｒｅｓｓへの記事掲載（７月、１１月、３月） 

・ 新県立博物館ニュースの発行（７月、１１月、３月） 

・ 子育てファミリー応援フリーマガジン「きらきら」への記事掲載（１０月～） 

・ 伊勢文化舎「三重のまちかど博物館へ行こう！」への記事掲載（１２月） 

・ 雑誌「ｆｒｅｅｋ」への記事掲載（３月） 

（テレビ、ラジオへの出演） 

・ 三重テレビ「とってもワクドキ！」への出演（７月） 

・ 三重テレビ「県政チャンネル 輝け！三重人」への出演（１月） 

・ 東海ラジオ「こんにちは三重県です」への出演（１月） 

・ ＦＭ三重「みえ アート＆カルチャー」への出演（９月～） 

・ ＦＭ三重「こんにちは三重県です」への出演（１月、３月） 

・ ＦＭよっかいち「イブニングウェーブ」への出演（１１月） 

・ ＺＴＶ「まちの話題ＺＴＶプラス」への出演（２月） 

（その他） 

・ 建設現場見学会（１０月） 

・ ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクトの展開（４月～）（実施状況は 

別記１のとおり） 

・ 公式ツイッターの開始（１０月～） 

・ 県内マスコミを対象とした現場見学会の開催（１２月） 

 

②「興味はあるものの、どう携わっていいものか分からない方」に対する、博物館活

動への参加･参画を促す取組 

（各種イベントの実施） 

・ 三重県立博物館長出張講演会（実施状況は別記２のとおり） 

・ 三重県立博物館移動展示「海の恵みとにぎわい」展（７月～９月） 

・ 三重県・三重大学連携 新博物館シンポジウム（８月） 

・ 三重の文化交流ゾーン夏休みモニター見学旅行（８月） 

・ おせち料理交流会（３月） 

（意見聴取） 

・ 三重県立博物館移動展示関連行事「三重県立博物館長と語ろう」（８月） 

・ みんなでつくる博物館会議「こども会議」（１１月） 

・ みんなでつくる博物館会議（２月） 
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③「博物館利用を究め、自らの活動に生かそうとしている方」に対する、博物館活動を

究め、自らの活動や地域づくりに活かすことを促す取組 

（参加型事業の展開） 

・ 新県立博物館みりょく発信隊の募集、登録（４月～） 

・ サポスタフェスタ（３月） 

（意見聴取） 

・ サポートスタッフ全体意見交換会（９月、１月） 

 

（２）活動と運営のパートナーづくりに向けて 

新県立博物館は、「ともに考え、活動し、成長する」ことを理念とし、「県民・利用

者との協創」「多様な主体との連携」による博物館づくりをめざしています。 

そして、県民の皆さんが博物館のしくみづくりや運営に参画いただくことで、県民一

人ひとりに“わたしの博物館”と思っていただけるようにしたいと考えています。 

このうち、三重県の経済・産業・雇用・文化などの面で大きな役割を担っている県内

企業や団体、ＮＰＯといった民間部門は、“わたしの博物館”さらには“みんなの博物

館”づくりを実現するためには欠かせないパートナーであると考えています。 

そこで、こうした主体に対して、さまざまな面で連携いただくことを促す取組につい

ても、新県立博物館における広報の一つとして位置づけています。 

連携にあたっては、一方的な協力依頼（企業、または博物館だけのメリット）ではな

く、県民・利用者、企業・団体、博物館それぞれにとってのメリットとなるような取組

を念頭に置きながら、いくつかの選択肢を例示し、着手可能なものから参画していただ

くこととします。 

平成２４年度は、連携メニューなどについて内容を固め、随時企業訪問をしているほ

か、企業が多く集まるイベントへの参加や、商工団体などが主催する各種会合での説明

などを行うなど、広く参画を呼びかけました。（具体的な連携メニューについては、別

紙１「民間参画による経営基盤強化」に記載） 

 

 

２ 平成２５年度以降の予定 

引き続き、新県立博物館の開館時期や取組概要を知っていただくための広報や、館

長出張講演会などを通じた博物館に興味を持っていただくための広報を実施するとと

もに、開館まで１年を切ることから、開館に向けた期待感を醸成するためのイベント

や大規模な広報についても実施していきます。 

なお、開館時期前後に、式年遷宮、熊野古道世界遺産登録１０周年、「美し国おこし・

三重」県民力拡大プロジェクト、県総合文化センター２０周年等を控えていることか

ら、広報・誘客面での連携に向けて庁内関係部局等との調整を進めます。 
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別記１ ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクトの実施状況 

 

（目的） 

新県立博物館は「みんなでつくる博物館」「ともに考え、活動し、成長する博物館」を

標榜しているように、県民の皆さんに親しまれ、“わたしの博物館”と思っていただける

ようにしたいと考えています。 

その一環として、開館に向けた様々な機会に県民の皆さん自らが参加することで、新

県立博物館に思い入れを持っていただけるよう、参加型のプロジェクトとして「ＭＭＭ

プロジェクト」を展開しています。 

例えば、新県立博物館の建物や広場に記念となるようなものを残したり、親しみを持

っていただくための愛称やキャラクターをつくったり、埋もれてしまっている地域の魅

力を発掘したり、といったさまざまな場面で参加いただける方を募集し、一緒に取組を

進めていく中で、新県立博物館に対する愛着、ひいては三重に対する愛着の醸成にもつ

なげていきます。 

新県立博物館の魅力、さらには三重がもつ多様性の力を、家庭、学校、会社や団体、

お店、地域の集まりなど、様々な場面でＰＲして盛り上げていただける方を募集・登録

する「みりょく発信隊」を第１弾として実施したのを皮切りに、順次実施しているとこ

ろです。（3 月末現在 のべ３，２１９名が参加 ※三重のくらしの記録写真収集プロジ

ェクト参加者数を除く。） 

 

（実施状況） 

［第１弾：新県立博物館みりょく発信隊］ 

新県立博物館の広報・宣伝をしていただける個人や法人を登録。４月２７日に募

集を開始し、３月末現在、１４０名が登録。 

 

［第２弾：建設現場見学会「ここまで、できた！新県立博物館」］ 

新県立博物館建設地において現場見学会を開催。あわせて、工事中に建設現場か

ら産出した化石についての解説も実施。１０月１４日に開催し、７８名が参加。 

 

［第３弾：みんなでつくる博物館会議 こども会議］ 

子どもたちと、新しい博物館の建設現場を探検したり、「こども体験展示室」で

行う予定のメニューを体験したり、三重の“すごいこと”や“おもしろいこと”を

話し合い、新県立博物館で行っていく展示やイベントを一緒に考える。１１月４日

に開催し、９０名（こども６０名、大人３０名）が参加。 
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［第４弾：三重のくらしの記録写真収集プロジェクト］ 

県民の皆さんに協力を呼びかけ、家庭や地域に残されている三重のくらしに関す

る一昔前の写真を収集。 

集まった写真は、データベース化して閲覧できるようにするとともに、基本展示

の「くらしと自然」コーナーにおいて、県民の皆さんとともに進めた資料収集、展

示づくりの成果として紹介。（3 月末現在 約４，０００枚の写真を収集） 

 

［第５弾：おせち料理プロジェクト］ 

三重県内の食文化（おせち料理）をテーマに、子どもたちと調査。２，７９４

枚の調査カードが集まり、調査の結果は、博物館の資料として大切に保存し、新

県立博物館のこども体験展示室で紹介する予定。また、平成２５年３月３日は交

流会を開催し、５６名が参加。 

 

［第６弾：みんなでつくる博物館会議］ 

何度でも行きたくなるような楽しい博物館とするために、県民・利用者の皆さ

んから意見をいただく場として実施。「利用しやすい博物館にするために ～あ

なたと博物館の関わり方について～」をテーマとして２月１０日開催し、61 名が

参加。 

 

［第７弾：愛称募集］ 

新県立博物館が目指す姿のイメージを伝えるとともに、“わたしの博物館”さら

には“みんなの博物館”として親しみや愛着を持っていただけるような愛称を募

集。 

 

［第８弾：思い出ミュージアム］ 

自分の好きな絵や文字を描いたタイルを、新県立博物館の壁面に貼り付けて思

い出として残す。第１回を５月６日の「開館１年前イベント」にて実施予定。 

 

［第９弾以降（主なもの）］ 

○展示資料や館内の装飾（モビール）づくり体験 

新県立博物館の展示資料や装飾づくり体験を実施。 

○里山復元プロジェクトへの参加 

新県立博物館のミュージアムフィールドで採取した種子を、家庭や学校で育て、

数年後に里山に戻すプロジェクト 
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別記２ 館長出張講演会の実施状況 

 

（目的） 

新県立博物館について県民の皆さんに知っていただくとともに、広く意見をいただく

ため、館長自らが広報マンとなって各地で「出張講演会」を実施しています。 

平成２３年１１月に募集を開始してこれまでに２３回開催しており、平成２５年度以

降も随時行っていきます。（３月末現在、のべ９４２名が参加） 

 

（実施状況） 

（平成２３年度） 

第１回   １月１３日 津あけぼの座 Zen-café（津市）２４名 

第２回   ２月１２日 三重郷土会（津市）５名 

                ※みえ出前トークを通して依頼されました。 

第３回   ３月 ９日 ＮＰＯ法人Ｍ－ブリッジ（松阪市）１２名 

第４回   ３月１０日 たらちね会（津市）１０名 

第５回   ３月２８日 あおぞら学童クラブ（鈴鹿市）８０名 

第６回   ３月２８日 四日市商工会議所（四日市市）５０名 

（平成２４年度） 

第７回   ４月２５日 つくしの会（津市）１００名 

第８回   ５月２０日 津文化協会（津市）３５名 

第９回   ５月３０日 津ロータリークラブ（津市）４４名 

第 10 回  ６月２９日 津商工会議所（津市）６０名 

第 11 回  ７月 ７日 川づくり会議みえ（津市）２８名 

第 12 回  ７月１４日 日本建築学会三重県支部（津市）４０名 

第 13 回  ７月１９日 鈴鹿プロバスクラブ カルチャー委員会(鈴鹿市)３０名 

第 14 回  ７月２９日 藤原岳自然科学館（いなべ市）１００名 

第 15 回  ７月３０日 三重大学教育学部小学校専門理科（津市）１４名 

第 16 回  ９月 ２日 三重県立熊野古道センター（尾鷲市）７０名 

第 17 回  ９月 ９日 鈴鹿市立郡山小学校ＰＴＡ野外活動サークル 

(鈴鹿市)２３名 

第 18 回 １１月 ２日 津市芸濃公民館（津市）２５名 

第 19 回 １１月１０日 津市西地区自治会連合会（津市）２５名 

第２０回 １２月１１日 太陽の街ふれあいサロン（鈴鹿市）１７名 

第２１回 １２月２３日 亀岡市文化資料館（京都府亀岡市）３０名 

第２２回  ３月１６日 伊勢志摩国立公園管理事務所（伊勢市）５０名 

第２３回  ３月１７日 まちかど博物館フォーラム２０１３（伊勢市）７０名 
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「７項目」の取組状況について 

（③外部有識者による委員会（経営向上懇話会）） 

 

【新県立博物館整備にかかる「７項目」】 

③ 外部有識者による委員会を立ち上げ、第三者の視点から博物館事業の経営面などに

ついて評価し、改善していくためのしくみを早期に導入すること 

 

１ 経営向上懇話会の概要 

（１）目的 

新県立博物館での活動や運営に関する方針やしくみの構築に向けて、総合的・

俯瞰的な助言をいただくために設置 

（２）委員 

齋藤彰一氏   四日市商工会議所 会頭 

清水裕之氏   名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

末次秀行氏  中日新聞社三重総局 局長 

田部眞樹子氏  三重県子どもＮＰＯサポートセンター 理事長 

中村忠明氏   前パラミタミュージアム 事務局長 

西岡慶子氏   株式会社光機械製作所 代表取締役社長 

山下治子氏   株式会社アム・プロモーション ミュゼ 編集長 

山田康彦氏   三重大学教育学部 教授［座長］ 

 

２ 今年度の開催結果概要 

［第１回］ 

（１）開催日時 

平成２４年７月２４日（火）１５：００～１７：００ 

（２）出席委員 

齋藤委員、清水委員、末次委員、田部委員、中村委員、山下委員、山田委員 

（３）議題 

① 報告事項（前回の経営向上懇話会でいただいた意見に対する取組状況） 

② 意見交換 

・新県立博物館の運営形態に関する考え方について 

・ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクトの進捗状況について 

（４）主なご意見 

別記１のとおり 

 

 

 

 

 

（別紙３） 
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［第２回］ 

（１）開催日時 

平成２５年３月２９日（金）１７：３０～１９：３０ 

（２）出席委員 

末次委員、中村委員、西岡委員、山下委員、山田委員 

（３）議題 

① 報告事項 

・経営向上懇話会でいただいた意見に対する取組状況等について 

・経営向上懇話会の名称変更について 

・開館年次（平成２６年度）上半期の企画展示実施計画（案）について 

② 意見交換 

・開館に向けた広報計画について 

・開館形態等について 

・企業との連携促進について 

・平成２５年度の経営向上懇話会について 

（４）主なご意見 

別記２のとおり 

 

３ 平成２５年度以降の予定 

いただいた意見を踏まえながら、新県立博物館の効果的かつ効率的な運営に向け

た方針や体制の構築を進めていきます。 

平成２５年度は、新県立博物館の活動と運営に対する評価の項目及び体制や、開

館後の経営向上懇話会のあり方などについて検討を行う予定です。 
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別記１ 平成２４年度第１回「新三重県立博物館（仮称）経営向上懇話会」における 

主な意見 

 

（１）新県立博物館の運営形態に関する考え方について 

①運営主体について 

（指定管理者の選定について） 

・ 新県立博物館の指定管理者を選定する際は、公募するのか。指定管理者がころ

ころ変わるのはよくないと思う。博物館は半永久的に続くものであり、随意契

約はいけないかも知れないが、できれば今指定管理をやっているところがやる

のが効率的ではないか。 

・ 契約の履行状況をきちんとチェックできるシステムがあれば、必ずしも公募で

なくてもよいのではないか。 

・ 建物を平成２５年４月に引渡を受ければ、その時点から管理業務が必要となる。

総合文化センターの指定管理者更新（平成２７年度）まで待つことなく、随意

契約でもいいので、引渡を受けたらすぐに管理業務が始められるような対応を

すべきである。 

・ いずれは３館（総合文化センター、県立美術館、新県立博物館）で統一した運

営をするという大きな目標を掲げなければならないと思うが、各館の事情もあ

るので現時点では各館それぞれ進めていくべき。 

・ 業務委託と指定管理者制度の違いは、「与えられた業務をこなすだけなのか」、

「それ以上を求めるのか」、であると認識している。指定管理者制度を導入す

るのであれば、予算の枠を決めて経費削減を図るだけでは根本的な解決になら

ないので、創造的なものを入れていかないといけない。 

・ 県総合文化センターの指定管理者選定に際しては、１回目は複数の応募があっ

たが、文化振興事業団が頑張って運営していることや、多様な館の業務を全て

できるところもないためか、２回目、３回目は文化振興事業団のみであった。

先ほどから随意契約の是非について意見があったが、次回からは指定管理者募

集の方法等を考える時期に来ているのかもしれない。 

（指定管理者制度の導入範囲について） 

・ 博物館は専門的な知識等が必要なので、一部指定管理という考えは大事。学芸

部分や資料収集等、県として責任を持って取り組む部分は指定管理者では仕切

れない。 

・ 直営部分と指定管理部分の境目が難しい。うまくやっていくためのノウハウを

研究しておく必要がある。 

・ 文化交流ゾーン一帯で一つの指定管理者にするメリットはある。一方で、連携

が難しいので現実的には難しいとは思うが、各館それぞれが違う指定管理者に

して特徴を出しながら連携するのが理想的と思っている。 

・ アクアマリンふくしま（福島県いわき市）は、東日本大震災で被災したが、短

期間で再オープンにこぎつけた。その理由を館長に聞いたところ、いざという

時のために自己資金を貯めていたからだという。ここは財団が指定管理者とな

っているが、このように、自分で使える、動けるというのが、指定管理者のメ

リットの一つである。 
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（組織体制について） 

・ 三重の博物館は何をすべきか、５年、１０年かけて何をするかという目標が見

えない。また、目標の実現に向けたプログラムをつくるヘッドクォーター（本

部、司令塔）が見えない。指定管理者制度を導入するなら、５年、１０年かけ

て何をするかということを伝えるヘッドクォーターが必要。館長が全て行うの

は無理であり、館長のまわりに数名のヘッドクォーターを配置し、例えば広報

部門には指定管理者が入るような組織をつくるべき。 

・ 複数の企業や団体が運営に参加する場合は、各者が共通の目標に向かって協力

できるかが成功の根幹。１０年先の目標などを常に公開・共有しながら組織を

つくっていくことが大事。 

・ 運営組織や予算はどうなるのか。組織、予算、展示計画がセットで出てこない

と抽象的な意見しか出せない。 

・ これからは博物館や美術館も営業課が必要であり、営業という組織がないのは

変わったうちに入らない。 

・ 民間企業では、成功するためのポイントは営業と財務と言われる。博物館や美

術館でも一緒である。資金計画を早くつくり、業務計画と関連づけていかない

と、資金繰りに支障が出る。 

・ 早めに指定管理者を決めて、協賛金集めやチケット販売をどうするか、両者で

詰める必要がある。 

 

②開館日・開館時間について 

・ 博物館もサービス業であり、利用者目線で考える必要がある。例えば、閉館が

１７時だと平日仕事がある人は来るなと言っているように見られてしまう。 

・ 他館に合わせるのではなく、ゼロから検討してもよいのではないか。 

・ 「三重県立博物館は変わった」と思われるためには既成概念はやめた方がよい。

例えば足立美術館（島根県）は年中無休である。私立でも生き残りが難しい中、

公立も思い切った経営が必要。新県立博物館は今それができるタイミング。 

・ 全館でなくても、自由に入れる場所は延長を検討できるのではないか。 

・ 月曜休館が多いので、あえて月曜に営業する博物館もある。また、金曜日は開

館時間を延長したり、例えば５のつく日は延長するという館もある。 

・ きちんと決めずに幅を持たせておくことが大事。例えば、早朝開館もニーズが

あるのではないか。生活様式も多様になっており、従来の「多くの人が利用し

やすい時間帯」も変わってきているという発想が必要。また、三重という地域

性を考慮し、観光客のことも考えて設定する必要もある。 

 

③観覧料について 

・ 今や６５歳以上でも元気な方はたくさんいらっしゃる。これからもどんどん増

えるし、お金も持っている方も多いので、原則有料として年齢で区切ることで

どうか。 

・ 中山間地域に行くと自給自足的な生活をしている高齢者もおり、ある程度配慮

が必要。 

・ 高校生は有料でいいのではないか。 
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・ 子どもや高校生は、博物館が足繁く通える場であることを分かってもらうため

にも無料がいいのではないか。 

・ 子ども向けプログラムをつくりながら入館者を増やすなら、無料にしても意味

がある。 

・ パスポートについて、ポイント制も検討してはどうか。ポイントが貯まればバ

スに乗れる等、博物館だけでなく他でも使えるものの方がよい。 

・ ボランティアで働いた方へポイントを与えてはどうか。 

 

④県民参加組織について 

（新しい県民参加組織の位置づけについて） 

・ 県民参加組織については、過去のものと切り離して、全く新しい組織として募

集し直した方がよいのではないか。参加する方も分かりにくい。 

（ボランティア組織について） 

・ 博物館のボランティアをやっていることで自分が豊かになれたり、博物館のボ

ランティアをやっていることがステータスとなるようなものにしてほしい。 

・ ボランティアにもいろいろな役割がある。例えば県全域の資料収集に協力して

もらうのであれば、県内各地に拠点をつくってＮＰＯが運営するとか、何をど

う頼むかを整理する必要がある。 

・ 学校の先生とのネットワークをつくっておくべき。 

・ 募集する側のミッションを明らかにするとともに、ボランティアを機能させる

ためには、運営体制を確立させることが重要。 

・ ボランティアの運営を指定管理業務に入れるのであれば、仕様の中にマネジメ

ントさせることを入れておく必要がある。 

・ 東京都美術館では「とびらプロジェクト」というボランティア制度をつくり、

１年間かけて研修している。研修は、自分は何をやりたいのかを１年間かけて

考え、行動するもので、メンバー同士が自主的に会う場を設けたりしてメンバ

ー間の融合も図っている。 

 

（２）ＭＭＭ（みえ マイ ミュージアム）プロジェクトの進捗状況について 

・ みりょく発信隊にしろ、ボランティアにしろ、運営組織やその責任者、誰が管

理するのかを早く決めておく必要がある。 

・ みりょく発信隊について、ウェブを活用するのはよいが、事実と異なる情報を

流された場合の対応を考えておく必要がある。 

・ 一生懸命やってくれる人はありがたいが、活動しやすくするためのマネジメン

トが必要。 

 

（３）その他 

（協賛金集めについて） 

・ 企業への協賛金集めについて、博物館だけでなく県全体で取り組むべき。 

・ 企業に依頼するにあたっては知事名で要望書を出すなど検討して欲しい。 

・ ファンド計画の担当者や責任者を組織として決めておかなければならない。 
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（障がい者の方への配慮について） 

・ 障がい者の方も楽しめる博物館に向けて、体験だけでなく、体感できるものも

用意してほしい。 

（総合文化センター駐車場の活用について） 

・ 総合文化センター南側の非舗装の駐車場を里山として再生して、博物館のフィ

ールドとして使ってはどうか。 
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別記２ 平成２４年度第２回「三重県総合博物館（仮称）経営向上懇話会」における 

主な意見 

 

（１）開館に向けた広報計画について 

（思い出ミュージアムについて） 

・ 「思い出ミュージアム」への参加費（１枚２，０００円）について、例えば寄

附金込みといった形でもっとお金をいただいてはどうか。 

・ この計画は、どういう経緯で出てきたのか。耐久性は大丈夫か。稚拙な絵ばか

りであったらどうするのか。景観面で不安な面もある。 

（平成２５年度の広報について） 

・ 予算はどうなっているのか。開館前として特別に予算はついているのか。あれ

もこれもやりすぎて中途半端にならないか。何を優先するのか。 

・ 金沢２１世紀美術館などの先進事例が参考にされていない。堅すぎる。周囲の

県も含めて全小学生を招待する予算を付けた事例もある。現状の何倍かの予算

を付けるべき。１，０００万円程度ではオープニングはできない。 

・ 愛称、マーク、キャラクターなど、どのように使うのか、どのように見せるの

か、ビジュアル戦略も必要。プロのデザイナーを入れた方が良い。デザインや

音楽のプロも必要。 

・ 館全体としてのコンセプトやキャッチフレーズが決まっていないので、ロゴや

マークも決まらない。それが無理であれば、せめて字体を揃えることから徹底

を。コンセプトづくりからプロが入らないといけない。 

・ 子どもへのアプローチが下手。活字離れと言われる中で漢字が多いし、子ども

向けのパンフも必要。 

・ 昨年２月の委員会でも発言したが、プロでないと無理。お金がかかってもやる

べき。 

・ 提案したことが採用されないのであれば、懇話会の意義が問われる。 

・ コンセプトをもとにイメージをつくることが核となる。専門家を入れる予算が

ないのなら、ほかの方法を考えなくてはいけない。専門家は高価なので大学な

どに協力してもらうことも考えられる。 

・ 聞きやすい言葉、言いやすい言葉に変えたり、見た感じだけでも印象は変わる。 

 

（２）開館形態等について 

・ 条例に定められると簡単に変えられないと思うので確認しておく。最近、東京

では、初詣ついでに回れるように１月２日から開館し、その代わりに年末は休

むところもある。これらは対応できるのか。 

・ 勤めている人が来られる時間帯まで延長したり、開館当初は延長してはどうか。

プロ野球は７回を過ぎると無料で入場できるし、中身や季節によって観覧料を

変えるという発想もある。 

・ １月２日は結構入館者がある。思いきってやって、駄目ならまた止めればよい。

周辺施設のことは置いておいて、まず博物館独自でやってみてはどうか。 

 

（３）企業との連携促進について 
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・ 寄附、パートナーシップ（賛助会員）、コーポレーション・デーなど、それぞれ

のコースで何社程度の参加を想定しているのか？ 

・ メニューをシンプルに分かりやすくした方が良い。特典をたくさんつける必要

はなく、無料券をたくさん配っておけば良い。管理する方も大変である。あと

は個人への依頼も行う必要がある。 

・ ネーミングライツは実施しないのか。 

・ 三重県に恩返しをしたいと思っているような大スポンサーを掴んでおくべき。 

・ 寄附は５０万円を２０社で年間１，０００万円とか、企業パートナーシップ会

費も２、３万円でなく１口１０万円にしてはどうか。 

・ できるだけ多くの企業に参加してもらうという観点なら、単価を低く設定する

ことについては了解。ただ、特典はたくさん要らないと思う。 

 

（４）平成２５年度の経営向上懇話会について 

・ ５月には愛称も決まってくるので、これをどう利用するか、また、広報した案

件に対する反響の数値目標などについても議論できればと思う。 
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「７項目」の取組状況について 

（⑦金銭価値で示せない影響･効果） 

 

【新県立博物館整備にかかる「７項目」】 

⑦ 金銭価値では示せない社会への影響・効果を明示し、それらへの取組状況を確

認するための評価と改善のしくみをつくること 

 

１ 取組状況 

当該分野において、博物館をテーマとした議論はこれまでほとんど行われてい

ないため、まず文化経済学や文化政策学、経済学を専門とする研究者に対するヒ

アリングを実施してきました。 

平成２４年度は、学識経験者を交えた勉強会を行ったほか、(財)日本科学協会 

笹川科学研究助成金を活用して、地域社会への影響・効果を数値等で表すための

項目の洗い出しを行うなど、評価と改善のしくみづくりを進めました。 

 

（参考：勉強会の実施状況） 

・平成２４年８月９日（木）１３：３０～１５：３０ 

佐々木亨氏（北海道大学大学院文学研究科教授）を招き、他館事例を参考に

しながら、新県立博物館の評価制度のあり方について意見交換を実施 

・平成２４年９月１０日（月）１３：３０～１７：００ 

「地域にとってミュージアムとは何か」 

野田邦弘氏(鳥取大学地域学部地域文化学科教授) 

「博物館の社会的役割の達成度をどう測定し、どう示すか」 

村井良子氏((有)プランニング・ラボ代表取締役) 

※全国の博物館に参加を呼びかけて実施 

 

 

２ 平成２５年度以降の予定 

今後、地域社会への影響・効果を数値等で表すための項目の洗い出しを行う等、

評価と改善のしくみづくりを進めます。 

県民・利用者、学識経験者とともに評価と改善のしくみを検討し、その成果を

「新県立博物館の活動と運営の方針（仮称）」の「第１章 活動と運営の基盤と

なるしくみ」に反映させます。 

 

（別紙５）
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